
壽阿彌の手紙
森鴎外

青空文庫





　
　
　
　
　
一

　
わ
た
く
し
は
澀
江
抽
齋









の
事
蹟
を
書
い
た
時
、
抽
齋
の
父
定
所









の
友
で
、
抽
齋
に
劇
神
仙








の
號
を
讓
つ
た
壽

阿
彌
陀
佛








の
事
に
言
ひ
及
ん
だ
。
そ
し
て
壽
阿
彌
が
文
章
を
善

く
し
た
證
據
と
し
て
其



手
紙
を
引
用
し
た
。

　
壽
阿
彌









の
手
紙
は
※
堂






と
云
ふ
人
に
宛

て
た
も
の
で
あ
つ
た
。
わ
た
く
し
は
初
め
苾
堂
の
何
人
た
る
か
を
知

ら
ぬ
の
で
、
二
三
の
友
人
に
問
ひ
合
せ
た
が
明
答
を
得
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
苾
堂
は
誰



か
わ
か
ら
ぬ
と
書
い
た
。

　
さ
う
す
る
と
早
速
其
人
は
駿
河





の
桑
原
苾
堂
で
あ
ら
う
と
云
つ
て
、
友
人
賀
古
鶴
所











さ
ん
の
許



に
報
じ
て
く

れ
た
人
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
宮
孤
松










さ
ん
で
あ
る
。
二
宮
氏
は
五
山
堂
詩
話
の
中
の
詩
を
記
憶
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
書
庫
か
ら
五
山
堂
詩
話
を
出
し
て
見
た
。
五
山
は
其
詩
話
の
正
篇
に
於



て
、
一
た
び
苾
堂
を
説

い
て
詩
二
首
を
擧
げ
、
再
び
説
い
て
、
又
四
首
を
擧
げ
、
後
補
遺
に
於
て
、
三
た
び
説
い
て
一
首
を
擧
げ
て
ゐ

る
。
詩
の
采
録






を
經
た
る
も
の
通
計
七
首
で
あ
る
。
そ
し
て
最
初
に
か
う
云
ふ
人
物
評
が
下
し
て
あ
る
。
「
公



圭
書
法
嫻
雅












、
兼

善

音

律













、

其
人
温
厚
謙
恪















、
一
望
而
知
爲
君
子
















」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
公
圭
は
苾
堂

の
字





で
あ
る
。

　
次
で
置
鹽
棠
園









さ
ん
の
手
紙
が
來
て
、
わ
た
く
し
は
苾
堂
の
事
を
一
層
精





し
く
知
る
こ
と
が
出
來
た
。

　
桑
原
苾
堂
、
名
は
正
瑞






、
字





は
公
圭






、
通
稱
は
古
作





で
あ
る
。
天
明
四
年
に
生
れ
、
天
保
八
年
六
月
十
八
日
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に
歿
し
た
。
桑
原
氏
は
駿
河
國








島
田
驛
の
素
封
家









で
、
徳
川
幕
府
時
代
に
は
東
海
道
十
三
驛
の
取
締
を
命
ぜ
ら

れ
、
兼
て
引
替
御
用
を
勤
め
て
ゐ
た
。
引
替
御
用
と
は
爲
換
方







を
謂

ふ
の
で
あ
る
。
桑
原
氏
が
後
に
産
を
傾
け

た
の
は
此
引
換
の
た
め
だ
さ
う
で
あ
る
。

　
菊
池
五
山
は
苾
堂
の
詩
と
書
と
音
律
と
を
稱
し
て
ゐ
る
。
苾
堂
は
詩
を
以
て
梁
川
星
巖










、
柏
木
如
亭










及
五
山

と
交
つ
た
。
書
は
子
昂





を
宗



と
し
江
戸
の
佐
野
東
洲
の
教
を
受
け
た
ら
し
い
。
又
畫



を
も
學
ん
で
、
崋
山






門
下

の
福
田
半
香
、
そ
の
他
勾
田
臺
嶺









、
高
久
隆
古










等
と
交
つ
た
。

　
苾
堂
の
妻
は
置
鹽
蘆
庵








の
二
女
た
め
で
、
石

川

依

平

の
門
に
入
つ
て
和
歌
を
學
ん
だ
。
蘆
庵
は
棠
園
さ
ん
の

五
世
の
祖
で
あ
る
。

　
苾
堂
の
子
は
長
を
霜
崖






と
云
ふ
。
名
は
正

旭







で
あ
る
。
書
を
善

く
し
た
。
次
を
桂
叢






と
云
ふ
。
名
は
正
望






で
あ
る
。
畫
を
善
く
し
た
。
桂
叢
の
墓
誌
銘
は
齋
藤
拙
堂
が
撰



ん
だ
。

　
桑
原
氏
の
今
の
主
人
は
喜
代
平
さ
ん
と
稱
し
て
苾
堂
の
玄
孫
に
當
つ
て
ゐ
る
。
戸
籍
は
島
田
町
に
あ
つ
て
、

町
の
北
半
里
許







の
傳
心
寺
に
住
ん
で
ゐ
る
。
傳
心
寺
は
桑
原
氏
が
獨
力
を
以
て
建
立






し
た
禪
寺
で
、
寺
祿





を
も

有
し
て
ゐ
る
。
桑
原
氏
累
代









の
菩
提
所







で
あ
る
。

　
以
上
の
事
實
は
棠
園
さ
ん
の
手
書
中
よ
り
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
棠
園
さ
ん
は
置
鹽
氏







、
名
は
維
裕





、
字





は
季

餘

、
通
稱
は
藤
四
郎
で
あ
る
。
居
る
所
を
聽
雲
樓








と
云
ふ
。
川

田

甕

江

の
門
人
で
、
明
治
三
十
三
年
に
靜

岡
縣
周
智



郡
長
か
ら
伊
勢
神
宮
の
神
官
に
轉
じ
た
。
今
は
山
田
市
岩
淵
町















に
住
ん
で
ゐ
る
。
わ
た
く
し
の
舊
知



内
田
魯
庵





さ
ん
は
棠
園
さ
ん
の
妻
の
姪
夫






だ
さ
う
で
あ
る
。
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わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
手
紙
に
由
つ
て
棠
園
さ
ん
と
相
識
に
な
つ
た
の
を
喜
ん
だ
。

　
　
　
　
　
二

　
壽
阿
彌
の
手
紙
の
宛
名





桑
原
苾
堂
が
何
人
か
と
云
ふ
こ
と
を
、
二
宮
孤
松
さ
ん
に
由
つ
て
略



知
る
こ
と
が
出

來
、
置
鹽
棠
園
さ
ん
に
由
つ
て
委





く
知
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
、
わ
た
く
し
は
正
誤
文
を
新
聞
に
出
し
た
。
然



る
に
正
誤
文
に
偶




誤

字
が
あ
つ
た
。
市
河
三
陽
さ
ん
は
此
誤
字
を
正
し
て
く
れ
る
た
め
に
わ
た
く
し
に
書
を
寄

せ
た
。

　
三
陽
さ
ん
は
祖
父
米
庵
が
苾
堂
と
交
は
つ
て
ゐ
た
の
で
、
苾
堂
の
名
を
知
つ
て
ゐ
た
。
米
庵
の

西
征
日
乘












中


癸
亥





十
月
十
七
日
の
條
に
、
「
十
七
日
、
到
島
田
、
訪
桑
原
苾
堂
已
宿
」
と
記
し
て
あ
る
。
癸
亥
は
享
和

三
年
で
、
安
永
八
年
生
れ
の
米
庵
が
二
十
五
歳
、
天
明
四
年
生
の
苾
堂
が
二
十
歳
の
時
で
あ
る
。
客
も
主
人
も

壯
年
で
あ
つ
た
。
わ
た
く
し
は
主
客
の
關
係
を
詳





に

せ
ぬ
が
、
苾
堂
の
詩
を
詩
話
中
に
收
め
た
菊
池
五
山
が
米

庵
の
父
寛
齋
の
門
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
米
庵
は
苾
堂
が
た
め
に
は
、
啻



に
己





よ
り
長
ず
る
こ
と
五
歳

な
る
友
で
あ
つ
た
の
み
で
は
な
く
、
頗





る
貴





い
賓
客
で
あ
つ
た
だ
ら
う
。

　
三
陽
さ
ん
は
別
に
其
祖
父
米
庵
に
就
い
て
わ
た
く
し
に
教
ふ
る
所
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
わ
た
く
し
が
澀
江
抽

齋
の
死
を
記
す
る
に
當
つ
て
、
米
庵
に
言
ひ
及
ぼ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
抽
齋
と
米
庵
と
は
共
に
安
政
五
年
の
虎

列

拉

に
侵
さ
れ
た
。
抽
齋
は
文
化
二
年
生
の
五
十
四
歳
、
米
庵
は
八
十
歳
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
わ
た

5



く
し
は
略



抽
齋
の
病
状
を
悉



し
て
ゐ
て
、
そ
の
虎

列

拉

た
る
こ
と
を
斷
じ
た
が
、
米
庵
を
同
病
だ
ら
う
と
云
つ

た
の
は
、
推
測
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

　
わ
た
く
し
の
推
測
は
幸




に

し
て
誤
で
な
か
つ
た
。
三
陽
さ
ん
の
言
ふ
所
に
從
へ
ば
、
神
惟
徳







の
米
庵
略
傳
に

下


の
如
く
云
つ
て
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
「
震
災
後
二
年
を
隔
て
ゝ
夏
秋
の
交
に
及
び
、
先
生
時
邪
に
犯
さ
れ
、

發

熱

劇

甚

に
し
て
、
良
醫
交
※











來


り
診



し
苦
心
治
療
を
加
ふ
れ
ど
効
驗
な
く
、
年
八
十
に
し
て
七
月
十
八
日
溘







然

屬

※







の
哀
悼






を
至
す
」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
又
當
時
虎
列
拉
に
死
し
た
人
々
の
番
附
が
發
刊
せ
ら
れ
た
。

三
陽
さ
ん
は
其
二
種
を
藏
し
て
ゐ
る
が
、
並





に
皆
米
庵
を
載
せ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
の
苾
堂
に
遣

つ
た
手
紙
は
、
二
三
の
友
人
が
こ
れ
を
公
に
せ
む
こ
と
を
勸
め
た
。
わ
た
く
し
も
此
手

紙
の
印
刷
に
附
す
る
價
値
あ
る
も
の
た
る
を
信
ず
る
。
な
ぜ
と
云
ふ
に
、
そ
の
記
す
る
所
は
開
明
史
上
に
も
文

藝
史
上
に
も
尊
重
す
べ
き
資
料
で
あ
つ
て
、
且
讀
ん
で
興
味
あ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
手
紙
に
は
考
ふ
べ
き
人
物
九
人
と
苾
堂
の
親
戚






知
人
四
五
人
と
の
名
が
出
て
ゐ
る
。
前
者
中
儒
者
に
は
山
本

北
山
が
あ
る
。
詩
人
に
は
大
窪






天
民
、
菊
池
五
山
、
石

野

雲

嶺

が
あ
る
。
歌
人
に
は
岸
本
弓
弦







が
あ
る
。
畫
家

に
は
喜
多
可
庵
が
あ
る
。
茶
人
に
は
川
上
宗
壽
が
あ
る
。
醫
師
に
は
分
家
名
倉
が
あ
る
。
俳
優
に
は
四
世
坂
東

彦
三
郎
が
あ
る
。
手
紙
を
書
い
た
壽
阿
彌
と
其
親
戚
と
、
手
紙
を
受
け
た
苾
堂
と
其
親
戚
知
人
と
の
外
、
此
等





の
人
物
の
事
蹟
の
上
に
多
少
の
光
明
を
投
射
す
る
一
篇
の
文
章
に
、
史
料
と
し
て
の
價
値
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と

は
、
何
人
も
否
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
で
あ
ら
う
。
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三

　
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
手
紙
に
註
を
加
へ
て
印
刷
に
付
す
る
こ
と
に
し
よ
う
か
と
も
思
つ
た
。
し
か
し
文
政

頃
の
手
紙
の
文
は
、
縱



ひ
興
味
の
あ
る
事
が
巧
に
書
い
て
あ
つ
て
も
、
今
の
人
に
は
讀
み
易
く
は
無
い
。
忍
ん

で
こ
れ
を
讀
む
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
許
多





の
敬
語
や
慣
用
語
が
邪
魔
に
な
つ
て
そ
の
煩
は
し
き
に
堪
へ
な
い
。

ま
し
て
や
そ
れ
が
手
紙
に
め
づ
ら
し
い
長
文
な
の
だ
か
ら
、
わ
た
く
し
は
遠
慮
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
や
う
に
思

つ
て
差
し
控
へ
た
。

　
そ
し
て
わ
た
く
し
は
全
文
を
載
せ
る
代
り
に
筋
書
を
作
つ
て
出
す
こ
と
に
し
た
。
以
下
が
其
筋
書
で
あ
る
。

　
手
紙
に
は
最
初
に
二
字
程
下
げ
て
、
長
文
と
云
ふ
こ
と
に
就
い
て
の
こ
と
わ
り
が
言
つ
て
あ
る
。
こ
れ
だ
け

は
全
文
を
此
に
寫
し
出
す
。
「
い
つ
も
餘
り
長
い
手
紙
に
て
か
さ
ば
り
候
故






、
當
年
は
罫
紙





に
認

候








。
御
免





可
被
下
候










。
」
わ
た
く
し
は
此
こ
と
わ
り
を
面
白
く
思
ふ
。
當
年
は
と
云
つ
た
の
は
、
年
が
改
ま
つ
て
か
ら
始

め
て
遣
る
手
紙
だ
か
ら
で
あ
る
。
其
年
が
文
政
十
一
年
で
あ
る
こ
と
は
、
下



に
明
證
が
あ
る
。
六
十
歳
の
壽
阿

彌
が
四
十
五
歳
の
苾
堂
に
書
い
て
遣
つ
た
の
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
と
苾
堂
と
の
交




は

餘
程
久
し
い
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
が
、
其

詳







な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
只



此

手
紙
の
書
か
れ
た
時
よ
り
二
年
前
に
、
壽
阿
彌
が
苾
堂
の
家
に
泊
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
る
。
山
内
香
雪
が
市
河

米
庵
に
隨
つ
て
有
馬
の
温
泉
に
浴
し
た
紀
行
中
、
文
政
九
年
丙
戌











二
月
三
日
の
條
に
、
「
二
日
、
藤
枝
に
至
り
、

荷
溪





ま
た
雲
嶺






を
問
ふ
、
到
島
田
問
苾
堂
、
壽

阿

彌

爲

客

こ
ゝ
に
あ
り
、
掛
川
仕
立
屋
投
宿
」
と
云
つ
て
あ
る
。
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歸
途
に
米
庵
等
は
苾
堂
の
家
に
宿
し
た
が
、
只
「
主
島
田
苾
堂
」
と
の
み
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
四
月
十
八
日

の
事
で
あ
る
。
紀
行
は
市
河
三
陽
さ
ん
が
抄
出
し
て
く
れ
た
。

　
荷
溪
は
五
山
堂
詩
話
に
出
て
ゐ
る
。
「

藤
枝
※
荷
溪














。
碧

字

風

曉














。
才
調
獨
絶












。
工

畫

能

詩














。

（
中
略
）
於
詩
意
期
上
乘


















。
是

以

生

平

所

作



















。

多
不
慊
己
意
















。
撕
毀
摧
燒











。
留

者

無












幾




。
」
菊
池
五
山
は
西

駿







の
知
己
二
人
と
し
て
、
荷
溪
と
苾
堂
と
を
並
記
し
て
ゐ
る
。

　
次
に
書
中
に
見
え
て
ゐ
る
の
は
、
不
音





の
わ
び
、
時
候
の
挨
拶






、
問
安
で
、
其
末
に
「
貧
道
無
異
に
勤

行








仕

候

間











乍

憚









御
掛
念
被
下
間
敷
候















」
と
あ
る
。
勤
行
と
書
い
た
の
は
剃
髮
後







だ
か
ら
で
あ
る
。
當
時

の
武
鑑
を
閲



す
る
に
、
連
歌
師
の
部
に
淺
草
日
輪
寺
其
阿





と
云
ふ
も
の
が
載
せ
て
あ
つ
て
、
壽
阿
彌
は
執
筆
日



輪
寺
内



壽

阿

曇

※

と
記
し
て
あ
る
。
原

來







時
宗
遊
行
派
の
阿
彌
號
は
相
摸
國
高
座
郡














藤
澤
の
清
淨
光
寺
か
ら

出
す
も
の
で
、
江
戸
で
は
淺
草
芝
崎
町
日
輪
寺
が
其
出
張
所
に
な
つ
て
ゐ
た
。
想
ふ
に
新
石
町









の
菓
子
商
で

眞
志
屋
五
郎
作
と
云
つ
て
ゐ
た
此
人
は
、
壽
阿
彌
號
を
受
け
た
後
に
、
去
つ
て
日
輪
寺
其
阿
の
許



に
寓



し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
壽
阿
彌
は
單
に
剃
髮
し
た
ば
か
り
で
は
無
い
。
僧
衣
を
著
け
て
托
鉢






に
さ
へ
出
た
。
托
鉢
に
出
た
の
は
某
年

正
月
十
七
日
が
始
で
、
先
づ
二
代
目
烏
亭
焉
馬













の
八
丁
堀
の
家
の
門



に
立
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
江
戸
町
與
力
の

倅

山

崎
賞
次
郎
が
焉
馬





の
名
を
襲
い
だ
の
は
、
文
政
十
一
年
だ
と
云
ふ
こ
と
で
、
月
日
は
不
詳
で
あ
る
。
わ
た

く
し
が
推
察
す
る
に
、
焉
馬
は
文
政
十
一
年
の
元
日
か
ら
襲
名
し
た
の
で
、
其
月
十
七
日
に
壽
阿
彌
は
托
鉢
に

出
て
、
先
づ
焉
馬
を
驚
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若

し
さ
う
だ
と
す
る
と
、
苾
堂
に
遣
る
此



遲

馳







の
年
始
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状
を
書
い
た
の
は
、
始
て
托
鉢
に
出
た
翌
月
で
あ
ら
う
。
此
手
紙
は
二
月
十
九
日
の
日
附
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
が
托
鉢
に
出
て
、
焉
馬
の
門
に
立
つ
た
時
の
事
は
、
假
名
垣
魯
文









が
書
い
て
、
明
治
二
十
三
年
一
月

二
十
二
日
の
歌
舞
伎
新
報
に
出
し
た
。
わ
た
く
し
の
手
許





に
は
鈴

木

春

浦

さ
ん
の
寫
し
て
く
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　
壽
阿
彌
は
焉
馬
の
門
に
立
つ
て
、
七
代
目
團
十
郎
の
聲
色
で
「
厭
離
焉
馬








、
欣
求
淨
土









、
壽
阿
彌
陀
佛









々
々

々
々
々
」
と
唱
へ
た
。

　
深
川
の
銀
馬
と
云
ふ
弟
子
が
主
人
に
、
「
怪
し
い
坊
主
が
來
て
焉
馬
が
ど
う
の
か
う
の
と
云
つ
て
ゐ
ま
す
」

と
告
げ
た
。

　
焉
馬
は
棒
を
持
つ
て
玄
關
に
出
て
、
「
な
ん
だ
」
と
叫
ん
だ
。

　
壽
阿
彌
は
數
歩
退
い
て
笠



を
取
つ
た
。

「
先
生
惡
い
洒
落





だ
」
と
、
焉
馬
は
棒
を
投
げ
た
。
「
ま
あ
、
ち
よ
つ
と
お
通
下
さ
い
。
」

「
い
や
。
け
ふ
は
修
行
中
の
草
鞋
穿







だ
か
ら
御

免

蒙

る
。
焉
馬
あ
つ
た
ら
又
逢



は
う
。
」
云

ひ
畢



つ
て
壽
阿
彌

は
、
岡
崎
町
の
地
藏
橋
の
方
へ
、
錫

杖








を
衝

き
鳴
ら
し
て
去
つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
魯
文
の
記
事
に
は
多
少
の
文
飾
も
あ
ら
う
が
、
壽
阿
彌
の
剃
髮
、
壽
阿
彌
の
勤
行
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
つ
た

か
は
、
大
概
此
出
來
事
に
よ
つ
て
想
見
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
寛
政
三
年
生
で
當
時
三
十
八
歳
の
戲
作
者







焉

馬
が
、
壽
阿
彌
の
た
め
に
は
自
分
の
贔
屓





に
し
て
遣

る
末
輩
で
あ
つ
た
こ
と
は
論
を
須

た
な
い
。

　
　
　
　
　
四
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次
に
「
大
下
の
岳
母
樣
」
が
亡
く
な
つ
た
と
聞
い
た
の
に
、
弔
書






を
遣
ら
な
か
つ
た
わ
び
が
言
つ
て
あ
る
。

改
年
後
始
め
て
遣
る
手
紙
に
く
や
み
を
書
い
た
の
は
、
壽
阿
彌
が
物
事
に
拘





ら
な
か
つ
た
證
に
充

つ
べ
き
で
あ

ら
う
。

　
大
下
の
岳
母
が
何
人
か
と
云
ふ
こ
と
は
、
棠
園
さ
ん
に
問
う
て
知
る
こ
と
が
出
來
た
。
駿
河
國
志
太
郡













島
田

驛
で
桑
原
氏
の
家
は
驛
の
西
端
、
置
鹽
氏
の
家
は
驛
の
東
方
に
あ
つ
た
。
土
地
の
人
は
彼
を
大
上






と
云
ひ
、
此

を
大
下






と
云
つ
た
。
苾
堂
は
大
上
の
檀
那





と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
苾
堂
の
妻
た
め
は
大
下
の
置
鹽
氏
か
ら
來
り
嫁

し
た
。
た
め
の
父
即





ち
苾
堂
の
岳
父
は
置
鹽
蘆
庵







で
、
母
即
ち
苾
堂
の
岳
母
は
蘆
庵
の
妻
す
な
で
あ
る
。

　
さ
て
大
下
の
岳
母
す
な
は
文
政
十
年
九
月
十
二
日
に
沒
し
た
。
壽
阿
彌
は
其
年
の
冬
の
う
ち
に
弔
書
を
寄
す

べ
き
で
あ
る
の
に
、
翌
文
政
十
一
年
の
春
ま
で
不
音





に
打
ち
過
ぎ
た
。
其



詫
言






を
言
つ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
清
右
衞
門
樣
先





は
ど
う
や
ら
か
う
や
ら
江
戸
に
御
辛
抱
の
御
樣
子
故
御
案
じ
被
成
間
敷
候










」
云

々







と
云
ふ
一
節
が
あ
る
。
此
清
右
衞
門
と
云
ふ
人
の
事
蹟
は
、
棠
園
さ
ん
の
手
許
で
も
猶



不
明
の
廉



が
あ
る
さ
う

で
あ
る
。
し
か
し
大
概
は
わ
か
つ
て
ゐ
る
。
苾
堂
の
同
家
に
桑
原
清
右
衞
門
と
云
ふ
人
が
あ
つ
た
。
同
家
と
の

み
で
本
末
は
明
白
で
な
い
。
清
右
衞
門
は
名
を
公

綽







と
云
つ
た
。
江
戸
に
往
つ
て
、
仙
石
家
に
仕
へ
、
用
人

に
な
つ
た
。
當
時
の
仙
石
家
は
但
馬
國
出
石
郡














出
石
の
城
主
仙
石
道
之
助
久
利









の
世
で
あ
る
。
清
右
衞
門
は
仙

石
家
に
仕
へ
て
、
氏
名
を
原

逸

一
と
更





め
た
。
頗





る
氣
節
の
あ
る
人
で
、
和
歌
を
善
く
し
、
又
畫
を
作
つ
た
。

畫
の
號
は
南
田
で
あ
る
。
晩
年
に
は
故
郷
に
歸
つ
て
、
明
治
の
初
年
に
七
十
餘
歳
で
歿
し
た
さ
う
で
あ
る
。
文
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政
十
一
年
の
二
月
は
此
清
右
衞
門
が
奉
公
口
に
有
り
附
い
た
當
座
で
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
氣
節
の
あ

る
人
が
志
を
得
な
い
で
ゐ
た
の
に
、
昨
今
ど
う
や
ら
か
う
や
ら
辛
抱
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
や
う
に
、
壽
阿
彌
の
文

は
讀
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
の
一
節
は
頗
る
長
く
、
大
窪
天
民
と
喜
多
可
庵
と
の
直
話





を
骨
子
と
し
て
、
逐
年
物
價
が
騰
貴
し
、
儒
者

畫
家
な
ど
の
金
を
獲

る
こ
と
も
容
易
な
ら
ず
、
束
脩






謝
金
の
高
く
な
る
こ
と
を
言
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
窪
天
民
は
、
「
客
歳






」
と
云
つ
て
あ
る
か
ら
文
政
十
年
に
、
加
賀
か
ら
大
阪
へ
旅

稼







に
出
た
と
見
え
る
。

天
民
の
收
入
は
、
江
戸
に
居
つ
て
も
「
一
日
に
一
分
や
一
分
二
朱
」
は
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
加
賀
へ
往

つ
た
が
、
所
得
は
「
中
位
」
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
「
ど
つ
と
當
る
つ
も
り
」
で
大
阪
へ
乘
り
込
ん
だ
。
大
阪

で
は
佐
竹
家
藏
屋
敷











の
役
人
等
が
周
旋
し
て
大
賈





の
書
を
請
ふ
も
の
が
多
か
つ
た
。
然
る
に
天
民
は
出
羽
國
秋

田
郡
久
保
田
の
城
主
佐
竹
右
京
大
夫
義
厚









の
抱
へ
の
身
分
で
、
佐
竹
家
藏
屋
敷
の
役
人
が
「
世
話
を
燒
い
て
ゐ

る
」
の
で
、
町
人
共
が
「
金
子
の
謝
禮
は
な
る
ま
い
と
の
間



ち
が
ひ
」
を
し
た
の
で
、
こ
こ
も
所
得
は
少
か
つ

た
。
此
旅
行
は
「
都
合
日
數
二
百
日
に
て
、
百
兩
ば
か
り
」
に
は
な
つ
た
。
「
一
日
が
二
分
な
ら
し
」
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
江
戸
に
ゐ
る
と
大
差
は
な
く
、
「
出
か
け
た
だ
け
が
損
」
だ
と
云
つ
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
五

　
天
民
が
加
賀
か
ら
歸
る
途
中
の
事
に
就
て
、
壽
阿
彌
は
か
う
云
つ
て
ゐ
る
。
「
加
賀
の
歸
り
高
堂
の
前
を
ば
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通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
處
な
が
ら
、
直
通






り
に
て
、
其
夜
は
雲
嶺
へ
投
宿
の
や
う
に
申
候
、
是
は
一
杯
飮
む
故
な
る

べ
し
。
」
天
民
の
上
戸






は
世
の
知
る
所
で
あ
る
。
此
文
を
見
れ
ば
、
雲
嶺
も
亦
酒
を
嗜



ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
、

又
苾
堂
が
下
戸
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雲
嶺
は
石
野
氏
、
名
は
世
彜





、
一
に
世
夷





に
作
る
、
字





は
希

之

、

別
に
天
均
又
皆
梅









と
號
し
た
。
亦



駿
河
の
人
で
詩
を
善
く
し
た
。
皇
朝
分
類
名
家
絶
句
等
に
其
作
が
載
せ
て
あ

る
。

　
皇
朝
分
類
名
家
絶
句
の
事
は
、
わ
た
く
し
は
初
め
萩
野
由
之









さ
ん
に
質



し
て
知
つ
た
。
こ
れ
が
わ
た
く
し
の

雲
嶺
の
石
野
氏
な
る
こ
と
を
知
つ
た
始
で
あ
る
。
後
に
わ
た
く
し
は
拙
堂
文
集
を
讀
ん
で
ふ
と
「
皆
梅
園
記
」

を
見
出
だ
し
た
。
齋
藤
拙
堂
は
か
う
云
つ
て
ゐ
る
。
「

老
人
姓
石
氏













。
本
爲
市
井
人











。
住
藤
枝
驛











。
風





流

温

藉









。
以
善
詩
聞
於
江
湖
上






















。

庚
子
歳
余
東
征















。
過
憩
驛
亭
相
見


















。
間
晤
半
日









。
知

其









名
不
虚








。

爾
來
毎
門
下
生
往
來
過
驛


























。

輙

囑

訪

老

人




















。

得
其
近
作
以
覽
觀
焉




















。
去
年
夏
余










復
東
征








。

宿

驛

亭











。
首

問

老

人

近

状



















。
驛
吏
曰








。
數
年
前
辭
市
務













。

老
於
孤
山
下
村















。
余

即








往
訪
之









。

從
驛
中
左
折
數
武

















。
槐
花
滿
地











。

既

覺

非

尋

常

行

蹊


























。
竹
籬
茅
屋
間












。
得
門
而







入


。
老

人

大

喜














。

迎
飮
於
其
舍
















。
園
數
畝







。
經
營
位
置
甚
工


















。
皆
出
老
人
之
意
匠
















。
有
菅
神
廟










林
仙
祠








。

各
奉
祀
其
主















。
有
賜
春
館











。

傍
植
東
叡
王
府
所
賜
之
梅


























。

其
他
皆
以
梅
爲
名


















。
有






小
香
國
鶴
避
茶
寮
鶯
逕
戞
玉
泉
等
勝





























。

前
對
巖
田
洞
雲
二
山




















。
風
煙
可
愛











。

使

人

徘

徊

賞

之






















。
」
庚
子





は
天
保
十
一
年
で
、
拙
堂
は
藤

堂

高

猷

に
扈
隨





し
て
津
か
ら
江
戸
に
赴





い
た
の
で
あ
ら
う
。
記
を
作

つ
た
の
は
安
政
中
の
事
か
と
お
も
は
れ
る
。
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天
民
の
年
齡
は
、
市
河
三
陽
さ
ん
の
言



に
從
へ
ば
、
明
和
四
年
生
で
天
保
八
年
に
七
十
一
歳
を
以
て
終
つ
た

こ
と
に
な
る
か
ら
、
加
賀
大
阪
の
旅
は
六
十
一
歳
の
時
で
あ
つ
た
。
素
通
り
を
せ
ら
れ
た
苾
堂
は
四
十
四
歳
で

あ
つ
た
。

　
喜
多
可
庵
の
直
話
を
壽
阿
彌
が
聞
い
て
書
い
た
の
も
、
天
民
と
五
山
と
の
詩
の
添
削
料








の
事
で
あ
る
。
こ
れ

は
首
尾
の
整
つ
た
小
品
を
な
し
て
ゐ
る
か
ら
、
全
文
を
載
せ
る
。
「
畫
人
武
清
上
州
桐
生







に
遊
候
時









、
桐
生

の
何
某






申
候
に
は
、
數

年

玉

池

へ
詩
を
直
し
て
も
ら
ひ
に
遣





し
候





へ
共



、
兎
角





斧
正





※
漏





に
て
、
時
と
し
て
同

字
な
ど
あ
る
時
も
あ
り
て
こ
ま
り
申
候
、
こ
れ
よ
り
は
五
山
へ

願
可
申
候
間















、
先
生
御
紹
介
可
被
下













と
頼

候
時
、
武
清
申
候
に
は
、
隨
分
承
知
致
候
、
歸
府
の
上
な
り
共
、
當
地
よ
り
文
通
に
て
な
り
共
、
五
山
へ
可






申
込
候







、
し
か
し
な
が
ら
爰



に
一
つ
の
譯
合
あ
り
、
謝
物
が
薄
け
れ
ば
、
疎
漏





は
五
山
も
同
じ
事
な
る
べ
し
、

矢
張
馴
染







の
天
民
へ
氣
を
附
て
謝
物
を
す
る
が
よ
さ
さ
う
な
物
と
申
て
わ
ら
ひ
候
由
、
武
清
は
な
し
に
御
座
候

。
」
武
清
は
可
庵
の
名
で
あ
る
。
又
笑
翁
と
も
號
し
た
。
文
晁






門
で
八
丁
堀
に
住
ん
で
ゐ
た
。
安
永
五
年
生
で

安
政
三
年
に
八
十
一
歳
で
歿
し
た
人
だ
か
ら
、
此
話
を
壽
阿
彌
に
書
か
れ
た
時
が
五
十
三
歳
で
あ
つ
た
。
玉
池

は
天
民
が
お
玉
が
池
に
住
し
た
か
ら
の
稱
で
あ
る
。
菊
池
五
山
は
壽
阿
彌
と
同
じ
く
明
和
六
年
生
で
、
嘉
永
二

年
に
八
十
一
歳
で
歿
し
た
か
ら
、
天
民
よ
り
は
二
つ
の
年
下
で
、
壽
阿
彌
が
こ
れ
を
書
い
た
時
六
十
歳
に
な
つ

て
ゐ
た
。

　
壽
阿
彌
は
天
民
の
話
と
可
庵
の
話
と
を
書
い
て
、
さ
て
束
脩






の
高
く
な
つ
た
こ
と
を
言
つ
て
ゐ
る
。
其
文
は

か
う
で
あ
る
。
「
近
年
役
者
の
給
金
の
み
な
ら
ず
、
儒
者
の
束
脩
ま
で
が
高
く
な
り
、
天
民
貧
道
な
ど
奚
疑
塾
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に
居
候
時
分
、
百

疋

持
た
弟
子
入









が
參
れ
ば
、
よ
い
入
門
と
申
候
物
が
、
此
頃
は
天
で
も
五
山
で
も
、
二
分



の

弟
子
入
は
そ
れ
程
好
い
と
は
思
は
ず
、
流
行
は
あ
ぢ
な
物
に
御
座
候
。
」
壽
阿
彌
は
天
民
と
共
に
山
本
北
山
に

從
學
し
た
。
奚
疑
塾
は
北
山
の
家
塾
で
あ
る
。
北
山
は
寛
延
三
年
生
で
文
化
九
年
に
六
十
一
歳
で
歿
し
た
か
ら
、

束
脩
百
疋
の
時
代
は
、
恐
ら
く
は
ま
だ
二
十
に
滿
た
ぬ
天
民
、
壽
阿
彌
が
三
十
幾
歳
の
北
山
に
師
事
し
た
天
明

の
初
年
で
あ
ら
う
。
此
手
紙
は
北
山
歿
後
十
六
年
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
天
は
天
民
の
後
略
で
あ
る
。

　
次
は
壽
阿
彌
が
怪
我
を
し
て
名
倉
の
治
療
を
受
け
た
記
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
怪
我
を
し
た
時
、
場
所
、
容
體
、

名
倉
の
診
察
、
治
療
、
名
倉
の
許



で
邂
逅






し
た
怪
我
人
等
が
頗
る
細
か
に
書
い
て
あ
る
。

　
時
は
文
政
十
年
七
月
末
で
、
壽
阿
彌
は
姪



の
家
の
板
の
間
か
ら
落
ち
た
。
そ
し
て
兩
腕
を
傷



め
た
。
「
骨
は

不
碎
候









へ
共
、
兩
腕
共
強
く
痛
め
候
故
」
云

々







と
云
つ
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
六

　
壽
阿
彌
が
怪
我
を
し
た
家
は
姪



の
家
だ
さ
う
で
、
「
愚
姪
方







」
と
云
つ
て
あ
る
。
此
姪
は
其
名
を
詳





に

せ
ぬ

が
、
尋
常
の
人
で
は
無
か
つ
た
ら
し
い
。

　
壽
阿
彌
の
姪
は
茶
技





に
は
餘
程
精





し
か
つ
た
と
見
え
る
。
同
じ
手
紙
の
末
に
か
う
云
つ
て
あ
る
。
「
近
況
茶

事
御
取
出
し
の
由



川

上

宗

壽

、
三
島
の
鯉
昇






な
ど
よ
り
傳
聞
仕
候









、
宗
壽
と
申
候
者
風
流
な
る
人
に
て
、
平
家

を
も
相
應
に
か
た
り
、
貧
道
は
連
歌
に
て
ま
じ
は
り
申
候
、
此
節
江
戸
一
の
茶
博
士
に
御
座
候
て
、
愚
姪
な
ど
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敬
伏
仕
り
居
候
事
に
御
座
候
。
」
こ
れ
は
苾
堂
が
一
た
び
さ
し
お
い
た
茶
を
又
弄






ぶ
の
を
、
宗
壽
、
鯉
昇
等
に

聞
い
た
と
云
つ
て
、
そ
れ
か
ら
宗
壽
の
人
物
評
に
入
り
、
宗
壽
を
江
戸
一
の
茶
博
士
と
稱
へ
、
姪
も
敬
服
し
て

ゐ
る
と
云
つ
た
の
で
あ
る
。

　
川
上
宗
壽
は
茶
技
の
聞
人






で
あ
る
。
宗
壽
は
宗
什






に
學
び
、
宗
什
は
不
白
に
學
ん
だ
。
安
永
六
年
に
生
れ
、

弘
化
元
年
に
六
十
八
歳
で
歿
し
た
か
ら
、
此
手
紙
の
書
か
れ
た
時
は
五
十
二
歳
で
あ
る
。
壽
阿
彌
は
姪
が
敬
服

し
て
ゐ
る
と
云
ふ
を
以
て
、
此
宗
壽
の
重
き
を
な
さ
う
と
し
て
ゐ
る
。
姪
は
餘
程
茶
技
に
精



し
か
つ
た
も
の
と

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
手
紙
に
宗
壽
と
並
べ
て
擧
げ
て
あ
る
三
島
の
鯉
昇
は
、
そ
の
何
人
た
る
を
知
ら
な
い
。

　
壽
阿
彌
は
兩
腕
の
打
撲





を
名
倉
彌
次
兵
衞
に
診
察
し
て
貰
つ
た
。
「
は
じ
め
參
候
節
に
、
彌
次
兵
衞
申
候
は
、

生

得







の
下

戸

と
、
戒
行
の
堅
固
な
處
と
、
氣
の
強
い
處
と
、
三
つ
の
か
ね
合
故






、
目
を
ま
は
さ
ず
に
す
み
申

候
、
此
三
つ
の
内
が
一
つ
闕

候








て
も
目
を
ま
は
す
怪
我
に
て
、
目
を
ま
は
す
程
に
て
は
、
療
治
も
二
百
日
餘

り
懸



り
可

申







、
目
を
ば
ま
は
さ
ず
と
も
百
五
六
十
日
の
日
數
を
經
ね
ば
治
し
が
た
し
と
申
候
。
」
流
行
醫
の

口
吻






、
昔
も
今
も
殊



な
る
こ
と
な
く
、
實
に
其
聲
を
聞
く
が
如
く
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
は
文
政
十
年
七
月
の
末
に
怪
我
を
し
て
、
其
時
か
ら
日
々
名
倉
へ
通
つ
た
。
「
極
月






末
ま
で
か
ゝ
り

申
候
」
と
云
つ
て
あ
る
か
ら
、
五
箇
月
間
通
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
翌
年
二
月
十
九
日
に
な
つ
て
も
、
「
今
以





而


全
快
と
申
に
は
無
御
座
候
而











、
少
々
麻

痺

仕
候
氣
味
に
御
座
候
へ
共
、
老
體
の
こ
と
故
、
元
の
通
り
に
は
所



詮


な
る
ま
い
と
、
其



儘


に
而

此
節
は
療
治
も
や
め
申
候
」
と
云
ふ
轉
歸
で
あ
る
。

　
手
紙
に
は
當
時
の
名
倉
の
流
行
が
叙
し
て
あ
る
。
「
元
大
阪
町
名
倉
彌
次
兵
衞









と
申
候
而
、
此
節
高
名
の
骨
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接


醫
師
、
大





に
流
行
に
て
、
日
々
八
十
人
九
十
人
位
づ
ゝ
怪
我
人
參
候
故
、
早
朝
參
候
而
も
順
繰
に
待
居
候
間
、

終
日
か
ゝ
り
申
候
。
」
流
行
醫
の
待
合
の
光
景
も
亦
古
今
同
趣
で
あ
る
。
次



で
壽
阿
彌
が
名
倉
の
家
に
於
て
邂



逅


し
た
人
々
の
名
が
擧
げ
て
あ
る
。
「
岸

本

※

園

、
牛
込
の
東
更






な
ど
も
怪
我
に
て
參
候
、
大
塚
三
太
夫
息
八

郎
と
申
人
も
名
倉
に
て
邂
逅






、
其
節
御
噂











も
申
出
候
。
」
や
ま
ぶ
き
ぞ
の
の
岸
本
由
豆
流







は
寛
政
元
年
に
生
れ
、

弘
化
三
年
に
五
十
八
歳
で
歿
し
た
か
ら
、
壽
阿
彌
に
名
倉
で
逢
つ
た
文
政
十
年
に
は
三
十
九
歳
で
あ
る
。
通
稱

は
佐
々
木
信
綱
さ
ん
に
問
ふ
に
、
大
隅






で
あ
つ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
此
年
の
武

鑑

御

弦

師

の
下



に
は
、
五
十
俵





白

銀

一
丁
目
岸
本
能
聲
と
云
ふ
人
が
あ
る
の
み
で
、
大
隅
の
名
は
見
え
な
い
。
能
聲
と
大
隅
と
は
同
人
か
非
か
、

知
る
人
が
あ
つ
た
ら
教
へ
て
貰
ひ
た
い
。
牛
込
の
東
更
は
艸
體






の
文
字
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
讀
み
誤
つ
た
か

も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
何
人
た
る
を
詳





に

し
な
い
。
大
塚
父
子
も
未
だ
考
へ
得
な
い
。

　
　
　
　
　
七

　
壽
阿
彌
は
怪
我
の
話
を
し
て
、
其
末
に
は
不

沙

汰

の
詫
言






を
繰
り
返
し
て
ゐ
る
。
「
怪
我
旁







」
で
疎
遠
に
過

し
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
詫
言
に
又
今
一
つ
の
詫
言
が
重
ね
て
あ
る
。
そ
れ
は
例
年
に
は
品
物
を
贈
る
に
、

今
年
は
「
か
ら
手
紙
」
を
遣
る
と
云
ふ
の
で
、
理
由
と
し
て
は
「
御
存
知
の
丸
燒
後
萬
事
不
調
」
だ
と
云
ふ
こ

と
が
言
つ
て
あ
る
。

　
壽
阿
彌
の
家
の
燒
け
た
の
は
、
い
つ
の
事
か
明
か
で
な
い
。
又
そ
の
燒
け
た
家
も
ど
こ
の
家
だ
か
明
か
で
な
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い
。
し
か
し
試




に

推
測
す
れ
ば
か
う
で
あ
る
。
眞

志

屋

の
菓
子
店
は
新
石
町
に
あ
つ
て
、
そ
こ
に
壽
阿
彌
の
五

郎
作
は
住
ん
で
ゐ
た
。
此
家
が
文
政
九
年
七
月
九
日
に
松
田
町
か
ら
出
て
、
南
風
で
ひ
ろ
が
つ
た
火
事
に
燒
け

た
。
こ
れ
が
手
紙
に
所
謂






丸
燒
で
あ
る
。
さ
て
其
跡
に
建
て
た
家
に
姪



を
住
ま
は
せ
て
菓
子
を
賣
ら
せ
、
壽
阿

彌
は
連
歌
仲
間
の
淺
草
の
日
輪
寺
其
阿
が
所
に
移
つ
た
。
し
か
し
折
々
は
姪
の
店
に
も
往
つ
て
と
ま
つ
て
ゐ
た
。

怪
我
を
し
た
の
は
さ
う
云
ふ
時
の
事
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
推
測
は
、
單
に
此



の
如



く
に
説
く
と
き
は
、
餘
り

に
空
漠






で
あ
る
が
、
下



に
あ
る
文
政
十
一
年
の
火
事
の
段
と
併



せ
考
ふ
る
と
き
は
、
稍



プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
エ
が
増

し
て
來
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
遊
行
上
人












の
事
が
書
い
て
あ
る
。
手
紙
を
書
い
た
文
政
十
一
年
三
月
十
日
頃
に
、
遊
行
上
人
は
駿
河





國
志
太
郡
燒
津













の
普
門
寺
に
五
日
程
、
そ
れ
か
ら
駿
河
本
町
の
一
華
堂
に
七

日

程

留

錫

す
る
筈



で
あ
る
。
さ
て

島
田
驛
の
人
は
定
め
て
普
門
寺
へ
十
念
を
受
け
に
往
く
で
あ
ら
う
。
苾
堂
の
親
戚






が
往
く
時
雜
※









の
た
め
に
困





ま
ぬ
や
う
に
、
手
紙
と
切
手
と
を
送
る
。
最
初
に
往
く
親
戚
は
手
紙
と
切
手
と
を
持
つ
て
行
く
が
好
い
。
手
紙

は
普
門
寺
に
宛
て
た
も
の
で
、
中
に
は
證
牛
と
云
ふ
僧
に
世
話
を
頼
ん
で
あ
る
。
證
牛
は
壽
阿
彌
の
弟
子
で
あ

る
。
切
手
は
十
念
を
受
け
る
時
、
座
敷
に
通
す
特
待
券
で
あ
る
。
二
度
目
か
ら
は
切
手
の
み
を
持
つ
て
行
つ
て

好
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
壽
阿
彌
は
時
宗
の
遊
行
派
に
縁
故
が
あ
つ
た
も
の
と
見
え
て
、
海
録
に
も
山
崎
美
成

が
遊
行
上
人
の
事
を
壽
阿
彌
に
問
う
て
書
き
留
め
た
文
が
あ
る
。

　
次
に
文
政
十
一
年
二
月
五
日
の
神
田
の
火
事
が
「
本
月
五
日
」
と
し
て
叙
し
て
あ
る
。
手
紙
を
書
く
十
四
日

前
の
火
事
で
あ
る
。
單
に
二
月
十
九
日
と
の
み
日
附
の
し
て
あ
る
此
手
紙
を
、
文
政
十
一
年
の
も
の
と
定
め
る
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に
は
、
此
記
事
だ
け
で
も
足
る
の
で
あ
る
。
火
の
起
つ
た
の
は
、
武
江
年
表
に
暮
六
時








と
し
て
あ
る
が
、
此
手

紙
に
は
「
夜
五
つ
時
分
」
と
し
て
あ
る
。
火
元
は
神
田
多
町
二
丁
目
湯
屋
の
二
階
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
階
と
云

ふ
だ
け
が
、
手
紙
の
方
が
年
表
よ
り
委



し
い
。
年
表
に
は
初
め
東
風
、
後
北
風
と
し
て
あ
る
の
に
、
手
紙
に
は

「
風
も
な
き
夜
」
と
し
て
あ
る
。
恐
く
は
微
風
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。

　
延
燒
の
町
名
は
年
表
と
手
紙
と
に
互
に
出
入
が
あ
る
。
年
表
に
は
「
東
風
に
て
西
神
田
町
一
圓
に
類
燒
し
、

又
北
風
に
な
り
て
、

本

銀

町











、
本

町







、
石

町







、
駿
河
町








、
室
町






の
邊
に
至
り
、
夜
亥



の
下
刻





鎭


ま
る
」

と
云
つ
て
あ
る
。
手
紙
に
は
「
西
神
田
は
の
こ
ら
ず
燒
失
、
北
は
小
川
町
へ
燒
け
出
で
、
南
は
本
町
一
丁
目
片

か
は
燒
申
候
、
（
中
略
）
町
數
七
十
丁
餘
、
死
亡
の
者
六
十
三
人
と
申
候
こ
と
に
御
座
候
」
と
云
つ
て
あ
る
。

　
わ
た
く
し
の
前
に
云
つ
た
推
測
は
、
壽
阿
彌
が
姪
の
家
と
此
火
事
と
の
關
係
に
よ
つ
て
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
エ
を

増
す
の
で
あ
る
。
手
紙
に
「
愚
姪
方







は
大
道
一
筋
の
境
に
て
東
神
田
故
、
此



度


は
免
れ
候
へ
共
、
向
側
は
西
神

田
故
過
半
燒
失
仕
り
候
」
と
云
つ
て
あ
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
姪
の
家
を
新
石
町
だ
ら
う
と
推
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
八

　
文
政
十
一
年
二
月
五
日
に
多
町
二
丁
目
か
ら
出
た
火
事
に
、
大
道
一
筋
を
境
に
し
て
東
側
に
あ
つ
て
類
燒
を

免
れ
た
家
は
、
新
石
町
に
あ
つ
た
と
す
る
の
が
殆
ど
自
然
で
あ
ら
う
。
新
石
町
は
諸
書
に
見
え
て
ゐ
る
眞
志
屋

の
菓
子
店
の
あ
つ
た
街
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
日
輪
寺
方
へ
移
る
時
、
壽
阿
彌
は
菓
子
店
を
姪
に
讓
つ
た
の
だ
ら
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う
、
其
時
昔
の
我
店
が
「
愚
姪
方
」
に
な
つ
た
の
だ
ら
う
と
云
ふ
推
測
は
出
て
來
る
の
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
は
若

し
此
火
事
に
姪
の
家
が
燒
け
た
ら
、
自
分
は
無
宿
に
な
る
筈
で
あ
つ
た
と
云
つ
て
ゐ
る
。
「
難

澁
之
段
愁
訴
可
仕



















水
府
も
、
先
達
而







丸
燒
故
難
澁
申
出
候
處
無
之
、
無
宿
に
成
候
筈
」
云
々






と
云
つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
此
手
紙
の
中
の
難
句
で
、
句
讀





次
第
で
ど
う
に
も
讀
み
得
ら
れ
る
が
、
わ
た
く
し
は
水
府
も
の
下
で
切

つ
て
、
丸
燒
は
前
年
七
月
の
眞
志
屋
の
丸
燒
を
斥

す
も
の
と
し
た
い
。
既
に
一
た
び
丸
燒
の
た
め
に
救
助
を
仰

い
だ
水
戸
家
に
、
再
び
愁
訴
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
と
云
ふ
意
味
だ
と
し
た
い
。
な
ぜ
と
云
ふ
に
丸
燒
故
の
下
で

切
る
と
、
水
府
が
丸
燒
に
な
つ
た
こ
と
に
な
る
。
當
時
の
水
戸
家
は
上
屋
敷
が
小
石
川
門
外
、
中
屋
敷
が
本
郷

追
分
、
目
白
の
二
箇
所
、
下
屋
敷
が
永
代
新
田










、
小
梅
村
の
二
箇
所
で
、
此
等
は
火
事
に
逢
つ
て
ゐ
な
い
や
う

で
あ
る
。
壽
阿
彌
が
水
戸
家
の
用
達






商
人
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
諸
書
に
載
せ
て
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
の
手
紙
に
は
、
多
町






の
火
事
の
條
下
に
、
一
の
奇
聞
が
載
せ
て
あ
る
。
此



に
其
全
文
を
擧
げ
る
。

「
永
富
町









と
申
候
處
の
銅
物
屋







大
釜






の
中
に
て
、
七
人
や
け
死
申
候
、
（
原
註
、
親
父





一
人
、
息
子





一
人
、

十
五
歳
に
成
候
見
せ
の
者
一
人
、
丁
穉





三
人
、
抱
へ
の
鳶



の
者
一
人
）
外
に
十
八
歳
に
成
候
見
せ
の
者
一
人
、

丁
穉
一
人
、
母
一
人
、
嫁
一
人
、
乳
飮
子
一
人
、
是
等
は
助
り
申
候
、
十
八
歳
に
成
候
者
愚
姪
方











に
て
去
暮
迄








召
仕
候
女
の
身
寄
之
者
、
十
五
歳
に
成
候
者







愚
姪
方
へ
通
ひ
づ
と
め
の
者
の
宅
の
向
ふ
の
大
工
の
伜





に
御
坐
候
、

此
銅
物
屋
の
親
父
夫
婦
貪
慾









強
情
に
て
、
七
年
以
前
見



せ
の
手
代
一
人
土
藏
の
三
階
に
て
腹
切
相
果
申
候
、
此

度
は
其
恨
な
る
べ
し
と
皆
人
申
候
、
銅
物
屋
の
事
故
大
釜
二
つ
見
せ
の
前
左
右
に
あ
り
、
五
箇
年
以
前
此
邊
出

火
之
節
、
向
ふ
側
計





燒
失
に
て
、
道
幅
も
格
別
廣
き
處
故
、
今
度
も
の
が
れ
可

申







、
さ
候
は
ば
外
へ
立
の
く
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に
も
及
ぶ
ま
じ
と
申
候
に
、
鳶
の
者
も
さ
樣
に
心
得
、
い
か
樣
に
や
け
て
參
候
と
も
、
此
大
釜
二
つ
に
水
御
坐

候
故
、
大
丈
夫
助
り
候
由
に
受
合
申
候
、
十
八
歳
に
成
候
男
は
土
藏
の
戸
前
を
う
ち
し
ま
ひ
、
是
迄






は
た
ら
き

候
へ
ば
、
私
方
は
多
町
一
丁
目
に
て
、
此

所

よ
り
は
火
元
へ
も
近
く
候
間
、
宅
へ
參
り
働
き
度
、
是
よ
り
御
暇






被
下






れ
と
申
候
て
、
自
分
親
元
へ
働
に
歸
り
候
故
助
り
申
候
、
此
者
の
一
處
に
居
候
間
の
事
は
演
舌
に
て
分
り

候
へ
ど
も
、
其
跡
は
推
量
に
御
坐
候
へ
共
、
と
か
く
見

せ
藏



、
奧
藏
な
ど
に
心
の
こ
り
、
父
子
共
に
立
の
き
兼
、

鳶
の
者
は
受
合
旁
故









彼
是






仕
候
内
に
、
火
勢
強
く
左
右
よ
り
燃
か
か
り
候
故
、
そ
り
や
釜
の
中



よ
と
い
ふ
や
う

な
事
に
て
釜
へ
入
候
處
、
釜
は
沸
上






り
、
烟



り
は
吹
か
け
、
大
釜
故
入
る
に
は
鍔



を
足
懸
り
に
入
候
へ
共
、
出

る
に
は
足
が
か
り
も
な
く
、
釜
は
熱
く
成

旁







に
て
死
に
候
事
と
相
見
え
申
候
、
母
と
嫁
と
小
兒
と
丁
穉
一
人

つ
れ
、
貧
道
弟
子
杵
屋







佐
吉
が
裏
に
親
類
御
坐
候
而
夫





へ
立
退






候
故
助
り
申
候
、
一
つ
の
釜
へ
父
子
と
丁
穉
一

人
、
一
つ
の
釜
へ
四
人
入
候
て
相
果
申
候
、
此
事
大
評
判
に
て
、
釜
は
檀
那
寺







へ
納
候
へ
共
、
見
物
夥
敷








參
候

而
不
外
聞
の
由
に
て
、
寺
に
て
は
（
自
註
、
根
津
忠
綱
寺













一
向
宗
）
門
を
閉
候
由
に
御
坐
候
、
死
の
縁
無
量
と

は
申
な
が
ら
、
餘
り
變
な
る
こ
と
に
御
坐
候
故
、
御
覽
も
御
面
倒
な
る
べ
く
と
は

奉

存










候
へ
共
書
付
申
候

。
」

　
　
　
　
　
九

　
此
銅
物
屋











は
屋
號
三
文
字
屋
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
大
郷
信
齋
の
道
聽
途
説









に
由
つ
て
知
ら
れ
る
。
道
聽
途
説
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は
林

若

樹

さ
ん
の
所
藏
の
書
で
あ
る
。

　
釜
の
話
は
此
手
紙
の
中
で
最
も
欣

賞







す
べ
き
文
章
で
あ
る
。
叙
事
は
精
緻





を
極
め
て
一
の
剩
語






を
だ
に
著

け
な
い
。
實
に
據

つ
て
文
を
行

る
間
に
、
『
そ
り
や
釜
の
中
よ
』
以
下
の
如
き
空
想
の
發
動
を
見
る
。
壽
阿
彌

は
一
部
の
書
を
も
著





さ
な
か
つ
た
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
が
い
か
な
る
書
を
も
著
は
す
こ
と
を
得
る
能

文
の
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
信
ず
る
。

　
次
に
笛



の
彦
七






と
云
ふ
も
の
と
、
坂
東
彦
三
郎
と
の
コ
ン
プ
リ
マ
ン
を
取
り
次
い
で
ゐ
る
。
彦
七
は
そ
の
何

人
な
る
を
考
へ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
し
か
し
「
祭
禮
の
節
は
不
相
變
御
厚
情
蒙
















り
難
有
由
時
々

申

出












候







」
と
云
つ
て
あ
る
か
ら
、
江
戸
か
ら
神
樂





の
笛
を
吹
き
に
往
く
人
で
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

「
坂
東
彦
三
郎
も
御
噂
申
出












、
兎
角





駿
河
へ
參
り
た
い
〳
〵
と
計





申
居
候
」
の
句
は
、
人
を
し
て
十
三
驛
取

締
の
勢
力
を
し
の
ば
し
む
る
と
同
時
に
、
苾
堂
の
襟
懷
を
も
想



ひ
遣

ら
せ
る
。
彦
三
郎
は
四
世
彦
三
郎
で
あ
る

こ
と
は
論
を
須

た
な
い
。
寛
政
十
二
年
に
生
れ
て
、
明
治
六
年
に
七
十
四
歳
で
歿
し
た
人
だ
か
ら
、
此
手
紙
の

書
か
れ
た
時
二
十
九
歳
に
な
つ
て
ゐ
た
。
「
去



夏
狂
言
評
好
く
拙
作
の
所
作
事







勤
候
處
、
先
づ
勤
め
て
の
き
候

故
、
去
顏
見
せ
に
は
三
座
よ
り
抱
へ
に
參
候
仕
合
故













、
ま
づ
役
者
に
は
な
り
す
ま
し
申
候
。
」
彦
三
郎
を
推
稱

す
る
語
の
中
に
、
壽
阿
彌
の
高
く
自
ら
標
置
し
て
ゐ
る
の
が
窺





は
れ
て
、
頗
る
愛
敬
が
あ
る
。

　
次
に
茶
番
流
行
の
事
が
言
つ
て
あ
る
。
こ
れ
は
「
別
に
書
付
御
覽
に
入
候
」
と
云
つ
て
あ
る
が
、
別
紙
は
佚



亡


し
て
し
ま
つ
た
。

「
何
か
ま
だ
申
上
度
儀
御
座
候
や
う
な
が
ら
、
あ
ま
り
長

事







故
、
ま
づ
是
に
て
擱
筆






、

奉
待
後
鴻
候
















頓
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首


。
」
此
に
二
月
十
九
日
の
日
附
が
あ
り
、
壽
阿
と
署
し
て
あ
る
。
宛



は
苾
堂
先
生
座
右
と
し
て
あ
る
。

　
次
に
苾
堂
の
親
戚
及
同
驛
の
知
人
に
宛
て
た
コ
ン
プ
リ
マ
ン
が
書
き
添
へ
て
あ
る
。
其
中
に
「
小
右
衞
門
殿

へ
も
宜
し
く
」
と
特
筆
し
て
あ
る
か
ら
、
試
に
棠
園






さ
ん
に
小
右
衞
門
の
誰
な
る
か
を
問
う
て
見
た
が
、
こ
れ

は
わ
か
ら
な
か
つ
た
。

　
壽
阿
彌
は
此
等
の
人
々
に
一
々
書
を
裁
す
る
に
及
ば
ぬ
分
疏






に
、
「
府
城
、
沼
津
、
燒
津
等
所
々
認










候
故
、

自
由
な
が
ら
貴
境
は
先
生
よ
り
御
口
達
奉
願
候












」
と
云
つ
て
ゐ
る
。
わ
た
く
し
は
筆
不
精
で
は
な
い
が
、
手
紙

不
精
で
、
親
戚
故
舊
に
不
沙
汰
ば
か
り
し
て
ゐ
る
の
で
、
讀
ん
で
此



に
到
つ
た
時
壽
阿
彌
の
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
ダ

ン
ス
の
範
圍
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
壽
阿
彌
の
生
涯
は
多
く
暗
黒
の
中



に
あ
る
。
抽
齋
文
庫
に
は
秀
鶴
册
子









と
劇
神
仙
話
と
が
各




二

部
あ
つ
て
、

そ
の
ど
れ
か
に
抽
齋
が
此
人
の
事
を
手
記
し
て
置
い
た
さ
う
で
あ
る
。
青
々
園
伊
原
さ
ん
の
言



に
、
劇
神
仙
話

の
一
本
は
現
に
安
田
横
阿
彌









さ
ん
の
藏
※






す
る
所
と
な
つ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
若
し
其
本
に
壽
阿
彌
が
上
に

光
明
を
投
射
す
る
書
入
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
。

　
抽
齋
文
庫
か
ら
出
て
世
間
に
散
ら
ば
つ
た
書
籍
の
中



、
演
劇
に
關
す
る
も
の
は
、
意
外
に
多
く
横
阿
彌
さ
ん

の
手
に
拾
ひ
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
珍
書
刊
行
會
は
曾



て
抽
齋
の
奧
書
の
あ
る
喜
三
二
が
隨
筆
を
印
行
し

た
が
、
大
正
五
年
五
月
に
至
つ
て
、
又

飛

蝶

の
劇
界
珍
話
と
云
ふ
も
の
を
收
刻
し
た
。
前
者
は
無
論
横
阿
彌
さ

ん
の
所
藏
本
に
據
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
後
者
に
署
し
て
あ
る
名
の
飛
蝶
は
、
抽
齋
の
次

男

優

善

後
の
優





が
寄

席

に
出
た
頃
看
板
に
書
か
せ
た
藝
名
で
あ
る
。
劇
界
珍
話
は
優
善
の
未
定
稿
が
澀
江
氏
か
ら
安
田
氏
の
手
に
わ
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た
つ
て
ゐ
て
、
そ
れ
を
刊
行
會
が
謄
寫
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
十

　
壽
阿
彌
の
生
涯
は
多
く
暗
黒
の
中
に
あ
る
。
寫
本
刊
本
の
文
獻
に
就
て
こ
れ
を
求
む
る
に
、
得
る
所
が
甚
だ

少
い
。
然
る
に
わ
た
く
し
は
幸
に
一
人
の
活
き
た
典
據
を
知
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
伊

澤

蘭

軒

の
嗣

子

榛

軒

の
女





で
、
棠
軒
の
妻
で
あ
つ
た
曾

能

子

刀

自

で
あ
る
。
刀
自
は
天
保
六
年
に
生
れ
て
大
正
五
年
に
八
十
二
歳
の
高
齡

を
保
つ
て
ゐ
て
、
耳
も
猶



聰


く
、
言
舌
も
猶
さ
わ
や
か
で
あ
る
。
そ
し
て
壽
阿
彌
の
晩
年
の
事
を
實
驗
し
て
記

憶
し
て
ゐ
る
。

　
刀
自
の
生
れ
た
天
保
六
年
に
は
、
壽
阿
彌
は
六
十
七
歳
で
あ
つ
た
。
即
ち
此
手
紙
が
書
か
れ
て
か
ら
七
年
の

後
に
、
刀
自
は
生
れ
た
の
で
あ
る
。
刀
自
が
四
五
歳
の
頃
は
壽
阿
彌
が
七
十
か
七
十
一
の
頃
で
、
そ
れ
か
ら
刀

自
が
十
四
歳
の
時
に
壽
阿
彌
が
八
十
で
歿
す
る
ま
で
、
此

畸

人

の
言
行
は
少
女
の
目
に
映
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
刀
自
の
最
も
古
い
記
憶
と
し
て
遺
つ
て
ゐ
る
の
は
壽
阿
彌
の
七
十
七
の
賀
で
、
刀
自
が
十
一
歳
に
な
つ
た
弘

化
二
年
の
出
來
事
で
あ
る
。
此
賀
は
刀
自
の
父
榛
軒
が
主
と
し
て
世
話
を
燒
い
て
擧
行
し
た
も
の
で
、
歌
を
書

い
た
袱
紗





が
知
友
の
間
に
配
ら
れ
た
。

　
次
に
壽
阿
彌
の
奇
行
が
穉





か
つ
た
刀
自
に
驚
異
の
念
を
作

さ
し
め
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
壽
阿
彌
が
道
に

溺

す

る
毎
に
手
水





を
使
ふ
料
に
と
云
つ
て
、
常
に
一
升
徳
利
に
水
を
入
れ
て
携
へ
て
ゐ
た
事
で
あ
る
。
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わ
た
く
し
は
前
に
壽
阿
彌
の
托
鉢






の
事
を
書
い
た
。
そ
こ
に
は
一
た
び
假
名
垣
魯
文









の
タ
ン
ペ
ラ
マ
ン
を
經

由
し
て
寫
さ
れ
た
壽
阿
彌
の
滑
稽






の
一
面
の
み
が
現
れ
て
ゐ
た
。
劇
通
で
芝
居
の
所
作
事







を
し
く
ん
だ
壽
阿
彌

に
斯



の
如
き
滑
稽
の
あ
つ
た
こ
と
は
怪
む
こ
と
を
須



ゐ
な
い
。

　
し
か
し
壽
阿
彌
の
生
活
の
全
體
、
特
に
そ
の
僧
侶






と
し
て
の
生
活
が
、
啻



に
滑
稽
の
み
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、

活
き
た
典
據
に
由
つ
て
證
せ
ら
れ
る
。
少
時
の
刀
自
の
目
に
映
じ
た
壽
阿
彌
は
眞
面
目








の
僧
侶
で
あ
る
。
眞
面

目
の
學
者
で
あ
る
。
只



此
僧
侶
學
者
は
往
々
人
に
異
な
る
行
を
敢



て
し
た
の
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
は
刀
自
の
穉





か
つ
た
時
、
伊
澤
の
家
へ
度
々
來
た
。
僧
侶
と
し
て
は
毎
月
十
七
日
に
闕

か
さ
ず
に
來

た
。
こ
れ
は
此
手
紙
の
書
か
れ
た
翌
年
、
文
政
十
二
年
三
月
十
七
日
に
歿
し
た
蘭
軒
の
忌
日





で
あ
る
。
此
日
に

は
刀
自
の
父
榛
軒
が
壽
阿
彌
に
讀
經






を
請
ひ
、
そ
れ
が
畢



つ
て
か
ら
饗
應
し
て
還



す
例
に
な
つ
て
ゐ
た
。
饗






饌

に
は
必
ず
蕃

椒







を
皿



に
一
ぱ
い
盛
つ
て
附
け
た
。
壽
阿
彌
は
そ
れ
を
剩



さ
ず
に
食
べ
た
。
「
あ
の
方
は

年
に
馬
に
一
駄



の
蕃
椒
を
食
べ
る
の
だ
さ
う
だ
」
と
人
の
云
つ
た
こ
と
を
、
刀
自
は
猶
記
憶
し
て
ゐ
る
。
壽
阿

彌
の
著
て
ゐ
た
の
は
木
綿
の
法
衣





で
あ
つ
た
と
刀
自
は
云
ふ
。

　
壽
阿
彌
に
請
う
て
讀
經
せ
し
む
る
家
は
、
獨
り
伊
澤
氏
の
み
で
は
な
か
つ
た
。
壽
阿
彌
は
高
貴
の
家
へ
も
囘

向


に
往
き
、
素
封
家









へ
も
往
つ
た
。
刀
自
の
識
つ
て
ゐ
た
範
圍
で
は
、
飯
田
町
あ
た
り
に
此
人
を
請





ず
る
家
が

殊


に
多
か
つ
た
。

　
壽
阿
彌
は
又
學
者
と
し
て
日
を
定
め
て
伊
澤
氏
に
請
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
源
氏
物
語
の
講
釋
を
し
に
來
た
の

で
あ
る
。
此
講
筵









も
亦
獨
り
伊
澤
氏
に
於
て
開
か
れ
た
の
み
で
は
な
く
、
他
家
で
も
催
さ
れ
た
さ
う
で
あ
る
。
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刀
自
は
壽
阿
彌
が
同
じ
講
釋
を
し
に
永
井
え
い
は
く
方
へ
往
く
と
云
ふ
こ
と
を
聞
い
た
。

　
永
井
え
い
は
く
は
何
人
な
る
を
詳





に

し
な
い
。
醫
師
か
、
さ
な
く
ば
所
謂






お
坊
主
な
ど
で
、
武
鑑
に
載
せ
て

あ
り
は
せ
ぬ
か
と
思
つ
て
檢
し
た
が
、
見
當
ら
な
か
つ
た
。
表
坊
主
に
横
井
榮
伯
が
あ
つ
て
、
氏
名
が
稍



似
て

ゐ
る
が
、
こ
れ
は
別
人
で
あ
ら
う
。
或





は
想
ふ
に
、
永
井
氏
は
諸
侯
の
抱





醫
師
若





く
は
江
戸
の
町
醫
で
は
な
か

ら
う
か
。

　
　
　
　
　
十
一

　
壽
阿
彌
が
源
氏
物
語
の
講
釋
を
し
た
と
云
ふ
こ
と
に
因



ん
だ
話
を
、
伊
澤
の
刀
自
は
今
一
つ
記
憶
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
か
う
で
あ
る
。
或
時
人
々
が
壽
阿
彌
の
噂
を
し
て
、
「
あ
の
方
は
坊
さ
ん
に
お
な
り
な
さ
る
前
に
、
奧

さ
ん
が
お
あ
り
な
さ
つ
た
で
せ
う
か
」
と
誰
や
ら
が
問
う
た
。
す
る
と
誰
や
ら
が
答
へ
て
云
つ
た
。
「
あ
の
方

は
己



に
源
氏
の
や
う
な
文
章
で
手
紙
を
書
い
て
よ
こ
す
女
が
あ
る
と
、
己
は
す
ぐ
女
房
に
持
つ
の
だ
が
と
云
つ

て
入
ら
つ
し
や
つ
た
さ
う
で
す
。
し
か
し
さ
う
云
ふ
女
が
と
う
〳
〵
無
か
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
す
。
」
此
話
に

由
つ
て
觀
れ
ば
、
五
郎
作
は
無
妻
で
あ
つ
た
と
見
え
る
。
五
郎
作
が
千
葉
氏
の
女
壻






に
な
つ
て
出
さ
れ
た
と
云

ふ
、
喜
多
村
※
庭









の
説
は
疑
は
し
い
。

　
壽
阿
彌
は
伊
澤
氏
に
來
て
も
、
囘
向





に
來
た
時
に
は
雜
談
な
ど
は
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
講
釋
に
來
た
時
に

は
、
事
果
て
ゝ
後
に
暫





く
世
間
話
を
も
し
た
。
刀
自
は
そ
れ
に
就
い
て
か
う
云
ふ
。
「
惜
し
い
事
に
は
其
時
壽
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阿
彌
さ
ん
が
ど
ん
な
話
を
な
さ
つ
た
や
ら
、
わ
た
く
し
は
記



え
て
ゐ
ま
せ
ん
。
ど
う
も
石
川
貞
白
さ
ん
な
ど
の

や
う
に
、
子
供
の
面
白
が
る
や
う
な
事
を
仰





や
ら
な
か
つ
た
の
で
、
後
に
は
わ
た
く
し
は
餘
り
其
席
へ
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
」
石
川
貞
白
は
伊
澤
氏
と
共
に
福
山
の
阿
部
家
に
仕
へ
て
ゐ
た
醫
者
で
あ
る
。
當
時
阿
部
家
は
伊

勢
守
正
弘










の
代
で
あ
つ
た
。

　
刀
自
は
壽
阿
彌
の
姪



の
事
を
も
少
し
知
つ
て
ゐ
る
。
姪
は
五
郎
作
の
妹
の
子
で
あ
つ
た
。
し
か
し
恨
む
ら
く

は
其
名
を
逸
し
た
。
刀
自
の
記
憶
し
て
ゐ
る
の
は
蒔
繪
師









と
し
て
の
姪
の
號
で
、
そ
れ
は
す
ゐ
さ
い
で
あ
つ
た

さ
う
で
あ
る
。
若
し
其
文
字
を
知
る
た
つ
き
を
得
た
ら
、
他
日
訂
正
す
る
こ
と
ゝ
し
よ
う
。
壽
阿
彌
が
蒔
繪
師

の
株
を
貰



つ
た
こ
と
が
あ
る
と
云
ふ
※
庭






の
説
は
、
こ
れ
を
誤
り
傳
へ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
刀
自
の
識
つ
て
ゐ
た
頃
に
は
、
壽
阿
彌
は
姪
に
御
家
人
の
株
を
買
つ
て
遣
つ
て
、
淺
草
菊
屋
橋
の
近
所
に
住

は
せ
て
ゐ
た
。
其
株
は
扶

持

が
多
く
附
い
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
、
姪
は
内
職
に
蒔
繪
を
し
て
ゐ
た
の
だ
さ
う
で

あ
る
。

　
或
る
と
き
伊
澤
氏
で
、
蚊
母
樹









で
作
つ
た
櫛



を
澤
山
に
病
家
か
ら
貰
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
榛
軒
は
壽
阿
彌
の

姪
に
誂





へ
て
、
そ
れ
に
蒔
繪
を
さ
せ
、
知
人






に
配
つ
た
。
「
大
そ
う
牙

の
長
い
櫛
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
其



比


の
御
婦
人
は
お
使
な
さ
ら
な
か
つ
た
さ
う
で
す
、
今
な
ら
宜
し
か
つ
た
の
で
せ
う
」
と
刀
自
は
云
つ
た
。

　
菊
屋
橋
附
近
の
家
へ
は
、
刀
自
が
度
々
榛
軒
に
連
れ
ら
れ
て
往
つ
た
。
始
て
往
つ
た
時
は
十
二
歳
で
あ
つ
た

と
云
ふ
か
ら
、
弘
化
三
年
に
壽
阿
彌
が
七
十
七
歳
に
な
つ
た
時
の
事
で
あ
る
。
其
頃
か
ら
は
壽
阿
彌
は
姪
と
同

居
し
て
ゐ
て
、
と
う
〳
〵
其
家
で
亡
く
な
つ
た
。
刀
自
は
そ
れ
が
盂
蘭
盆









の
頃
で
あ
つ
た
と
思
ふ
と
云
ふ
。
嘉
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永
元
年
八
月
二
十
九
日
に
歿
し
た
と
云
ふ
記
載
と
、
略



符
合
し
て
ゐ
る
。

　
壽
阿
彌
の
姪
が
茶
技





に
精



し
か
つ
た
こ
と
は
、
伯

父

の
手
紙
に
徴
し
て
知
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
そ
の
蒔
繪

を
善

く
し
た
こ
と
は
、
刀
自
の
話
に
由
つ
て
知
ら
れ
る
。
其
他
蒔
繪
師
と
し
て
の
號
を
す
ゐ
さ
い
と
云
つ
た
こ

と
、
壽
阿
彌
が
た
め
に
は
妹
の
子
で
あ
つ
た
こ
と
、
御
家
人
で
あ
つ
た
こ
と
等
の
分
か
つ
た
の
も
、
亦



刀
自
の

賜
で
あ
る
。

　
最
後
に
殘
つ
て
ゐ
る
の
は
、
壽
阿
彌
と
水
戸
家
と
の
關
係
で
あ
る
。
壽
阿
彌
が
水
戸
家
の
用
達






で
あ
つ
た
と

云
ふ
こ
と
は
、
諸
書
に
載
せ
て
あ
る
。
し
か
し
兩
者
の
關
係
は
必
ず
此
用
達
の
名
義
に
盡
き
て
ゐ
る
も
の
と
も

云
ひ
難



い
。

　
新
石
町
の
菓
子
商
な
る
五
郎
作
は
富
豪
の
身
の
上
で
は
な
か
つ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
三
家
の
一
た

る
水
戸
家
の
用
達
に
な
つ
て
ゐ
た
か
。
又
剃
髮









し
て
壽
阿
彌
と
な
り
、
幕
府
の
連
歌
師
の
執
筆
に
せ
ら
れ
て
か

ら
後
ま
で
も
、
ど
う
し
て
水
戸
家
と
の
關
係
が
繼
續
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
。
こ
れ
は
稍



暗
黒
な
る
一
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
十
二

　
何
故






に
生

涯

富

人

で
は
な
か
つ
た
ら
し
い
壽
阿
彌
が
水
戸
家
の
用
達
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
か
と
云
ふ
問
題
は
、

單
に
彼



海
録
に
見
え
て
ゐ
る
如
く
、
數
代
前
か
ら
用
達
を
勤
め
て
ゐ
た
と
云
ふ
の
み
を
以
て
解
釋
し
盡
さ
れ
て

は
ゐ
な
い
。
水
戸
家
が
此
用
達
を
待
つ
こ
と
の
頗
る
厚
か
つ
た
の
を
見
る
と
、
問
題
は
一
層
の
暗
黒
を
加
ふ
る
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感
が
あ
る
。

　
手
紙
の
記



す
所
を
見
る
に
、
壽
阿
彌
が
火
事
に
遭

つ
て
丸
燒
に
な
つ
た
時
、
水
戸
家
は
十
分
の
保
護





を
加
へ

た
ら
し
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
壽
阿
彌
は
再
び
火
事
に
遭
つ
て
、
重
ね
て
救
を
水
戸
家
に
仰
ぐ
こ
と
を
憚



か
つ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
水
戸
家
の
一
の
用
達
に
對
す
る
處
置
と
し
て
は
、
或
は
稍



厚
き
に
過
ぎ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で

は
な
か
ら
う
か
。

　
且
壽
阿
彌
の
經
歴
に
は
、
有
力
者
の
渥



き
庇
保





の
下



に
立
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
節
が
、

用
達
問
題
以
外
に
も
あ
る
。
久
し
く
連
歌
師
の
職
に
居
つ
た
の
な
ど
も
さ
う
で
あ
る
。
啻



に
其
職
に
居
つ
た
と

云
ふ
の
み
で
は
な
い
。
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
が
曇
※






と
號
し
た
の
は
、
芝
居
好
で
あ
つ
た
の
で
、
緞

帳







の
音

に
似
た
文
字
を
選
ん
だ
も
の
だ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
を
推
す
る
。
然
る
に
此
號
が
立
派
に
公
儀
に
通
つ
て
、
年
久

し
く
武
鑑
の
上
に
赫





い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
澀
江
保
さ
ん
に
聞
く
所
に
依
る
に
、
壽
阿
彌
は
社
會
一
般
か
ら
始
終
一
種
の
尊
敬
を
受
け
て
ゐ
て
、
誰

も
蔭
で
「
壽
阿
彌
が
」
云

々







し
た
な
ど
と
云
ふ
も
の
は
な
く
、
必
ず
「
壽
阿
彌
さ
ん
が
」
と
云
つ
た
も
の
だ

さ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
仔
細
の
あ
り
さ
う
な
事
で
あ
る
。

　
次
に
壽
阿
彌
は
微
官
と
は
云
ひ
な
が
ら
公
儀
の
務
を
し
て
ゐ
て
、
頻
繁
に
劇
場
に
出
入
し
、
俳
優
と
親
し
く

交
り
、
種
々
の
奇
行
が
あ
つ
て
も
、
曾



て
咎





を
被





つ
た
こ
と
を
聞
か
な
い
。
こ
れ
も
其
類
例
が
少
か
ら
う
。

　
此
等
の
不
思
議
の
背
後
に
は
、
一
の
巷
説
が
あ
つ
て
流
布
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
壽
阿
彌
は
水
戸
侯
の
落



胤


だ
さ
う
だ
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。
此
巷
説
は
保
さ
ん
も
母
五
百
に
聞
い
て
ゐ
る
。
伊
澤
の
刀
自
も
知
つ
て
ゐ
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る
。
當
時
の
社
會
に
於
て
は
所
謂
公
然
の
祕
密
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
「
な
ん
で
も
卑
し
い
女
に
水

戸
樣
の
お
手
が
附
い
て
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
菓
子
店
を
出
し
た
時
、
大
名
よ

り
は
増
屋





だ
と
云
ふ
意





で
屋
號
を
附
け
た
と
聞
い
て
ゐ
ま
す
」
と
、
刀
自
は
云
ふ
。

　
わ
た
く
し
は
こ
れ
に
關
し
て
何
の
判
斷
を
下
す
こ
と
も
出
來
な
い
。
し
か
し
眞
志
屋
と
云
ふ
屋
號
の
異
樣
な

の
に
は
、
わ
た
く
し
は
初
よ
り
心
附
い
て
ゐ
た
。
そ
し
て
刀
自
の
言



を
聞
い
た
時
、
な
る
ほ
ど
さ
う
か
と
頷





か

ざ
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。
兎

に
角



眞
志
屋
と
云
ふ
屋
號
は
、
何
か
特
別
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
只

そ
の
水
戸
家
に
奉
公
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
女
は
必
ず
し
も
壽
阿
彌
の
母
で
あ
つ
た
と
は
云
は
れ
な
い
。
其
女
は
壽

阿
彌
の
母
で
は
な
く
て
、
壽
阿
彌
の
祖
先
の
母
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
海
録
に
據
れ
ば
、
眞
志
屋
は
數
代

菓
子
商
で
、
水
戸
家
の
用
達
を
し
て
ゐ
た
ら
し
い
。
隨
つ
て
落
胤
問
題
も
壽
阿
彌
の
祖
先
の
身
の
上
に
歸
著
す

る
か
も
知
れ
な
い
。

　
若
し
然
ら
ず
し
て
、
嘉
永
元
年
に
八
十
歳
で
歿
し
た
壽
阿
彌
自
身
が
、
彼



疑
問
の
女
の
胎
内
に
舍



つ
て
ゐ
た

と
す
る
と
、
壽
阿
彌
の
父
は
明
和
五
六
年
の
交
に
於
け
る
水
戸
家
の
當
主
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
水
戸



參
議
治
保







で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
十
三

　
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
手
紙
と
題
す
る
此
文
を
草
し
て
將



に
稿
を
畢



ら
む
と
し
た
。
然
る
に
何
と
な
く
心
に
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慊


ぬ

節


が
あ
つ
た
。
何
事
か
は
知
ら
ぬ
が
、
當



に
做

す
べ
く
し
て
做
さ
ざ
る
所
の
も
の
が
あ
つ
て
存
す
る
如
く

で
あ
つ
た
。
わ
た
く
し
は
前
段
の
末
に
一
の
終
の
字
を
記
す
こ
と
を
猶
與





し
た
。

　
そ
し
て
わ
た
く
し
は
か
う
思
惟





し
た
。
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
墓
の
所
在
を
知
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
未



だ
曾



て
往

い
て
訪





は
な
い
。
數




其

名
を
筆
に
し
て
、
其
文
に
由
つ
て
其
人
に
親
み
つ
ゝ
、
程
近
き
所
に
あ
る
墓
を
尋

ぬ
る
こ
と
を
怠
つ
て
ゐ
る
の
は
、
遺
憾
と
す
べ
き
で
あ
る
。
兎
に
角
一
た
び
往
つ
て
見
よ
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
雨
の
日
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
意
を
決
し
て
車
を
命
じ
た
。
そ
し
て
小
石
川
傳
通
院
の
門
外
に
あ
る
昌
林








院

へ
往
つ
た
。

　
住
持
の
僧
は
來
意
を
聞
い
て
答
へ
た
。
昌
林
院
の
墓
地
は
數
年
前
に
撤
し
て
、
墓
石
の
一
部
は
傳
通
院
の
門

内
へ
移
し
入
れ
、
他
の
一
部
は
洲
崎
へ
送
つ
た
。
壽
阿
彌
の
墓
は
前
者
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
柵



が
結

つ
て
錠

が
卸
し
て
あ
る
か
ら
、
雨
中
に
詣



づ
る
こ
と
は
難
儀
で
あ
る
。
幸
に
當
院
に
は
位
牌





が
あ
つ
て
、
こ
れ
に
記
し

た
文
字
は
墓
表
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
佛
壇
へ
案
内
し
て
進
ぜ
よ
う
と
答
へ
た
。

　
わ
た
く
し
は
問
う
た
。
「
柵
が
結
つ
て
あ
る
と
仰





や
る
の
は
、
壽
阿
彌
一
人
の
墓
の
事
で
す
か
。
そ
れ
と
も

石
塔
が
幾
つ
も
あ
つ
て
、
そ
れ
に
柵
が
結
ひ
繞



ら
し
て
あ
る
の
で
す
か
。
」
こ
れ
は
眞
志
屋
の
祖
先
數
代
の
墓

が
あ
る
か
否
か
と
思
つ
て
云
つ
た
の
で
あ
る
。

「
墓
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
藤
井
紋
太
夫
の
墓
も
、
力
士
谷
の
音
の
墓
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
」

　
わ
た
く
し
は
耳
を
欹





て
た
。
「
そ
れ
は
思
ひ
掛
け
な
い
お
話
で
す
。
藤
井
紋
太
夫
だ
の
谷
の
音
だ
の
が
、
壽

阿
彌
に
縁
故
の
あ
る
人
達
だ
と
云
ふ
の
で
す
か
。
」
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僧
は
此
間
の
消
息
を
詳





に

し
て
は
ゐ
な
か
つ
た
。
し
か
し
昔
か
ら
一
つ
所
に
葬
つ
て
あ
る
か
ら
、
縁
故
が
あ

る
に
相
違
な
か
ら
う
と
の
事
で
あ
つ
た
。

　
わ
た
く
し
は
延

か
れ
て
位
牌
の
前
に
往
つ
た
。
壽
阿
彌
の
位
牌
に
は
、
中
央
に
東
陽
院
壽
阿
彌
陀
佛
曇
奝
和

尚
、
嘉
永
元
年
戊
申







八
月
二
十
九
日
と
書
し
、
左
右
に
戒
譽
西
村
清
常
居
士
、
文
政
三
年
庚
寅









十
二
月
十
二
日
、

松
壽
院
妙
眞
日
實
信
女
、
文
化
十
二
年
乙
亥









正
月
十
七
日
と
書
し
て
あ
る
。

　
僧
は
「
こ
ち
ら
が
谷
の
音
で
す
」
と
云
つ
て
、
隣
の
位
牌
を
指
さ
し
た
。
神
譽
行
義
居
士
、
明
治
二
十
一
年

十
二
月
二
日
と
書
し
て
あ
る
。

「
藤
井
紋
太
夫
の
も
あ
り
ま
す
か
」
と
、
わ
た
く
し
は
問
う
た
。

「
紋
太
夫
の
位
牌
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
參
詣






す
る
も
の
が
な
い
の
で
す
。
し
か
し
こ
ち
ら
に
戒
名
が
書
き
附

け
て
あ
り
ま
す
。
」
か
う
云
つ
て
紙
牌
を
示
し
た
。
光
含
院
孤
峯
心
了
居
士
、
元
祿
七
年
甲
戌











十
一
月
二
十
三

日
と
書
し
て
あ
る
。

「
で
は
壽
阿
彌
と
谷
の
音
と
は
參
詣
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
す
ね
」
と
、
わ
た
く
し
は
問
う
た
。

「
あ
り
ま
す
。
壽
阿
彌
の
方
へ
は
牛
込
の
藁
店






か
ら
お
婆
あ
さ
ん
が
命
日
毎
に
參
ら
れ
ま
す
。
谷
の
音
の
方
へ

は
、
當
主
の
關
口
文
藏
さ
ん
が
福
島
に
を
ら
れ
ま
す
の
で
、
代
參
に
本
所
緑
町
の
關
重
兵
衞
さ
ん
が
來
ら
れ
ま

す
。
」

　
　
　
　
　
十
四
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命
日
毎
に
壽
阿
彌
の
墓
に
詣



で
る
お
婆
あ
さ
ん
は
何
人






で
あ
ら
う
。
わ
た
く
し
の
胸
中
に
は
壽
阿
彌
研
究
上

に
活
き
た
第
二
の
典
據
を
得
る
望
が
萌



し
た
。
そ
こ
で
僧
に
は
卒

塔

婆

を
壽
阿
彌
の
墓
に
建
て
る
こ
と
を
頼
ん

で
置
い
て
、
わ
た
く
し
は
藁
店
の
家
を
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
。

「
藁
店
の
角
店






で
小
間
物
屋
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
」
と
、
僧
が
教
へ
た
。

　
小
間
物
屋
は
す
ぐ
に
わ
か
つ
た
。
立
派
な
手
廣
な
角
店
で
、
五
彩
目
を
奪
ふ
頭

飾







の
類
が
陳



べ
て
あ
る
。

店
頭
に
は
、
雨
の
盛
に
降
つ
て
ゐ
る
に
も
拘





ら
ず
、
蛇
目
傘








を
さ
し
、
塗
足
駄







を
穿

い
た
客
が
引
き
も
切
ら
ず

出
入
し
て
ゐ
る
。
腰
を
掛
け
て
飾
を
選
ん
で
ゐ
る
客
も
あ
る
。
皆
美
し
く
粧
つ
た
少
女
の
み
で
あ
る
。
客
に
應

接
し
て
ゐ
る
の
は
、
紺
の
前
掛
を
し
た
大
勢
の
若
い
者
で
あ
る
。

　
若
い
者
は
わ
た
く
し
の
店
に
入
る
の
を
見
て
、
「
入
ら
つ
し
や
い
」
の
聲
を
發
す
る
こ
と
を
躊
躇






し
た
。

　
わ
た
く
し
も
亦
忙
し
げ
な
人
々
を
見
て
、
無
用
の
間
話
頭
を
作

す
を
憚





ら
ざ
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。

　
わ
た
く
し
は
若
い
丸
髷






の
お
上



さ
ん
が
、
子
を
負



つ
て
門



に
立
つ
て
ゐ
る
の
を
顧
み
た
。

「
そ
れ
、
雨
こ
ん
〳
〵
が
降
つ
て
ゐ
ま
す
」
な
ど
ゝ
、
お
上
さ
ん
は
背
中
の
子
を
賺



し
て
ゐ
る
。

「
ち
よ
つ
と
物
を
お
尋
ね
申
し
ま
す
」
と
云
つ
て
、
わ
た
く
し
は
お
上
さ
ん
に
來
意
を
述
べ
た
。

　
お
上
さ
ん
は
怪
訝






の
目
を
※



つ
て
聞
い
て
ゐ
た
。
そ
し
て
わ
た
く
し
の
語
を
解
せ
ざ
る
こ
と
良



久
し
か
つ
た
。

無
理
は
無
い
。
此



の
如
き
熱
閙
場
裏










に
此
の
如
き
間
言
語








を
弄



し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
。

　
わ
た
く
し
が
反
復
し
て
説
く
に
及
ん
で
、
白
い
狹
い
額
の
奧
に
、
理
解
の
薄
明
が
さ
し
た
。
そ
し
て
お
上
さ
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ん
は
覺
え
ず
破
顏
一
笑
し
た
。

「
あ
ゝ
。
さ
う
で
す
か
。
で
は
あ
の
小
石
川
の
お
墓
に
ま
ゐ
る
お
婆
あ
さ
ん
を
お
尋
な
さ
い
ま
す
の
で
す
ね
。
」

「
さ
う
で
す
。
さ
う
で
す
。
」
わ
た
く
し
は
喜




禁

ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
丁
度
外
交
官
が
談
判
中
に

相
手
を
し
て
自
己
の
某
主
張
に
首
肯
せ
し
め
た
刹
那
の
や
う
に
。

　
お
上
さ
ん
は
纖



い
指
尖






を
上

框








に
衝

い
て
足
駄
を
脱
い
だ
。
そ
し
て
背
中
の
子
を
賺



し
つ
ゝ
、
帳
場
の
奧

に
躱



れ
た
。

　
代
つ
て
現
れ
た
の
は
白
髮
を
切
つ
て
撫
附






に
し
た
媼





で
あ
る
。
「
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」
と
云
つ
て
、
わ
た
く

し
を
揮




い

た
。
わ
た
く
し
は
媼
と
帳
場
格
子









の
傍



に
對
坐
し
た
。

　
媼





名
は
石



、
高
野
氏
、
御
家
人
の
女





で
あ
る
。
弘
化
三
年
生
で
、
大
正
五
年
に
は
七
十
一
歳
に
な
つ
て
ゐ
る
。

少


う
し
て
御
家
人
師
岡









久
次
郎
に
嫁
し
た
。
久
次
郎
に
は
二
人
の
兄
が
あ
つ
た
。
長
を
山
崎
某
と
云
ひ
、
仲
を

鈴
木
某
と
云
つ
て
、
師
岡
氏
は
其



季

で
あ
つ
た
。
三
人
は
同
腹
の
子
で
、
皆
伯
父





に
御
家
人
の
株
を
買
つ
て
貰

つ
た
。
そ
れ
は
商
賈






で
あ
つ
た
伯
父
の
産
業
の
衰
へ
た
日
の
事
で
あ
つ
た
。

　
伯
父
と
は
誰

ぞ
。
壽
阿
彌
で
あ
る
。
兄
弟
三
人
を
生
ん
だ
母
と
は
誰
ぞ
。
壽
阿
彌
の
妹
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
十
五

　
壽
阿
彌
の
手
紙
に
「
愚
姪





」
と
書
し
て
あ
る
の
は
、
山
崎
、
鈴
木
、
師
岡
の
三
兄
弟
中
の
一
人
で
な
く
て
は
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な
ら
な
い
。
そ
れ
が
師
岡
で
な
か
つ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
お
石
さ
ん
は
夫
が
生
き
て
ゐ
る
と
大
正
五
年
に

八
十
二
歳
に
な
る
筈
で
あ
つ
た
と
云
ふ
。
師
岡
は
天
保
六
年
生
で
、
手
紙
の
書
か
れ
た
の
は
師
岡
未
生
前
七
年

の
文
政
十
一
年
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
山
崎
、
鈴
木
の
二
人
は
石
が
嫁
し
た
時
皆
歿
し
て
ゐ
た
の
で
、
石
は
其



齡




を
記
憶
し
な
い
。
し
か
し
夫
よ
り

は
餘
程
の
年
上
で
あ
つ
た
ら
し
い
と
云
ふ
。
兎
に
角
齡
の
懸
隔
は
小
さ
か
ら
う
筈
が
無
い
。
彼
の
文
政
十
一
年

に
既
に
川
上
宗
壽
の
茶
技
を
評
し
た
人
は
、
師
岡
に
比
し
て
大
い
に
長
じ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
わ
た
く

し
は
石
の
言
を
聞
い
て
、
所
謂






愚
姪
は
山
崎
の
方
で
あ
ら
う
か
と
思
つ
た
。

　
若
し
此
推
測
が
當
つ
て
ゐ
る
と
す
る
と
、
伊
澤
の
刀
自
の
記
憶
し
て
ゐ
る
蒔
繪
師
は
、
均



し
く
是

れ
壽
阿
彌

の
妹
の
子
で
は
あ
つ
て
も
、
手
紙
の
中
の
「
愚
姪
」
と
は
別
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
と
云
ふ
に
石
の

言


に
從
へ
ば
、
蒔
繪
を
し
た
の
は
鈴
木
と
師
岡
と
で
、
山
崎
は
蒔
繪
を
し
な
か
つ
た
さ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
蒔
繪
は
初
め
鈴
木
が
修
行
し
た
さ
う
で
あ
る
。
幕
府
の
蒔
繪
師
に

新

銀

町











と
皆
川
町
と
の
鈴
木
が
あ
る
。

此
兩
家
と
氏



を
同
じ
う
し
て
ゐ
る
の
は
、
或
は
故
あ
る
こ
と
か
と
思
ふ
が
、
今
遽





に
尋
ね
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

次
で
師
岡
は
兄
に
此
技
を
學
ん
だ
。
伊
澤
の
刀
自
の
記
憶
し
て
ゐ
る
す
ゐ
さ
い
の
號
は
、
鈴
木
か
師
岡
か
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
す
ゐ
さ
い
の
名
は
石
の
曾



て
聞
か
ぬ
名
だ
と
云
ふ
か
ら
、
恐
く
は
兄
鈴
木
の
方
の
號
で
あ
ら

う
。

　
然
ら
ば
壽
阿
彌
の
終

焉







の
家
は
誰
の
家
で
あ
つ
た
か
。
こ
れ
は
ど
う
も
師
岡
の
家
で
あ
つ
た
ら
し
い
。

「
伯
父
さ
ん
は
内
で
亡
く
な
つ
た
」
と
、
石
の
夫
は
云
つ
て
ゐ
た
さ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
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此



の
如
く
に
考
へ
て
見
る
と
、
壽
阿
彌
の
手
紙
に
あ
る
「
愚
姪
」
、
伊

澤

榛

軒

の
た
め
に
櫛
に
蒔
繪
を
し
た

す
ゐ
さ
い
、
壽
阿
彌
を
家
に
居

い
て
生
を
終
ら
し
め
た
戸
主
の
三
人
を
、
山
崎
、
鈴
木
、
師
岡
の
三
兄
弟
で
分

擔
す
る
こ
と
ゝ
な
る
。
わ
た
く
し
は
此
ま
で
考
へ
た
時
事
の
奇
な
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

　
初
め
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
手
紙
を
讀
ん
だ
時
、
所
謂
「
愚
姪
」
の
女
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
疑
は
な
か
つ
た
。

俗
に
を
ひ
を
甥



と
書
し
、
め
ひ
を
姪



と
書
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
石
に
聞
く
所
に
據
る
に
、
壽
阿
彌
を
小

父
と
呼
ぶ
べ
き
女
は
一
人
も
無
か
つ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

　
爾

雅

に
「
男
子
謂
姉
妹
之
子
爲
出
、
女
子
謂
姉
妹
之
子
爲
姪
」
と
云
つ
て
あ
る
。
甥
の
字
は
こ
れ
に
反
し
て

頗
る
多
義
で
あ
る
。
姪
は
素



女
子
の
謂
ふ
所
で
あ
つ
て
も
、
公
羊
傳







の
舅

出







の
語
が
廣
く
行
は
れ
ぬ
の
で
、

漢
學
者
は
を
ひ
を
姪



と
書
す
る
。
そ
こ
で
奚
疑
塾








に
學
ん
だ
壽
阿
彌
は
甥
と
書
せ
ず
し
て
姪
と
書
し
た
も
の
と

見
え
る
。
此
に
至
つ
て
わ
た
く
し
は
既
に
新
聞
紙
に
刊
し
た
文
の
不
用
意
を
悔
い
た
。

　
わ
た
く
し
は
石
に
夫
の
家
の
當
時
の
所
在
を
問
う
た
。
「
わ
た
く
し
が
片
附
い
て
參
つ
た
時
か
ら
は
始
終
只

今
の
山
伏
町
の
邊
に
を
り
ま
し
た
。
其
頃
は
組
屋
敷
と
申
し
ま
し
た
」
と
、
石
は
云
ふ
。
組
屋
敷
と
は
黒
鍬
組








の
屋
敷
で
あ
ら
う
か
。
伊
澤
の
刀
自
が
父
と
共
に
尋
ね
た
家
は
、
菊
屋
橋
附
近
で
あ
つ
た
と
云
ふ
か
ら
、
稍



離

れ
過
ぎ
て
ゐ
る
。
師
岡
氏
は
弘
化
頃
に
菊
屋
橋
附
近
に
ゐ
て
、
石
の
嫁
し
て
行
く
文
久
前
に
、
山
伏
町
邊
に
遷



つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
わ
た
く
し
の
石
に
問
ふ
べ
き
事
は
未
だ
盡
き
な
い
。
落
胤
問
題
が
あ
る
。
藤
井
紋
太
夫
の
事
が
あ
る
。
谷
の

音
の
事
が
あ
る
。
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十
六

　
わ
た
く
し
は
師
岡
の
未
亡
人
石
に
問
う
た
。
「
壽
阿
彌
さ
ん
が
水
戸
樣
の
落
胤







だ
と
云
ふ
噂





が
あ
つ
た
さ
う

で
す
が
、
若
し
あ
な
た
の
お
耳
に
入
つ
て
ゐ
は
し
ま
せ
ん
か
。
」

　
石
は
答
へ
た
。
「
水
戸
樣
の
落
胤
と
云
ふ
話
は
、
わ
た
く
し
も
承
は
つ
て
ゐ
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
壽
阿
彌

さ
ん
の
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
頃
だ
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
で
も
壽
阿
彌
さ
ん
の
先
祖
の
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。
水
戸
樣
の
お
屋
敷
へ
御
奉
公
に
出
て
ゐ
た
女





に
、
お
上
の
お
手
が
附
い
て
姙
娠
し
ま
し
た
。
お
屋
敷
で

は
そ
の
女
を
お
下
げ
に
な
る
時
、
男
の
子
が
生
れ
た
ら
申
し
出
る
や
う
に
と
云
ふ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
丁

度
生
れ
た
の
が
男
の
子
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
申
し
出
ま
し
た
。
す
る
と
五
歳
に
な
つ
た
ら
連
れ
て
參
る
や
う

に
と
申
す
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
五
歳
に
な
り
ま
し
た
の
で
連
れ
て
出
ま
し
た
。
其
子
は
別
間
に
呼

ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
お
前
は
侍
に
な
り
た
い
か
、
町
人
に
な
り
た
い
か
と
云
ふ
お
尋
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子

供
は
な
ん
の
氣
な
し
に
町
人
に
な
り
た
う
ご
ざ
い
ま
す
と
申
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
別
に
御
用
は
無
い
と
云
ふ
こ

と
に
な
つ
て
下
げ
ら
れ
た
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ん
で
も
眞
志
屋
と
云
ふ
屋
號
は
其
後
始
て
附
け
た
も
の
で
、

大
名
よ
り
は
増
屋
だ
と
云
ふ
意





で
あ
つ
た
と
か
申
す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
水
戸
樣
の
お
胤



の
人
は
若
く

て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
血
筋
は
壽
阿
彌
さ
ん
ま
で
續
い
て
ゐ
る
の
だ
と
、
承
り
ま
し
た
。
」

　
此



言


に
從
へ
ば
、
眞
志
屋
は
數
世
續
い
た
家
で
、
落
胤
問
題
と
屋
號
の
縁
起
と
は
其
祖
先
の
世
に
歸
著
す
る
。
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次
に
わ
た
く
し
は
藤
井
紋
太
夫
の
墓
が
何
故
に
眞
志
屋
の
墓
地
に
あ
る
か
を
問
う
た
。

　
石
は
答
へ
た
。
「
あ
れ
は
別
に
深
い
仔
細
の
あ
る
事
で
は
な
い
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
藤
井
紋
太
夫
は
水
戸

樣
の
お
手
討
ち
に
な
り
ま
し
た
。
所
が
親
戚
の
も
の
は
憚




が

あ
つ
て
葬
式
を
い
た
す
こ
と
が
出
來
ま
せ
ん
で
し

た
。
其
時
眞
志
屋
の
先
祖
が
御
用
達







を
い
た
し
て
ゐ
ま
す
の
で
、
内
々
お
許
を
戴





い
て
死
骸





を
引
き
取
り
ま
し

た
。
そ
し
て
自
分
の
菩
提
所







で
葬




を

い
た
し
て
進
ぜ
た
の
だ
と
申
し
ま
す
。
」

　
わ
た
く
し
は
落
胤
問
題
、
屋
號
の
縁
起
、
藤
井
紋
太
夫
の
遺
骸
の
埋
葬
、
此
等
の
事
件
に
、
彼
の
海
録
に
載

せ
て
あ
る
八

百

屋

お
七
の
話
を
も
考
へ
合
せ
て
見
た
。

　
水
戸
家
の
初
代
威
公
頼
房















は
慶
長
十
四
年
に
水
戸
城
を
賜
は
つ
て
、
寛
文
元
年
に
薨



じ
た
。
二
代
義
公
光
圀















は
元
祿
三
年
に
致
仕
し
、
十
三
年
に
薨
じ
た
。
三
代
肅
公
綱
條











は
享
保
三
年
に
薨
じ
た
。

　
海
録
に
據
れ
ば
、
八
百
屋
お
七
の
地
主
河
内
屋
の
女





島
は
眞
志
屋
の
祖
先
の
許



へ
嫁
入
し
て
、
其
時
お
七
の

く
れ
た
袱
帛





を
持
つ
て
來
た
。
河
内
屋
も
眞
志
屋
の
祖
先
も
水
戸
家
の
用
達
で
あ
つ
た
。
お
七
の
刑
死
せ
ら
れ

た
の
は
天
和
三
年
三
月
二
十
八
日
で
あ
る
。
即
ち
義
公
の
世
の
事
で
、
眞
志
屋
の
祖
先
は
當
時
既
に
水
戸
家
の

用
達
で
あ
つ
た
。
只
眞
志
屋
の
屋
號
が
何
年
か
ら
附
け
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
藤
井
紋
太
夫
の
手
討
に
な
つ
た
の
は
、
元
祿
七
年
十
一
月
二
十
三
日
だ
さ
う
で
、
諸
書
に
傳
ふ
る
所
と
、
昌

林
院
の
記
載
と
が
符
合
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
肅
公
の
世
の
事
で
、
義
公
は
隱
居
の
身
分
で
藤
井
を
誅





し
た
の
で

あ
る
。

　
此
等
の
事
實
よ
り
推
窮
す
れ
ば
、
落
胤
問
題
や
屋
號
の
由
來
は
威
公
の
時
代
よ
り
遲
れ
て
は
を
ら
ぬ
ら
し
く
、
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餘
程
古
い
事
で
あ
る
。
始
て
眞
志
屋
と
號
し
た
祖
先
某
は
、
威
公
若





く
は
義
公
の
胤



で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
十
七

　
わ
た
く
し
は
以
上
の
事
實
の
斷
片
を
湊
合






し
て
、
姑





く
下



の
如
く
に
推
測
し
た
。
水
戸
の
威
公
若
く
は
義
公

の
世
に
、
江
戸
の
商
家
の
女





が
水
戸
家
に
仕
へ
て
、
殿
樣
の
胤
を
舍



し
て
下
げ
ら
れ
た
。
此
女
の
生
ん
だ
子
は

商
人
に
な
つ
た
。
此
商
人
の
家
は
水
戸
家
の
用
達
で
、
眞
志
屋
と
號
し
た
。
し
か
し
用
達
に
な
つ
た
の
と
、
落

胤
問
題
と
の
孰



れ
が
先
と
云
ふ
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
代
々
の
眞
志
屋
は
水
戸
家
の
特
別
保
護
の
下
に

あ
る
。
壽
阿
彌
の
五
郎
作
は
此
眞
志
屋
の
後
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
の
師
岡
の
未
亡
人
石
に
問
ふ
べ
き
事
は
、
只
一
つ
殘
つ
た
。
そ
れ
は
力
士
谷
の
音
の
事
で
あ
る
。

　
石
は
問
は
れ
て
か
う
答
へ
た
。
「
そ
れ
は
可

笑

し
な
事
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
好
く
は
存
じ
ま
せ
ん
が
其
お

相
撲





は
眞
志
屋
の
出
入
で
あ
つ
た
と
か
で
、
そ
れ
が
亡
く
な
つ
た
時
、
何
の
こ
と
わ
り
も
な
し
に
昌
林
院
の
墓

所
に
い
け
て
し
ま
つ
た
の
だ
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
幾
ら
贔
屓





だ
つ
た
と
云
つ
た
つ
て
、
死
骸





ま
で
持
つ
て
來

る
の
は
ひ
ど
い
と
云
つ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
は
掛
け
合
つ
た
が
、
色
々
談
判
し
た
擧
句





に
、
一
旦






い
け
て
し
ま
つ

た
も
の
な
ら
爲
方





が
無
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
と
、
夫
が
話
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
」
石
は
關
口
と
云

ふ
後
裔






の
名
を
だ
に
知
ら
ぬ
の
で
あ
つ
た
。

　
餘
り
長
座
を
す
る
も
い
か
ゞ
と
思
つ
て
、
わ
た
く
し
は
辭
し
去
ら
む
と
し
た
が
、
ふ
と
壽
阿
彌
の
連
歌
師
で
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あ
つ
た
こ
と
に
就
い
て
、
石
が
何
か
聞
い
て
ゐ
は
せ
ぬ
か
と
思
つ
た
。
武
鑑
に
は
數
年
間
日
輪
寺
其
阿
と
壽
阿

曇
奝
と
が
列
記
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
し
か
も
壽
阿
の
住
所
は
日
輪
寺
方
だ
と
し
て
あ
る
。
わ
た
く
し
は
是
よ
り
先
、

淺
草
芝
崎
町
の
日
輪
寺
に
往
つ
て
見
た
。
一
つ
に
は
壽
阿
彌
の
同
僚
で
あ
つ
た
其
阿
の
墓
石
を
尋
ね
よ
う
と
思

ひ
、
二
つ
に
は
日
輪
寺
其
阿
の
名
が
一
代
に
は
限
ら
ぬ
ら
し
く
、
古
く
物
に
見
え
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
を
確
め

よ
う
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
輪
寺
は
今
の
淺
草
公
園
の
活
動
寫
眞
館
の
西
で
、
昔
は
東
南
共
に
街



に
面
し

た
角
地
面
で
あ
つ
た
。
今
は
薪
屋
の
横
町
の
衝

當







に
な
つ
て
ゐ
る
。
寺
内
の
墓
地
は
半
ば
水
に
浸
さ
れ
て
沮



洳


の
地
と
な
り
、
藺

を
生
じ
芹



を
生
じ
て
ゐ
る
。
わ
た
く
し
は
墓
を
檢
す
る
こ
と
を
得
ず
し
て
還
つ
た
。
わ
た

く
し
は
石
に
問
う
た
。
「
若
し
日
輪
寺
と
云
ふ
寺
の
名
を
お
聞
き
に
な
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

「
存
じ
て
を
り
ま
す
。
日
輪
寺
は
壽
阿
彌
さ
ん
の
縁
故
の
あ
る
お
寺
だ
さ
う
で
、
壽
阿
彌
さ
ん
の
御
位
牌
が
置

い
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
昌
林
院
の
方
に
あ
れ
ば
、
あ
ち
ら
に
は
無
く
て
も
好
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し

て
、
只
今
は
何
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」

　
わ
た
く
し
は
お
石
さ
ん
に
暇

乞







を
し
て
、
小
間
物
屋
の
帳
場
を
辭
し
た
。
小
間
物
屋
は
牛
込
肴
町











で
當
主

を
淺
井
平
八
郎
さ
ん
と
云
ふ
。
初
め
石
は
師
岡
久
次
郎
に
嫁
し
て
一
人
女








京
を
生
ん
だ
。
京
は
會
津
東
山
の
人

淺
井
善
藏
に
嫁
し
た
。
善
藏
の
女
お
せ
い
さ
ん
が
婿



平
八
郎
を
迎
へ
た
。
お
せ
い
さ
ん
は
即
ち
子
を
負



つ
て
門

に
立
つ
て
ゐ
た
お
上
さ
ん
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
の
事
は
舊
に
依
つ
て
暗
黒
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
伊
澤
の
刀
自
や
師
岡
の
未
亡
人
の
如

き
長
壽
の
人
を
識
る
こ
と
を
得
て
、
幾
分
か
諸
書
の
誤
謬





を
正
す
こ
と
を
得
た
の
を
喜
ん
だ
。
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わ
た
く
し
は
再
び
此
稿
を
畢



ら
む
と
し
た
。
そ
こ
へ
平
八
郎
さ
ん
が
尋
ね
て
來
た
。
前



に
淺
井
氏
を
訪

う
た

時
は
、
平
八
郎
さ
ん
は
不
在
で
あ
つ
た
が
、
後
に
わ
た
く
し
の
事
を
外
祖
母







に
聞
い
て
、
今
眞
志
屋
の
祖
先
の

遺
物
や
文
書






を
わ
た
く
し
に
見
せ
に
來
た
の
で
あ
る
。

　
遺
物
も
文
書
も
、
淺
井
氏
に
現
存
し
て
ゐ
る
も
の
ゝ
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
其
遺
物
に
は
頗
る
珍
奇

な
る
も
の
が
あ
り
、
其
文
書
に
は
種
々
の
新
事
實
の
證
と
な
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
壽
阿
彌
研
究
の
道
は
幾
度






か
窮
ま
ら
む
と
し
て
、
又
幾
度
か
通
ず
る
の
で
あ
る
。
八
百
屋
お
七
の
手
づ
か
ら
縫
つ
た
袱
紗





は
、
六
十
三
年

前
の
嘉
永
六
年
に
壽
阿
彌
が
手
か
ら
山
崎
美
成
の
手
に
わ
た
さ
れ
た
如
く
に
、
今
平
八
郎
さ
ん
の
手
か
ら
わ
た

く
し
の
手
に
わ
た
さ
れ
た
。
水
戸
家
の
用
達
眞
志
屋
十
餘
代
の
繼
承
次
第
は
殆
ど
脱
漏
な
く
わ
た
く
し
の
目
の

前
に
展
開
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
十
八

　
わ
た
く
し
は
姑





く
淺
井
氏
所
藏
の
文
書
を
眞
志
屋
文
書
と
名
づ
け
る
。
眞
志
屋
文
書
に
徴
す
る
に
眞
志
屋
の

祖
先
は
威
公
頼
房
が
水
戸
城
に
入
つ
た
時
に
共
に
立
つ
て
ゐ
る
。
文
化
二
年
に
武

公

治

紀

が
家
督
し
て
、
四
年

九
月
九
日
に
十
代
目
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
が
先
祖
書
を
差
し
出
し
た
。
「
先
祖
儀
御
入
國
の
砌





御
供
仕
來
元
和
年

中
引
續
」
云
々






と
書
し
て
あ
る
。
入
國
と
は
頼
房
が
慶
長
十
四
年
に
水
戸
城
に
入
つ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。

此
眞
志
屋
始
祖
西
村
氏
は
參
河





の
人
で
、
過
去
帳
に
據
る
と
、
淺
譽
日
水
信
士
と
法
諡





し
、
元
和
二
年
正
月
三
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日
に
歿
し
た
。
屋
號
は
眞
志
屋
で
な
か
つ
た
が
、
名
は
既
に
五
郎
兵
衞
で
あ
つ
た
。

　
二
代
は
方
譽
清
西
信
士
で
、
寛
永
十
九
年
九
月
十
八
日
に
歿
し
た
。
後
の
數
代
の
法
諡
の
例
を
以
て
推
す
に
、

清
西
は
生
前
に
命
じ
た
名
で
あ
ら
う
。

　
三
代
は
相
譽
清
傳
信
士
で
、
寛
文
四
年
九
月
二
十
二
日
に
歿
し
た
。
水
戸
家
は
既
に
義
公
光
圀
の
世
に
な
つ

て
ゐ
る
。

　
四
代
は
西
村
清
休
居
士
で
あ
る
。
清
休
の
時
、
元
祿
三
年
に
光
圀
は
致
仕
し
、
肅
公
綱
條
が
家
を
繼
い
だ
。

　
此



代

替







に
先





つ
て
、
清
休
の
家
は
大
い
な
る
事
件
に
遭
遇
し
た
。
眞
志
屋
の
遺
物
の
中
に
寫
本
西
山
遺
事

並
附
録
三
卷
が
あ
つ
て
、
其
附
録
の
末
一
枚
の
表
に
「
文

政

五

年

壬

午

秋
八
月
、
眞
志
屋
五
郎
作
秋
邦
謹
書
」

と
署
し
た
漢
文
の
書
後
が
あ
る
。
其
中
に
か
う
云
つ
て
あ
る
。
「
嗚
呼
家
先
清
休
君













、

得
知
於
公
深
















、
身



庶
人
而
俸
賜
三
百
石





















、
位
列
參
政
之
後

















」
と
云
つ
て
あ
る
。
公
は
西
山
公
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。

　
此
俸
祿
の
事
は
先
祖
書
の
方
に
は
、
側
女
中









島
を
娶



つ
た
次
の
代
廓
清
が
受
け
た
こ
と
に
し
て
あ
る
。

「
乍

恐








御
西
山
君
樣
御
代
御
側
向













御
召
抱
お
島
之
御
方











と
被
申
候








を
妻
に
被
下
置








厚
き

奉
蒙
御
重
恩
候


















而



、
年
々
御
米
百
俵
宛





三
季
に

享
保
年
中
迄
頂
戴
仕
來
冥
加
至
極
難
有
仕
合











































に

奉

存

候












」
と

云
つ
て
あ
る
。
し
か
し
清
休
が
た
め
に
は
、
島
は
子

婦

で
あ
る
。
光
圀
は
清
休
を
し
て
島
を
子
婦
と
し
て
迎
へ

し
め
、
俸
祿
を
與
へ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
八
百
屋
お
七
の
幼
馴
染








で
、
後
に
眞
志
屋
祖
先
の
許



に
嫁
し
た
島
の
事
は
海
録
に
見
え
て
ゐ
る
。
お
七
が
袱

紗
を
縫
つ
て
島
に
贈
つ
た
の
は
、
島
が
お
屋
敷
奉
公
に
出
る
時
の
餞
別






で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
も
、
同
書
に
見
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え
て
ゐ
る
。
し
か
し
水
戸
家
か
ら
下



つ
て
眞
志
屋
の
祖
先
の
許
に
嫁
し
た
疑
問
の
女
が
即
ち
此
島
で
あ
つ
た
こ

と
は
、
わ
た
く
し
は
知
ら
な
か
つ
た
。
島
の
奉
公
に
出
た
屋
敷
が
即
ち
水
戸
家
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
わ
た
く
し

は
知
ら
な
か
つ
た
。
眞
志
屋
文
書
を
見
る
に
及
ん
で
、
わ
た
く
し
は
落
胤
問
題
と
八
百
屋
お
七
の
事
と
が
倶



に

島
、
其
岳
父
、
其
夫
の
三
人
の
上
に
輳





り
來



る
の
に
驚
い
た
。
わ
た
く
し
は
三
人
と
云
つ
た
。
し
か
し
或
は
一

人
と
云
つ
て
も
不
可
な
る
こ
と
が
無
か
ら
う
。
其
中
心
人
物
は
島
で
あ
る
。

　
眞
志
屋
の
祖
先
と
共
に
、
水
戸
家
の
用
達
を
勤
め
た
河
内
屋









と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
眞
志
屋
の
祖
先
が
代
々

五
郎
兵
衞
と
云
つ
た
と
同
じ
く
、
河
内
屋
は
代
々
半
兵
衞
と
云
つ
た
。
眞
志
屋
の
家
説
に
は
、
寛
文
の
頃
で
あ

つ
た
か
と
云
つ
て
あ
る
が
、
當
時
の
半
兵
衞
に
一
人
の
美
し
い
女





が
生
れ
て
、
名
を
島
と
云
つ
た
。
島
は
後
に

父
の
出
入
屋
敷
な
る
水
戸
家
へ
女
中
に
上
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
十
九

　
河
内
屋
は
本
郷
森
川
宿
に
地
所
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
を
借
り
て
住
ん
で
ゐ
る
八
百
屋
市
左
衞
門
に
も
、
亦

一
人
の
美
し
い
女





が
あ
つ
て
、
名
を
七
と
云
つ
た
。
七
は
島
よ
り
は
年
下
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
島
が
水
戸
家

へ
奉
公
に
上
る
時
、
餞
別
に
手
づ
か
ら
袱
紗
を
縫
つ
て
贈
つ
た
。
表
は
緋
縮
緬







、
裏
は
紅

絹

で
あ
つ
た
。

　
島
が
小
石
川
の
御
殿
に
上
つ
て
か
ら
間
も
な
く
、
森
川
宿
の
八
百
屋
が
類
燒
し
た
。
此
火
災
の
た
め
に
市
左

衞
門
等
は
駒
込
の
寺
院
に
避
難
し
、
七
は
寺
院
に
於
て
一
少
年
と
相
識
に
な
り
、
新
築
の
家
に
歸
つ
た
後
、
彼
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少
年
に
再
會
し
た
さ
に
我
家
に
放
火
し
、
其



科


に
因

つ
て
天
和
三
年
三
月
二
十
八
日
に
十
六
歳
で
刑
せ
ら
れ
た
。

島
は
七
の
死
を
悼



ん
で
、
七
が
遺
物
の
袱
紗
に
祐
天
上
人











筆
の
名

號







を
包
ん
で
、
大
切
に
し
て
持
つ
て
ゐ

た
。

　
後
に
壽
阿
彌
は
此
袱
紗
の
一
邊
に
、
白
羽
二
重
の
切



を
縫
ひ
附
け
て
、
そ
れ
に
縁
起
を
自
書
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
を
持
つ
て
山
崎
美
成
に
見
せ
に
往
つ
た
。

　
此
袱
紗
は
今
淺
井
氏
の
所
藏
に
な
つ
て
ゐ
る
の
を
、
わ
た
く
し
は
見
る
こ
と
を
得
た
。
袱
紗
は
燧
袋
形










に

縫
つ
た
更
紗
縮
緬









の
上

被







の
中



に
入
れ
て
あ
る
。
上
被
に
は
蓮
華





と
佛
像
と
を
畫



き
、
裏
面
中
央
に
「
倣






尊
澄
法
親
王
筆















」
、
右
邊
に
「
保
午
浴
佛
日
呈
壽
阿
上
人
蓮
座


























」
と
題
し
、
背
面
に
心

經







の
全
文
を
寫

し
、
其
右
に
「
天
保
五
年
甲
午







二
月
廿
五
日
佛
弟
子
竹
谷
依
田
瑾
薫
沐
書























」
と
記
し
て
あ
る
。
依
田
竹
谷








、
名

は
瑾



、
字





は
子
長
、
盈
科
齋








、
三
谷
庵









、
又
凌
寒
齋









と
號
し
た
。
文
晁






の
門
人
で
あ
る
。
此
上
被







に
畫
い
た
天

保
五
年
は
竹
谷
が
四
十
五
歳
の
時
で
、
後
九
年
に
し
て
此
人
は
壽
阿
彌
に
先





つ
て
歿
し
た
。
山
崎
美
成
が
見
た

時
に
は
、
上
被
は
ま
だ
作
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
上
被
か
ら
引
き
出
し
て
見
れ
ば
、
袱
紗
は
緋
縮
緬
の
表
も
、
紅

絹

の
裏
も
、
皆
淡
い
黄
色
に
褪

め
て
、
後
に

壽
阿
彌
が
縫
ひ
附
け
た
白
羽
二
重
の
古
び
た
の
と
、
殆
ど
同
色
に
な
つ
て
ゐ
る
。
壽
阿
彌
の
假
名
文
は
海
録
に

讓
つ
て
此



に
寫
さ
な
い
。
末
に
「
文
政
六
年
癸
未





四
月
眞
志
屋
五
郎
作
新
發
意











壽
阿
彌
陀
佛
」
と
署
し
て
、
邦

字
の
華
押






が
し
て
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
更
に
此
袱
紗
に
包
ん
で
あ
つ
た
六
字
の
名
號
を
披



い
て
見
た
。
中
央
に
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
、
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其
兩
邊
に
「
天
下
和
順
、
日
月
清
明
」
と
四
字
づ
ゝ
に
分
け
て
書
き
、
下
に
祐
天






と
署
し
、
華
押
が
し
て
あ
る
。

裝

※







に
は
葵





の
紋
の
あ
る
錦





が
用
ゐ
て
あ
る
。
享
保
三
年
に
八
十
三
歳
で
、
目
黒
村
の
草
菴






に
於
て
祐
天
の

寂

し

た
の
は
、
島
の
歿
し
た
享
保
十
一
年
に
先
つ
こ
と
僅
に
八
年
で
あ
る
。
名
號
は
島
が
親
し
く
祐
天
に
受
け

た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
島
の
年
齡
は
今
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
遺
物
の
中
に
縫
薄






の
振
袖






が
あ
る
。
袖
の
一
邊
に
「
三
譽
妙
清
樣







小
石
川
御
屋
形
江
御
上















り
之

節

縫

箔

の
振
袖
、
其
頃
の
小
唄
に
た
ん
だ
振
れ
〳
〵
六
尺
袖
を
と
唄
ひ
し
物
是
也









、

享
保
十
一
年
丙
辰









六
月
七
日
死
、
生
年
不
詳
、
家
説
を
以
て
考
ふ
れ
ば
寛
文
年
間
な
る
べ
し
、
裔
孫






西
村
氏
所

藏
」
と
記
し
て
あ
る
。

　
島
が
若
し
寛
文
元
年
に
生
れ
た
と
す
る
と
、
天
和
元
年
が
二
十
一
歳
で
、
歿
年
が
六
十
六
歳
に
な
り
、
寛
文

十
二
年
に
生
れ
た
と
す
る
と
、
天
和
元
年
が
十
歳
で
、
歿
年
が
五
十
五
歳
に
な
る
。
わ
た
く
し
は
島
が
生
れ
た

の
は
寛
文
七
年
よ
り
前
で
、
そ
の
水
戸
家
に
上
つ
た
の
は
、
延
寶
の
末
か
天
和
の
初
で
あ
つ
た
と
し
た
い
。
さ

う
す
る
と
お
七
が
十
三
四
に
な
つ
て
ゐ
て
、
袱
紗
を
縫
ふ
に
ふ
さ
は
し
い
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
當
時

の
水
戸
家
は
義
公
時
代
で
あ
る
。

　
さ
て
い
つ
の
事
で
あ
つ
た
か
、
詳





で

な
い
が
、
義
公
の
猶



位
に
あ
る
間
に
、
即
ち
元
祿
三
年
以
前
に
水
戸
家

は
義
公
の
側
女
中
に
な
つ
て
ゐ
た
島
に
暇





を
遣

つ
た
。
そ
し
て
清
休
の
子
廓
清
が
妻
に
せ
い
と
内
命
し
た
。
島

は
清
休
の
子

婦

、
廓
清
の
妻
に
な
つ
て
、
一
子
東
清
を
擧
げ
た
。
若
し
島
が
下
げ
ら
れ
た
時
、
義
公
の
胤



を
舍



し
て
ゐ
た
と
す
る
と
、
東
清
は
義
公
の
庶
子





で
あ
ら
う
。
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二
十

　
既
に
し
て
清
休
は
未
だ
世
を
去
ら
ぬ
に
、
主
家
に
於
て
は
義
公
光
圀
が
致
仕
し
、
肅
公
綱
條
が
家
を
繼
い
だ
。

頃




く
あ
つ
て
藤
井
紋
太
夫
の
事
が
あ
つ
た
。
隱
居
西
山
公
が
能
の
中
入






に
樂
屋
に
於
て
紋
太
夫
を
斬
つ
た
時
、

清
休
は
其
場
に
居
合
せ
た
。
眞
志
屋
の
遺
物
寫
本
西
山
遺
事
の
附
録
末
二
枚
の
欄
外
に
、
壽
阿
彌
の
手
で
書
入

が
し
て
あ
る
。
「
家
説
云









、
元
祿
七
年
十
一
月
廿
三
日
、
御
能
有
之










、
公
羽
衣
の
シ
テ
被

遊







、
御
中
入
之

節
御
樂
屋
に
而

、
紋
太
夫
を
御
手
討
に
被
遊
候









、
（
中
略
）
、
御
樂
屋
に
有
合






人
々
八
方
へ
散
亂
せ
し
内
に
、

清
休
君
一
人
公
の
御
側






を
さ
ら
ず
、
御
刀
の
拭





、
御
手
水







一
人
に
て
相
勤
、
扨



申
上
け
る
は
、
私
共
愚
眛







に
而

、

か
ゝ
る
奸
惡
之
者
共
不
存















、
入

魂







に
立
入
仕
候
段
只
今
に
相
成
重
々
奉

恐

入

候














、
思
召
次
第
如
何
樣


















共
御
咎
仰
付
可
被
下
置
段
申
上

























け
る
時
、
公
笑
は
せ
玉
ひ
、
余
が
眼
目
を
さ
へ
眩



ま
せ
し
程
の
や
つ
、
汝
等






が
欺
か
れ
た
る
は
尤





も
の
こ
と
な
り
、
少





も
咎
申
付










る
所
存
な
し
、
し
か
し
汝
は
格
別
世
話
に
も
な
り
た
る

者
な
れ
ば
、
汝
が
菩
提
所







へ
な
り
と
も
、
死
骸
葬
り
得
さ
す
べ
し
と
仰
有
之
候











に
付
、
則




菩

提
所
傳
通
院
寺

中
昌
林
院
へ
埋



め
、
今
猶
墳
墓
あ
れ
ど
も
、
一
華
を
手
向





る
者
も
な
し
、
僅
に
番
町
邊
の
人
一
人
正
忌
日
に
の

み
參
詣
す
と
云
ふ
、
法
名
光
含
院
孤
峰
心
了
居
士
と
い
へ
り
。
」

　
説
い
て
此



に
至
れ
ば
、
獨





所
謂
落
胤
問
題
と
八
百
屋
お
七
の
事
の
み
な
ら
ず
、
彼



藤
井
紋
太
夫
の
事
も
亦
清

休
、
廓
清
の
父
子
と
子

婦

島
と
の
時
代
に
當
つ
て
ゐ
る
の
が
わ
か
る
。
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清
休
は
元
祿
十
二
年
閏







九
月
十
日
に
歿
し
た
。
次
に
其
家
を
繼
い
だ
の
が
五
代
西
村
廓
清
信
士
で
、
問
題
の

女
島
の
夫
、
所
謂
落
胤
東
清
の
表
向
の
父
で
あ
る
。
「
御
西
山
君
樣
御
代
御
側
向
御
召
抱
お
島
之
御
方
と
被
申

候
を
妻
に
被
下
置
、
厚
き
奉
蒙
御
重
恩
候
而
、
年
々
御
米
百
俵
宛
三
季
に
」
頂
戴
し
た
の
は
此
人
で
あ
る
。
此

書
上
の
文
を
翫
味






す
れ
ば
、
落
胤
問
題
の
生
じ
た
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
な
い
。
次
で
「
元
文
三
年
よ
り
御
扶

持
方
七
人
分
被
下
置
」
と
云
ふ
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。
廓
清
は
享
保
四
年
三
月
二
十
九
日
に
歿
し
た
。
島
は
遲

れ
て
享
保
十
一
年
六
月
七
日
に
歿
し
た
。
眞
志
屋
文
書
の
過
去
帳
に
「
五
代
廓
清
君
室
、
六
代
東
清
君
母
儀
、

三
譽
妙
清
信
尼
、
俗
名
嶋
」
と
記
し
て
あ
る
。
當
時
水
戸
家
は
元
祿
十
三
年
に
西
山
公
が
去
り
、
享
保
三
年
に

肅
公
綱
條
が
去
つ
て
、
成

公

宗

堯

の
世
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　
六
代
西
村
東
清
信
士
は
過
去
帳
一
本
に
「
幼
名
五
郎
作
自
義
公











拜
領
、
十
五
歳
初
御
目
見
得















、

依

願









西

村
家
相
續
被
仰
付













、
眞
志
屋
號
拜
領
、
高
三
百
石
被
下
置
、
俳
名
春
局
」
と
註
し
て
あ
る
。
幼
名
拜
領
並
に
初

御
目
見
得
か
ら
西
村
家
相
續
に
至
る
に
は
、
年
月
が
立
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
此
人
が
即
ち
所
謂
落
胤
で
あ
る
。

若
し
落
胤
だ
と
す
る
と
、
水
戸
家
は
光
圀
の
庶
兄
頼
重
の
曾
孫
た
る
宗
堯






の
世
と
な
つ
て
ゐ
た
の
に
、
光
圀
の

庶
子
東
清
は
用
達
商
人
を
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
過
去
帳
一
本
の
註
に
據
る
に
、
五
郎
作
の
稱
が
此
時
よ
り
始
ま
つ
て
ゐ
る
。
初
代
以
來
五
郎
兵
衞
と
稱
し
て

ゐ
た
の
に
、
東
清
に
至
つ
て
始
め
て
五
郎
作
と
稱
し
、
後
に
壽
阿
彌
も
こ
れ
を
襲

い
だ
の
で
あ
る
。
又
「
俳
名

春
局
」
と
註
し
て
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
東
清
が
俳
諧
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
眞
志
屋
の
屋
號
は
、
右
の
過
去
帳
一
本
の
言
ふ
所
に
從
へ
ば
、
東
清
が
始
て
水
戸
家
か
ら
拜
領
し
た
も
の
で
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あ
る
。
眞
志
屋
の
紋
は
、
金
澤
蒼
夫







さ
ん
の
言



に
從
へ
ば
、
マ
の
字
に
象





つ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
亦
水
戸
家
の

賜
ふ
所
で
あ
つ
た
と
云
ふ
。

　
東
清
は
寶
暦
二
年
十
二
月
五
日
に
歿
し
た
。
水
戸
家
は
成
公
宗
堯
が
享
保
十
五
年
に
去
つ
て
、
良

公

宗

翰

の

世
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　
　
　
　
　
二
十
一

　
眞
志
屋
の
七
代
は
西
譽
淨
賀
信
士
で
あ
る
。
過
去
帳
一
本
に
「
實
は
東
國
屋
伊
兵
衞
弟
、
俳
名
東
之







」
と
註

し
て
あ
る
。
東
清
の
壻
養
子
で
あ
ら
う
。
淨
賀
は
安
永
十
年
三
月
二
十
七
日
に
歿
し
た
。
水
戸
家
は
良

公

宗

翰

が
明
和
二
年
に
世
を
去
つ
て
、
文

公

治

保

の
世
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　
八
代
は
薫
譽
沖
谷
居
士












で
あ
る
。
天
明
三
年
七
月
二
十
日
に
歿
し
た
。
水
戸
家
は
舊
に
依
つ
て
治
保






の
世
で

あ
つ
た
。

　
九
代
は
心
譽
一
鐵
信
士
で
あ
る
。
此
人
の
代
に
、
「
寛
政
五
丑
年









よ
り
暫
の
間
三
人
半
扶
持
御
減
し
當
時
三

人
半
被
下
置
」
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
一
鐵
の
歿
年
は
二
種
の
過
去
帳
が
記
載
を
殊



に
し
て
ゐ
る
。
文
化
三

年
十
一
月
六
日
と
し
た
本
は
手
入
の
迹



の
少
い
本
で
あ
る
。
他
の
一
本
は
此
年
月
日
を
書
し
て
こ
れ
を
抹
殺






し
、

傍



に

寛
政
八
年
十
一
月
六
日
と
書
し
て
あ
る
。
前
者
の
歿
年
に
先
つ
こ
と
一
年
、
文
化
二
年
に
水
戸
家
で
は
武

公

治

紀

が
家
督
相
續
を
し
た
。

47



　
十
代
は
二
種
の
過
去
帳
に
別
人
が
載
せ
て
あ
る
。
誓
譽
淨
本
居
士
と
し
た
の
が
其
一
で
、
他
の
一
本
に
は
此



に
淨
譽
了
蓮
信
士













が
入
れ
て
、
「
十
代
五
郎
作
、
後



平
兵
衞
」
と
註
し
て
あ
る
。
淨
本
は
文
化
十
三
年
六
月
二

十
九
日
に
歿
し
た
人
、
了
蓮
は
寛
政
八
年
七
月
六
日
に
歿
し
た
人
で
あ
る
。
今
遽





に
孰



れ
を
是
な
り
と
も
定
め

難
い
が
、
要
す
る
に
九
代
十
代
の
間
に
不
明
な
處
が
あ
る
。
淨
本
の
歿
し
た
年
に
、
水
戸
家
で
は
哀

公

齊

脩

が

家
督
相
續
を
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
し
て
後
の
事
は
、
手
入
の
少
い
過
去
帳
に
は
全
く
載
せ
て
無
い
。
こ
れ
に
反
し
て
他
の
一
本
に
は
、

壽
阿
彌
の
五
郎
作
が
了
蓮
の
後
を
襲

い
で
眞
志
屋
の
十
一
代
目
と
な
つ
た
も
の
と
し
て
あ
る
。
寛
政
八
年
に
は

壽
阿
彌
は
二
十
八
歳
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　
壽
阿
彌
は
本



江
間
氏
で
、
其
家
は
遠
江
國










濱
名
郡
舞
坂
か
ら
出
て
ゐ
る
。
父
は
利
右
衞
門
、
法
諡





頓
譽
淨







岸
居
士







で
あ
る
。
過
去
帳
の
一
本
は
此
人
を
以
て
十
一
代
目
五
郎
作
と
し
て
ゐ
る
が
、
配
偶
其
他
卑
屬
を
載
せ

て
ゐ
な
い
。
此
人
に
妹
が
あ
り
、
姪



が
あ
る
と
し
て
も
、
此
人
と
彼
等
と
が
血
統
上
い
か
に
し
て
眞
志
屋
の
西

村
氏
と
連
繋
し
て
ゐ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
此
連
繋
は
恐
ら
く
は
此
人
の
尊

屬

姻

戚

の
上
に
存
す
る
の

で
あ
ら
う
。

　
壽
阿
彌
の
五
郎
作
は
文
政
五
年
に
出
家
し
た
。
こ
れ
は
手
入
の
少
い
過
去
帳
の
空
白
に
、
後
に
加
へ
た
文
と
、

過
去
帳
一
本
の
八
日
の
下



に
記
し
た
文
と
を
以
つ
て
證
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
前
者
に
は
、
「
延
譽
壽
阿
彌
、

俗
名
五
郎
作
、
文
政
五
年
壬
午
十
月
於
淺
草
日
輪
寺
出
家
」
と
記
し
て
あ
り
、
後
者
は
「
光
譽
壽
阿
彌
陀
佛
、

十
一
代
目
五
郎
作
、
實





江
間
利
右
衞
門
男
、
文
政
五
年
壬
午
十
月
於
日
輪
寺
出
家
」
と
記
し
て
あ
る
。
後
者
は
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八
日
の
條
に
出
て
ゐ
る
か
ら
、
落
飾
の
日
は
文
政
五
年
十
月
八
日
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
手
紙
を
讀
ん
で
、
壽
阿
彌
は
姪



に
菓
子
店
を
讓
つ
て
出
家
し
た
ら
し
い
と
推
測
し
、

又
師
岡
未
亡
人
の
言



に
據
つ
て
、
此
姪
を
山
崎
某
で
あ
ら
う
と
推
測
し
た
。
後
に
眞
志
屋
文
書
を
見
る
に
及
ん

で
、
新
に
壽
阿
彌
の
姪
一
人
の
名
を
發
見
し
た
。
此
姪
は
分
明
に
五
郎
兵
衞
と
稱
し
て
眞
志
屋
を
繼
承
し
、
尋



で
壽
阿
彌
に
先
だ
つ
て
歿
し
た
の
で
あ
る
。

　
壽
阿
彌
が
自
筆
の
西
山
遺
事
の
書
後
に
、
「
姪
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
清
常
、
藏
西
山
遺
事
一
部
、
其

書

誤

脱

不

爲
不
多









、
今
謹
考
數
本
、
校
訂
以
貽
後
生













」
と
云
ひ
、
「
文
政
五
年
秋
八
月
、
眞
志
屋
五
郎
作
秋
邦
謹
書
」
と

署
し
て
あ
る
。
此
年
月
は
壽
阿
彌
が
剃
髮
す
る
二
月
前
で
あ
る
。
こ
れ
に
由

つ
て
觀
れ
ば
、
壽
阿
彌
が
將



に
出

家
せ
む
と
し
て
、
戸
主
た
る
姪
清
常
の
た
め
に
此
文
を
作
つ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
少
し
く
推
測

を
加
へ
て
、
此
を
以
つ
て
十
一
代
の
五
郎
作
即
ち
壽
阿
彌
が
十
二
代
の
五
郎
兵
衞
清
常
の
た
め
に
書
い
た
も
の

と
見
た
い
。

　
此
清
常
は
過
去
帳
の
一
本
に
載
せ
て
あ
り
、
又
壽
阿
彌
の
位
牌
の
左
邊
に
「
戒
譽
西
村
清
常
居
士
、
文
政
十



三
年
庚
寅







十
二
月
十
二
日
」
と
記
し
て
あ
る
。
文
政
十
三
年
は
即
ち
天
保
元
年
で
あ
る
。
清
常
は
壽
阿
彌
が
出

家
し
た
文
政
五
年
の
後
八
年
、
眞
志
屋
の
火
災
に
遇

つ
た
文
政
十
年
の
後
三
年
、
壽
阿
彌
が
※
堂






に
與
ふ
る
書

を
作
つ
た
文
政
十
一
年
の
後
二
年
に
し
て
歿
し
た
。
書
中
の
所
謂
「
愚
姪
」
が
此
清
常
で
あ
る
こ
と
は
、
殆
ど

疑
を
容
れ
な
い
。
し
か
し
此
人
と
石
の
夫
師
岡
久
次
郎
の
兄
事
し
た
山
崎
某
と
は
別
人
で
、
山
崎
某
は
過
去
帳

の
一
本
に
「
清
譽
凉
風
居
士
、
文

久

元

酉

年

七
月
二
十
四
日
、
五
郎
作
兄
、
行
年
四
十
五
歳
」
と
記
し
て
あ
る
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の
が
、
即




是


で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
山
崎
は
恐
ら
く
は
鈴
木
と
師
岡
と
の
實
兄
で
は
あ
る
ま
い
。
所
謂

「
五
郎
作
兄
」
は
年
齡
よ
り
推
す
に
、
壽
阿
彌
の
兄
を
謂
ふ
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
未
だ
考
へ
ら

れ
な
い
。

　
清
常
の
歿
す
る
に
先
つ
こ
と
一
年
、
文
政
十
二
年
に
、
水
戸
家
は
烈

公

齊

昭

の
世
と
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
二
十
二

　
清
常
よ
り
後
の
眞
志
屋
の
歴
史
は
愈




模

糊

と
し
て
來
る
。
し
か
し
大
體
を
論
ず
れ
ば
眞
志
屋
は
既
に
衰
替
の

期
に
入
つ
て
ゐ
る
と
謂
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
眞
志
屋
は
自
ら
支



ふ
る
こ
と
能



は
ざ
る
が
た
め
に
、
人
の
廡

下

に

倚

つ
た
。
初
は
「
麹

町

二

本

傳
次
方
江







同
居
」
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
、
後
「
傳
次
不
勝
手
に
付
金
澤
丹
後
方
江







又
候



同
居
」
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。

　
眞
志
屋
文
書
に
文
化
以
後
の
書
留
と
覺
し
き
一
册
子
が
あ
る
が
、
惜
む
ら
く
は
そ
の
載
す
る
所
の
沙
汰
書









、

伺

書








、
願

書







等
に
は
多
く
年
月
日
が
闕

け
て
ゐ
る
。

　
此
等
の
文
に
據
る
に
、
家
道
衰
微
の
原
因
と
し
て
、
表
向
申
し
立
て
て
あ
る
の
は
火
災
で
あ
る
。
「
類
燒
後

御
菓
子
製
所
大
破
に
相
成
」
云
々
と
云
つ
て
あ
る
。
此
火
災
は
壽
阿
彌
の
手
紙
に
あ
る
「
類
燒
」
と
同
一
で
、

文
政
十
年
の
出
來
事
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。

　
さ
て
二
本
傳
次
の
同
居
人
で
あ
つ
た
當
時
の
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
は
、
病
に
依
つ
て
二
本
氏
の
族
人
を
し
て
家
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を
嗣

が
し
め
た
ら
し
い
。
年
月
日
を
闕

い
た
願
書
に
、
「
願
之
上
親
類
麹
町
二
本
傳
次
方
江
同
居
仕
御
用
向
無













滯

相
勤
候
處
、
當
夏
中
よ
り
中
風
相
煩
歩
行
相
成
兼
其
上
甥





鎌
作






儀
病
身
に
付
（
中
略
）
右
傳
次
方
私
從
弟
定

五
郎
と
申
者
江
跡
式
相
續
爲
仕
度

















（
中
略
）
奉
願
候
、
尤




從

弟
儀
未







若
年
に
御
座
候
に
付
右
傳
次
儀
後
見
仕
」

云
々
と
云
つ
て
あ
る
。
署
名
者
は
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
、
二
本
傳
次
の
二
人
で
あ
る
。
此
願
は
定
て
聞
き
屆
け
ら

れ
た
で
あ
ら
う
。

　
し
か
し
十
二
代
清
常
と
此
定
五
郎
と
の
接
續
が
不
明
で
あ
る
。
中
風
に
な
つ
た
五
郎
兵
衞
が
二
十
歳
で
歿
し

た
清
常
で
な
い
こ
と
は
疑
を
容

れ
な
い
。
已

む
こ
と
な
く
ば
一
説
が
あ
る
。
同
じ
册
子
の
定
五
郎
相
續
願
の
直

前
に
、
同
じ
く
年
月
日
を
闕

い
た
沙
汰
書
が
載
せ
て
あ
る
。
こ
れ
は
五
郎
兵
衞
の
病
氣
の
た
め
に
、
伯
父
久
衞

門
が
相
續
す
る
こ
と
を
聽
許






す
る
文
で
あ
る
。
此
五
郎
兵
衞
を
清
常
と
す
る
と
き
は
、
十
三
代
久
衞
門
、
十
四

代
定
五
郎
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
次
に
同
じ
册
子
に
嘉
永
七
寅
霜
月















と
し
た
願
書
が
あ
つ
て
、
こ
れ
は
眞
志
屋
が
既
に
二
本
氏
か
ら
金
澤
氏
に

轉
寓
し
た
後
の
文
で
あ
る
。
眞
志
屋
五
郎
作
が
金
澤
方
に
ゐ
な
が
ら
、
五
郎
兵
衞
と
改
稱
し
た
い
と
云
ふ
の
で
、

五
郎
作
の
叔
父
永
井
榮
伯
が
連
署
し
て
ゐ
る
。
此
願
書
が
定
五
郎
相
續
願
の
直
後
に
載
せ
て
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

或
は
定
五
郎
は
相
續
後
に
一
旦
五
郎
作
と
稱
し
、
次
で
金
澤
氏
に
寓
し
て
、
五
郎
兵
衞
と
改
め
た
の
で
は
な
か

ら
う
か
。
そ
れ
は
兎
も
角
も
、
山
崎
久
次
郎
を
以
て
兄
と
す
る
五
郎
作
は
、
此
文
に
見
え
て
ゐ
る
五
郎
作
即
ち

永
井
榮
伯
の
兄
の
子
の
五
郎
作
で
は
な
か
ら
う
か
。
因





に
云
ふ
。
壽
阿
彌
を
請
じ
て
源
氏
物
語
を
講
ぜ
し
め
た

永
井
榮
伯
は
、
眞
志
屋
の
親
戚
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
此
文
に
徴
し
て
知
ら
れ
る
。
師
岡
氏
未
亡
人
の
言



に
據
れ
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ば
、
わ
た
く
し
が
前



に
諸
侯
の
抱
醫
か
町
醫
か
と
云
つ
た
榮
伯
は
、
町
醫
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
の
眞
志
屋
文
書
よ
り
獲

た
所
の
繼
承
順
序
は
、
概





ね
此



の
如
き
に
過
ぎ
な
い
。
今
に
し
て
壽
阿
彌

の
手
紙
を
顧




れ

ば
そ
の
所
謂






「
愚
姪





」
は
壽
阿
彌
に
家
人
株







を
買
つ
て
貰
つ
た
鈴
木
、
師
岡
、
乃
至





山
崎
で
は

な
く
て
、
眞
志
屋
十
二
代
清
常
で
あ
つ
た
。
鈴
木
、
師
岡
は
伊
澤
の
刀
自
や
師
岡
未
亡
人
の
言



の
如
く
、
壽
阿

彌
の
妹
の
子
で
あ
ら
う
。
山
崎
は
稍



疑
は
し
い
。
案
ず
る
に
偶
然
師
岡
氏
と
同
稱
で
あ
つ
た
山
崎
は
、
某
代
五

郎
作
の
實
兄
で
、
鈴
木
と
師
岡
と
は
義
兄
と
し
て
こ
れ
を
遇
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
清
常
に
至
つ
て

は
壽
阿
彌
が
こ
れ
を
謂
つ
て
姪



と
な
す
所
以





を
審





に

す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

　
　
　
　
　
二
十
三

　
わ
た
く
し
は
師
岡
未
亡
人
に
、
壽
阿
彌
の
妹
の
子
が
二
人
共
蒔
繪







を
し
た
こ
と
を
聞
い
た
。
し
か
し
先
づ
蒔

繪
を
學
ん
だ
の
は
兄
鈴
木
で
、
師
岡
は
鈴
木
の
傍




に

あ
つ
て
そ
の
爲

す
所
に
傚



つ
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
又
伊
澤
の
刀
自
に
、
其

父

榛

軒

が
壽
阿
彌
の
姪



を
し
て
櫛



に
蒔
繪
せ
し
め
た
こ
と
を
聞
い
た
。

此
蒔
繪
師
の
號
は
す
ゐ
さ
い
で
あ
つ
た
さ
う
で
あ
る
。

　
師
岡
未
亡
人
は
す
ゐ
さ
い
の
名
を
識
ら
な
い
。
夫
師
岡
が
此
號
を
用
ゐ
た
な
ら
、
識
ら
ぬ
筈
が
無
い
。
そ
こ

で
わ
た
く
し
は
蒔
繪
師
す
ゐ
さ
い
は
鈴
木
で
あ
ら
う
と
推
測
し
た
。

　
此
推
測
は
當
つ
た
ら
し
い
。
淺
井
平
八
郎
さ
ん
は
眞
志
屋
の
遺
物
の
中
か
ら
、
寫
本
二
種
を
選

り
出
し
て
持
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つ
て
來
た
。
其
一
は
蒔
繪
の
圖
案
を
集
め
た
も
の
で
、
西
郭
、
溪
雲
、
北
可
、
玉
燕
女









等
と
署
し
た
畫
が
貼

り
込
ん
で
あ
る
。
表
紙
の
表
に
は
「
畫
本
」
と
題
し
、
裏
に
は
通
二
丁
目
山
本
と
書
し
て
塗
抹





し
、
「
壽
哉






所

藏
」
と
書
し
て
あ
る
。
其
二
は
浮
世
繪
師
の
名
を
年
代
順
に
列
記
し
、
こ
れ
に
略
傳
を
附
し
た
も
の
で
、
末
に

狩

野

家

數
世
の
印
譜
を
寫
し
て
添
へ
て
あ
る
。
表
紙
の
表
に
は
「
古
今
先
生
記
」
と
題
し
、
裏
に
は
「
嘉
永
四





辛

亥

春
」
と
書
し
、
其
下
に
「
鈴
木
壽
哉
」
の
印
が
あ
る
。
伊
澤
榛
軒
の
た
め
に
櫛
に
蒔
繪
し
た
の
が
、
此
鈴

木
壽
哉
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
殆
ど
疑
を
容
れ
な
い
。
壽
哉
は
或
は
し
う
さ
い
な
ど
と
訓

ま
せ
て
ゐ
た
の
で
、
す

ゐ
さ
い
と
聞
き
錯





ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
初
め
わ
た
く
し
は
壽
阿
彌
の
墓
を
討



め
に
昌
林
院
へ
往
つ
た
。
そ
し
て
昌
林
院
の
住
職
に
由
つ
て
師
岡
氏
未

亡
人
を
知
り
、
未
亡
人
に
由
つ
て
眞
志
屋
文
書
を
見
る
た
つ
き
を
得
た
。
然
る
に
わ
た
く
し
は
曾



て
昌
林
院
に

至
り
し
日
雨
に
阻





げ
ら
れ
て
墓
に
詣



で
な
か
つ
た
。
わ
た
く
し
は
平
八
郎
さ
ん
が
來
た
時
、
こ
れ
に
告
ぐ
る
に

往
訪
に
意
あ
る
こ
と
を
以
て
し
た
。
其
時
平
八
郎
さ
ん
は
わ
た
く
し
に
意
外
な
事
を
語
つ
た
。
そ
れ
は
か
う
で

あ
る
。
近
頃
昌
林
院
は
墓
地
を
整
理
す
る
に
當
つ
て
、
墓
石
の
一
部
を
傳
通
院
内
に
移
し
、
爾
餘
の
も
の
は
別

に
處
分
し
た
。
そ
し
て
壽
阿
彌
の
墓
は
傳
通
院
に
移
さ
れ
た
墓
石
中
に
は
無
か
つ
た
。
師
岡
氏
未
亡
人
は
忌
日

に
參
詣
し
て
、
壽
阿
彌
の
墓
の
失
踪






を
悲
み
、
寺
僧
に
其
所
在
を
問
う
て
已

ま
な
か
つ
た
。
寺
僧
は
資
を
捐

て

て
新
に
壽
阿
彌
の
石
を
立
て
た
。
今
傳
通
院
に
あ
る
も
の
が
即
是
で
あ
る
。
未
亡
人
石
は
毎



に
云
つ
て
ゐ
る
。

「
原



の
壽
阿
彌
の
お
墓
は
硯





の
や
う
な
、
綺
麗
な
石
で
あ
つ
た
の
に
、
今
の
お
墓
は
な
ん
と
云
ふ
見
苦
し
い
石

だ
ら
う
。
」
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わ
た
く
し
は
曩



に
寺
僧
の
言



を
聞
い
た
時
、
壽
阿
彌
が
幸
に
し
て
盛
世
碑
碣







の
厄



を
免
れ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。

然
る
に
當
時
寺
僧
は
實
を
以
て
わ
た
く
し
に
告
げ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
壽
阿
彌
の
墓
は
香
華





未
だ
絶
え
ざ
る

に
厄
に
罹



つ
て
、
後
僅
に
不
完
全
な
る
代
償
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
大
凡






改
葬
の
名
の
下



に
墓
石
を
處
分
す
る
は
、
今
の
寺
院
の
常
習
で
あ
る
。
そ
し
て
警
察
は
措

い
て
こ
れ
を

問
は
な
い
。
明
治
以
降
所
謂
改
葬
を
經
て
、
踪
迹






の
尋
ぬ
べ
か
ら
ざ
る
に
至
つ
た
墓
碣





は
、
そ
の
幾
何






な
る
を

知
ら
な
い
。
此
厄
は
世
々
の
貴
人
大
官
碩
學









鴻
儒






及
至
諸
藝
術
の
聞
人
と
雖




免

れ
ぬ
の
で
あ
る
。

　
此
間
寺
僧
に
し
て
能
く
過




を

悔
い
て
、
一
旦
處
分
し
た
墓
を
再
建
し
た
も
の
は
、
恐
ら
く
は
唯



昌
林
院
主
一

人
あ
る
の
み
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
院
主
を
し
て
肯



て
財
を
投
じ
て
此
稀
有





の
功
徳





を
成
さ
し
め
た
の
は
、
實
に

師
岡
氏
未
亡
人
石
が
悃
誠






の
致
す
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
十
四

　
眞
志
屋
の
西
村
氏
は
古
く
か
ら
昌
林
院
を
菩
提
所
に
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
中
ご
ろ
婚
嫁
の
た
め
に
江
間
氏
と

長
島
氏
と
の
血
が
交
つ
た
ら
し
い
。
江
間
、
長
島
の
兩
家
は
淺
草
山
谷
の
光
照
院
を
菩
提
所
に
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
眞
志
屋
文
書
に
二
種
の
過
去
帳
の
あ
る
こ
と
を
言
つ
た
。
餘
り
手
入
の
し
て
な
い
原
本
と
、
手

入
の
し
て
あ
る
他
の
一
本
と
で
あ
る
。
其
手
入
は
江
間
氏
の
人
々
の
作

し
た
手
入
で
あ
る
。
姑





く
前
者
を
原
本
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と
名
づ
け
、
後
者
を
別
本
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

　
原
本
は
昌
林
院
に
葬
つ
た
人
々
の
み
を
載
せ
て
ゐ
る
。
初
代
日
水
か
ら
九
代
一
鐵
ま
で
皆
然
り
で
あ
る
。
そ

し
て
此
本
に
は
十
代
を
淨
本
と
し
て
ゐ
る
。

　
別
本
は
淨
本
を
歴
代
の
中
か
ら
除
き
去
つ
て
、
代
ふ
る
に
了
蓮
を
以
て
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
光
照
院
に
葬
ら

れ
た
人
で
、
恐
ら
く
は
江
間
氏
で
あ
ら
う
。
次
が
十
一
代
壽
阿
彌
曇
奝
で
、
此
人
が
始
て
江
間
氏
か
ら
出
て
遺

骸
を
昌
林
院
に
埋
め
た
。

　
長
島
氏
の
事
蹟
は
頗
る
明




で

な
い
が
、
わ
た
く
し
は
長
島
氏
が
江
間
氏
と
近
密
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
と

推
測
す
る
。
過
去
帳
別
本
に
「
貞
譽
誠
範
居
士
、

葬
于
光
照
院














、
長
島
五
郎
兵
衞
、
□
代
五
郎
兵
衞
實
父
、

□
□
□
月
」
と
し
て
「
二
十
日
」
の
下
に
記
し
て
あ
る
。
四
字
は
紙
質
が
濕
氣
の
た
め
に
變
じ
て
讀
む
べ
か
ら

ざ
る
に
至
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
こ
れ
に
參
照
す
べ
き
戒
名
が
今
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
「
覺

譽

泰

了

居
士
、
明
和



六
年
己
丑





七
月
、
遠
州
舞
坂
人
、
江
間
小
兵
衞
三
男
、
俗
名
利
右
衞
門
、
九
代
目
五
郎
作
實
祖
父
、
葬
于
淺










草
光
照
院










」
と
、
「
四
日
」
の
下
に
記
し
て
あ
る
泰
了
で
あ
る
。

　
試
み
に
誠
範
の
所
の
何
代
を
九
代
と
す
る
と
、
江
間
小
兵
衞
の
三
男
が
利
右
衞
門
泰
了
、
泰
了
の
子
が
長
島

五
郎
兵
衞
誠
範
、
誠
範
の
子
が
眞
志
屋
九
代
の
五
郎
作
、
後



五
郎
兵
衞
一
鐵
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
別
本
一
鐵

の
下
に
は
五
郎
兵
衞
と
し
て
あ
つ
て
、
泰
了
の
下
に
九
代
目
五
郎
作
と
し
て
あ
る
か
ら
、
初





五
郎
作
、
後
五
郎

兵
衞
と
な
つ
た
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
推
測
の
歩
を
進
め
て
、
江
間
氏
は
世



利
右
衞
門
と
稱
し
て
ゐ
て
、
明
和
六
年
に
歿
し
た
利
右
衞
門
泰
了
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の
嫡
子
が
寛
政
四
年
に
歿
し
た
利
右
衞
門
淨
岸
で
、
淨
岸
の
弟
が
長
島
五
郎
兵
衞
誠
範
で
あ
つ
た
と
す
る
。
さ

う
す
る
と
淨
岸
の
子
壽
阿
彌
と
誠
範
の
子
一
鐵
と
は
從
兄
弟
に
な
る
。
わ
た
く
し
は
此
推
測
を
以
て
甚
だ
し
く

想
像
を
肆





に

し
た
も
の
だ
と
は
信
ぜ
な
い
。

　
わ
た
く
し
は
こ
れ
だ
け
の
事
を
考
へ
て
、
二
種
の
過
去
帳
を
、
他
の
眞
志
屋
文
書
に
併
せ
て
平
八
郎
さ
ん
に

還
し
た
。

　
わ
た
く
し
は
昌
林
院
の
壽
阿
彌
の
墓
が
新
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
聞
い
た
の
で
、
こ
れ
を
訪

ふ
念
が
稍



薄

ら
い
だ
。
こ
れ
に
反
し
て
光
照
院
の
江
間
、
長
島
兩
家
の
墓
所
は
、
わ
た
く
し
に
新
に
何
物
を
か
教
へ
て
く
れ

さ
う
に
思
は
れ
た
の
で
、
わ
た
く
し
は
大
い
に
こ
れ
に
屬
望






し
た
。
わ
た
く
し
は
山
谷
の
光
照
院
に
往
つ
た
。

　
淺
草
聖
天
町










の
停
留
場
で
電
車
を
下
り
て
吉
野
町
を
北
へ
行
く
と
、
右
側
に
石
柱
鐵
扉







の
門
が
あ
つ
て
、
光

照
院
と
書
い
た
陶
製
の
標
札
が
懸
け
て
あ
る
。
墓
地
は
門
を
入
つ
て
右
手
、
本
堂
の
南
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
十
五

　
光
照
院
の
墓
地
の
東
南
隅
に
、
殆
ど
正
方
形
を
成
し
た
扁
石






の
墓
が
あ
つ
て
、
そ
れ
に
十
四
人
の
戒
名
が
一

列
に
彫

り
付
け
て
あ
る
。
其
中
三
人
だ
け
は
後
に
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
追
加
三
人
の
最
も
右
に
居
る
の
が

眞
志
屋
十
一
代
の
壽
阿
彌
、
次
が
十
二
代
の
「
戒
譽
西
村
清
常
居
士
、
文
政
十
三
年
庚
寅









十
二
月
十
二
日
」
、

次
が
「
證
譽
西
村
清
郷
居
士
、
天
保
九
年
戊
戌









七
月
五
日
」
で
あ
る
。
壽
阿
彌
は
西
村
氏
の
菩
提
所
昌
林
院
に
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葬
ら
れ
た
が
、
親
戚
が
其
名
を
生
家
の
江
間
氏
の
菩
提
所
に
留



め
む
が
た
め
に
、
此
墓
に
彫

り
添
へ
さ
せ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
清
常
、
清
郷
は
過
去
帳
原
本
の
載
せ
ざ
る
所
で
、
獨





別
本
に
の
み
見
え
て
ゐ
る
。
殘
餘
十
一
人

の
古
い
戒
名
は
皆
別
本
に
の
み
出
て
ゐ
る
名
で
あ
る
。
清
郷
の
何
人
た
る
か
は
考
へ
ら
れ
ぬ
が
、
清
常
の
近
親

ら
し
く
推
せ
ら
れ
る
。

　
古
い
戒
名
の
江
間
氏
親
戚
十
一
人
の
關
係
は
、
過
去
帳
別
本
に
徴
す
る
に
頗
る
複
雜
で
、
容
易
に
は
明





め
難

い
。
唯



二
三
の
注
意
に
値
す
る
件
々
を
左
に
記
し
て
遺
忘
に
備
へ
て
置
く
。

　
十
一
人
中
に
「
法
譽
知
性
大
※









、
寛
政
十
年
戊
午





八
月
二
日
」
と
云
ふ
人
が
あ
る
。
十
代
の
實
祖
母
と
し
て

あ
る
か
ら
、
了
蓮
の
祖
母
で
あ
ら
う
。
此
知
性
の
父
は
「
玄
譽
幽
本
居
士
、
寶
暦
九
年
己
卯







三
月
十
六
日
」
、

母
は
「
深
譽
幽
妙
大
※
、
寶
暦
五
年
乙
亥









十
一
月
五
日
」
と
し
て
あ
る
。
更
に
こ
れ
よ
り
溯




つ

て
、
「
月
窓
妙

珊
大
※









、
寛
保
元
年
辛
酉









十
月
二
十
四
日
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
知
性
の
祖
と
し
て
あ
る
か
ら
、
祖
母
で
は
な
か

ら
う
か
。
以
上
を
知
性
系
の
人
物
と
す
る
。
然
る
に
幽
本
、
幽
妙
の
子
、
了
蓮
の
父
母
は
考
へ
る
こ
と
が
出
來

な
い
。

　
十
一
人
中
に
又
「
貞
譽
誠
範
居
士
、
文
政
五
年
壬
午







五
月
二
十
日
」
と
云
ふ
人
が
あ
る
。
即
ち
過
去
帳
別
本

に
讀
む
べ
か
ら
ざ
る
記
註
を
見
る
戒
名
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
其
「
何
代
五
郎
兵
衞
實
父
」
を
「
九
代
」
と
讀

ま
む
と
欲
し
た
。
殘
餘
の
闕
文






は
月
字
の
上
の
三
字
で
、
わ
た
く
し
は
今
こ
れ
を
讀
ん
で
「
同
年
五
月
」
と
な

さ
む
と
欲
す
る
。
何
故
と
云
ふ
に
、
別
本
に
は
誠
範
の
右
に
「
蓮
譽
定
生
大
※
、
文
政
五
年
壬
午







八
月
」
が
あ

つ
た
か
ら
、
此



の
如
く
に
讀
む
と
き
は
、
此
彫
文
と
符

す
る
か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
誠
範
を
九
代
一
鐵
の
父
長
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島
五
郎
兵
衞
だ
と
す
る
と
、
此
名
の
左
隣
に
あ
る
別
本
の
所
謂
九
代
の
祖
父
「
覺
譽
泰
了
居
士
、
明
和
六
年
己





丑

七
月
四
日
」
は
、
誠
範
の
父
で
あ
ら
う
。
又
此
列
の
最
右
翼
に
居
る
「
範
叟
道
規
庵
主













、
元
文
三
年
戊
午





八

月
八
日
」
は
、
別
本
に
泰
了
縁
家
の
祖
と
註
し
て
あ
る
か
ら
、
此
系
の
最
も
古
い
人
に
當
り
、
又
此
列
の
最
左

翼
に
居
る
壽
阿
彌
の
父
「
頓
譽





淨
岸
居
士
、
寛
政
四
年
壬
子







八
月
九
日
」
は
、
泰
了
と
利
右
衞
門
の
稱
を
同
じ

う
し
て
ゐ
る
か
ら
、
泰
了
の
子
か
と
推
せ
ら
れ
る
。
以
上
を
誠
範
系
の
人
物
と
す
る
。
江
間
氏
と
長
島
氏
と
の

連
繋
は
、
此
誠
範
系
の
上
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
此
大
墓
石
と
共
に
南
面
し
て
、
其
西
隣
に
小
墓
石
が
あ
る
。
臺
石
に
長
島
氏
と
彫

り
、
上
に
四
人
の
法
諡





が

並
記
し
て
あ
る
。
二
人
は
女
子
、
二
人
は
小
兒
で
あ
る
。
「
馨
譽
慧
光
大
※












、
文
政
六
年
癸
未





十
月
二
十
七
日
」

は
別
本
に
十
二
代
五
郎
兵
衞
※
、
實
は
叔
母






と
註
し
て
あ
る
。
「
誠
月
妙
貞
大
※
、
安
政
三
年
丙
辰









七
月
十
二

日
」
は
別
本
に
五
郎
作
母
、
六
十
四
歳
と
註
し
て
あ
る
。
小
兒
は
勇
雪
、
了
智
の
二
童
子
で
、
了
智
は
別
本
に

十
二
代
五
郎
兵
衞
實
弟
と
註
し
て
あ
る
。
要
す
る
に
此
四
人
は
皆
十
二
代
清
常
の
近
親
ら
し
い
か
ら
、
所
謂
五

郎
作
母
も
清
常
の
初
稱
五
郎
作
の
母
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
別
本
に
は
猶



、
次
に
記
す
べ
き
墓

に
彫
つ
て
あ
る
蓮
譽
定
生
大
※
の
下



に
、
十
二
代
五
郎
兵
衞
養
母
と
註
し
て
あ
る
。
清
常
に
は
母
か
と
覺
し
き

妙
貞
が
あ
り
、
叔
母
慧
光
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
西
村
氏
に
養
は
れ
て
か
ら
定
生
を
養
母
と
し
、
叔
母
慧
光
を
姉

と
す
る
に
至
つ
た
。
以
上
を
清
常
系
の
人
物
と
し
て
、
こ
れ
に
別
本
に
見
え
て
ゐ
る
慧
光
の
實
母
を
加
へ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
深
川
靈
岸
寺
開
山
堂
に
葬
ら
れ
た
と
云
ふ
「
華
開
生
悟
信
女













、
享
和
二
年
壬
戌











十
二
月

六
日
」
が
其
人
で
あ
る
。
し
か
し
清
常
の
父
の
誰
な
る
か
は
遂
に
考
へ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
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二
十
六

　
次
に
遠
く
西
に
離
れ
て
、
茱

萸

の
木
の
蔭
に
稍



新
し
い
墓
石
が
あ
つ
て
、
こ
れ
も
臺
石
に
長
島
氏
と
彫
つ
て

あ
る
。
墓
表
に
は
男
女
二
人
の
戒
名
が
列
記
し
て
あ
る
。
男
女
の
戒
名
は
、
「
淨
譽
了
蓮
居
士
、
寛
政
八
辰
天









七
月
初
七
日
」
と
「
蓮
譽
定
生
大
※
、
文
政
五
午
天







八
月
二
十
日
」
と
で
、
其
中
間
に
後
に
「
遠
譽
清
久
居
士
、

明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
三
日
」
の
一
行
が
彫
り
添
へ
て
あ
る
。
了
蓮
は
過
去
帳
別
本
の
十
代
五
郎
作
、
定
生

は
同
本
の
十
二
代
五
郎
兵
衞
養
母
、
清
久
は
師
岡
久
次
郎
即
ち
高
野
氏
石
の
亡
夫
で
あ
る
。

　
定
生
に
は
父
母
が
あ
つ
て
過
去
帳
別
本
に
見
え
て
ゐ
る
。
父
は
「
本
住
院
活
法
日
觀
信
士
、
天
明
四
年
甲
辰









十
二
月
十
七
日
」
、
母
は
「
靈
照
院
妙
慧
日
耀
信
女























、
文
化
十
二
年
乙
亥









正
月
十
三
日
」
で
、
並





に
橋
場
長
照

寺
に
葬
ら
れ
た
。
日
觀
の
俗
名
は
別
本
に
小
林
彌
右
衞
門
と
註
し
て
あ
る
。
然
る
に
了
蓮
の
祖
母
知
性
の
母
幽

妙
の
下
に
も
、
別
本
に
小
林
彌
右
衞
門
妻
の
註
が
あ
る
。
此
二
箇
所
に
見
え
て
ゐ
る
小
林
彌
右
衞
門
は
同
人
で

あ
ら
う
か
、
又
は
父
子
襲
名
で
あ
ら
う
か
。
又
定
生
の
外
祖
母
と
稱
す
る
も
の
も
別
本
に
見
え
て
ゐ
る
。
「
貞

圓
妙
達
比
丘
尼





、
天
明
七
年
丁
未







八
月
十
一
日
」
と
書
し
、
深
川
佐
賀
町
一
向
宗
と
註
し
て
あ
る
も
の
が
即




是


で
あ
る
。

　
了
蓮
と
定
生
と
の
關
係
、
清
久
の
名
を
其
間
に
厠



へ
た
理
由
は
、
過
去
帳
別
本
の
記
載
に
由
つ
て
明
に
す
る

こ
と
が
出
來
な
い
。
師
岡
氏
未
亡
人
は
或
は
わ
た
く
し
に
教
へ
て
く
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
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わ
た
く
し
が
光
照
院
の
墓
の
文
字
を
讀
ん
で
ゐ
る
う
ち
に
、
日
は
漸





く
暮
れ
む
と
し
た
。
わ
た
く
し
の
た
め

に
香
華
を
墓
に
供
へ
た
媼





は
、
「
蝋
燭






を
點



し
て
ま
ゐ
り
ま
せ
う
か
」
と
云
つ
た
。
「
な
に
、
も
う
濟
ん
だ
か

ら
好

い
」
と
云
つ
て
、
わ
た
く
し
は
光
照
院
を
辭
し
た
。
し
か
し
江
間
、
長
島
の
親
戚
關
係
は
、
到
底
墓
表
と

過
去
帳
と
に
藉

つ
て
、
明
め
得
べ
き
も
の
で
は
無
か
つ
た
。
壽
阿
彌
の
母
、
壽
阿
彌
の
妹
、
壽
阿
彌
の
妹
の
夫

の
誰
た
る
を
審





に

す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
の
は
、
わ
た
く
し
の
最
も
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
新
石
町
の
菓
子
商
眞
志
屋
が
文
政
の
末
か
ら
衰
運
に
向
つ
て
、
一
た
び
二
本
傳
次
に
寄
り
、
又

轉
じ
て
金
澤
丹
後
に
寄
つ
て
僅
に
自
ら
支
へ
た
こ
と
を
記
し
た
。
眞
志
屋
は
衰
へ
て
二
本
に
寄
り
、
二
本
が
眞

志
屋
と
倶



に
衰
へ
て
又
金
澤
に
寄
つ
た
と
云
ふ
此
金
澤
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
云
ふ
家
で
あ
ら
う
。

　
わ
た
く
し
が
此
「
壽
阿
彌
の
手
紙
」
を
新
聞
に
公
に
す
る
の
を
見
て
、
或
日
金
澤
蒼
夫







と
云
ふ
人
が
わ
た
く

し
に
音
信
を
通
じ
た
。
わ
た
く
し
は
蒼
夫
さ
ん
を
白
金
臺
町
の
家
に
訪
う
て
交
を
結
ん
だ
。
蒼
夫
さ
ん
は
最
後

の
金
澤
丹
後
で
、
祖
父
明
了
軒
以
來
西
村
氏
の
後
を
承
け
、
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
の
名
義
を
以
て
水
戸
家
に
菓
子

を
調
進
し
た
人
で
あ
る
。

　
初
め
わ
た
く
し
は
澀
江
抽
齋
傳
中
の
壽
阿
彌
の
事
蹟
を
補
ふ
に
、
其
尺
牘









一
則
を
以
て
し
よ
う
と
し
た
。
然

る
に
料



ら
ず
も
物
語
は
物
語
を
生
ん
で
、
斷
え
む
と
欲
し
て
は
又
續
き
、
此



に
金
澤
氏
に
説
き
及
ぼ
さ
ざ
る
こ

と
を
得
ざ
る
に
至
つ
た
。
わ
た
く
し
は
此
最
後
の
丹
後
、
眞
志
屋
の
鑑
札
を
佩

び
て
維
新
前
ま
で
水
戸
邸
の
門

を
潜
つ
た
最
後
の
丹
後
を
ま
の
あ
た
り
見
て
、
こ
れ
を
緘
默






に
附
す
る
に
忍
び
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
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二
十
七

　
眞
志
屋
と
云
ふ
難
破
船
が
最
後
に
漕

ぎ
寄
せ
た
港
は
金
澤
丹
後
方
で
あ
る
。
當
時
眞
志
屋
が
金
澤
氏
に
寄
つ

た
表
向
の
形
式
は
「
同
居
」
で
、
其
同
居
人
は
初
め
五
郎
作
と
稱
し
、
後
嘉
永
七
年
即
安
政
元
年
に
至
つ
て
五

郎
兵
衞
と
改
め
た
こ
と
が
、
眞
志
屋
文
書
に
徴
し
て
知
ら
れ
る
。
文
書
の
收
む
る
所
は
改
稱
の
願
書
で
、
其
願

が
聽
許






せ
ら
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
此



の
如
き
願
が
拒
止
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
さ
さ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
此
五
郎
作
の
五
郎
兵
衞
は
必
ず
し
も
實
に
金
澤
氏
の
家
に
居
つ
た
と
は
見
ら
れ
な
い
。
現
に
金
澤
蒼





夫

さ
ん
は
此
の
如
き
寓
公






の
居
つ
た
こ
と
を
聞
き
傳
へ
て
ゐ
な
い
。
さ
う
し
て
見
れ
ば
、
單
に
寄
寓
し
た
る
も

の
ゝ
如
く
に
粧
ひ
成
し
て
、
公
邊
を
取
り
繕
つ
た
の
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
蒼
夫
さ
ん
の
知
つ
て
ゐ
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
金
澤
氏
が
眞
志
屋
の
遺
業
を
繼
承
し
た
の
は
、
蒼
夫
の
祖
父

明
了
軒
の
代
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
金
澤
氏
は
江
戸
城
に
菓
子
を
調
進
す
る
た
め
に
は
金
澤
丹
後
の

名
を
以
て
鑑
札
を
受
け
、
水
戸
邸
に
調
進
す
る
た
め
に
は
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
の
名
を
以
て
鑑
札
を
受
け
た
。
金

澤
氏
の
年
々
受
け
得
た
所
の
二
樣
の
鑑
札
は
、
蒼
夫
さ
ん
の
家
の
筐



に
滿
ち
て
ゐ
る
。
鑑
札
は
白
木
の
札
に
墨

書
し
て
、
烙
印






を
押
し
た
も
の
で
あ
る
。
札
は
孔



を
穿



ち
緒

を
貫
き
、
覆



ふ
に
革

袋







を
以
て
し
て
あ
る
。
革

袋
は
黒
の
漆
塗
で
、
そ
の
水
戸
家
か
ら
受
け
た
も
の
に
は
、
眞
志
の
二
字
が
朱
書
し
て
あ
る
。

　
想
ふ
に
授
受
が
眞
志
屋
と
金
澤
氏
と
の
間
に
行
は
れ
た
初
に
は
、
縱



や
實
に
寓
公
た
ら
ぬ
ま
で
も
、
眞
志
屋

の
名
前
人
が
立
て
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
後
に
至
つ
て
は
特
に
こ
れ
を
立
つ
る
こ
と
を
須



ゐ
な
か
つ
た
の
で
は
な
か
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ら
う
か
。
兎
に
角
金
澤
氏
の
代
々
の
當
主
は
、
徳
川
將
軍
家
に
對
し
て
は
金
澤
丹
後
た
り
、
水
戸
宰
相
家
に
對

し
て
は
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
た
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
「
ま
あ
株
を
買
つ
た
や
う
な
も
の
だ
つ
た
の
で
せ
う
」

と
蒼
夫
さ
ん
は
云
ふ
。
今
の
語
を
以
て
言
へ
ば
、
此
授
受
の
形
式
は
遂
に
「
併
合
」
に
歸
し
た
の
で
あ
る
。

　
眞
志
屋
の
末
裔






が
二
本
に
寄
り
、
金
澤
に
寄
つ
た
の
は
、
啻



に
同
業
の
好





が
あ
つ
た
の
み
で
は
な
か
つ
た
ら

し
い
。
二
本
は
眞
志
屋
文
書
に
「
親
類
麹
町
二
本
傳
次
方
」
と
云
つ
て
あ
る
。
又
眞
志
屋
の
相
續
人
た
る
べ
き

定
五
郎
は
「
右
傳
次
方
私
從
弟
定
五
郎
」
と
云
つ
て
あ
る
。
皆
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
が
此
の
如
く
に
謂
つ
た
の
で

あ
る
。
金
澤
氏
は
果
し
て
眞
志
屋
の
親
戚
で
あ
つ
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
試
に
系
譜
を
檢
す
る
に
、
貞
享

中
に
歿
し
た
初
代
相
安
院
清
頓
の
下
に
、
「
長
島
撿
校
」
に
嫁
し
た
女
子
が
あ
る
。
此



壻


は
或
は
眞
志
屋
の
一

族
長
島
氏
の
人
で
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
金
澤
氏
は
本



増
田
氏
で
あ
つ
た
。
豐
臣
時
代
に

大
和
國
郡
山













の
城
主
で
あ
つ
た
増
田
長
盛
の
支
族
で
、
曾



て
加
賀
國
金
澤
に
住
し
た
た
め
に
、
商
家
と
な
る
に
及
ん
で
金
澤
屋
と
號
し
、
後
單
に
金
澤
と
云
つ
た
の
だ
さ

う
で
あ
る
。
系
譜
の
載
す
る
所
の
始
祖
は
又
兵
衞
と
稱
し
た
。
相
摸
國
三
浦
郡
蘆
名
村
に
生
れ
、
江
戸
に
入
つ

て
品
川
町
に
居
り
、
魚
を
鬻



ぐ
を
業
と
し
た
。
蒼
夫
さ
ん
の
所
有
の
過
去
帳
に
、
「
相
安
院
淨
譽
清
頓
信
士
、

貞
享
五
年
五
月
二
十
五
日
」
と
記
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
十
八
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増
田
氏
の
二
代
三
右
衞
門
は
、
享
保
四
年
五
月
九
日
に
五
十
八
歳
で
歿
し
た
。
法
諡





實
相
院
頓
譽
淨
圓
居
士

で
あ
る
。
此
人
が
菓
子
商
の
株
を
買
つ
た
。

　
三
代
も
亦
同
じ
く
三
右
衞
門
と
稱
し
、
享
保
八
年
七
月
二
十
八
日
に
三
十
七
歳
で
歿
し
た
。
法
諡
寂
苑
院









淨

譽
玄
清
居
士
で
あ
る
。
四
代
三
右
衞
門
の
覺
了
院
性
譽
一
鎚









自
聞
居
士
は
、
明
和
六
年
四
月
二
十
四
日
に
四
十

六
歳
で
歿
し
た
。
五
代
三
右
衞
門
の
自
適
齋
眞
譽
東
里
威
性
居
士
は
、
天
保
六
年
十
月
五
日
に
八
十
四
歳
で
歿

し
た
。
此
人
は
増
田
氏
累
世
中
で
、
最
も
學
殖
あ
り
最
も
文
事
あ
る
人
で
あ
つ
た
。
所
謂






田
威
、
字





は
伯
孚





、

別
號
は
東
里
で
あ
る
。
詩
を
善
く
し
書
を
善
く
し
て
、
一
時
の
名
流
に
交
つ
た
。
文
政
四
年
に
七
十
の
賀
を
し

た
時
、
養
拙
齋
高
岡
秀
成
、
字
は
實
甫





と
云
ふ
も
の
が
壽
序
を
作
つ
て
贈
つ
た
。
二
本
傳
次
の
妻
は
東
里
が
長

女
の
第
八
女
で
あ
つ
た
。
眞
志
屋
が
少
く
も
此
家
と
間
接
に
親
戚
た
る
こ
と
は
、
此
一
條
の
み
を
以
て
し
て
も

證
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
六
代
三
右
衞
門
は
わ
た
く
し
の
閲



し
た
系
譜
に
載
せ
て
無
い
。
増
田
氏
は
世



駒
込

願
行
寺
を
菩
提
所
と
し
て
ゐ
る
の
に
、
獨
り
此
人
は
谷
中
長
運
寺
に
葬
ら
れ
た
さ
う
で
あ
る
。
七
代
三
右
衞
門

は
天
保
十
一
年
十
月
二
日
に
四
十
四
歳
で
歿
し
、
寶
龍
院
乘
譽
依
心
連
戒
居
士
と
法
諡





せ
ら
れ
た
。

　
按



ず
る
に
此
頃
に
至
る
ま
で
は
、
金
澤
三
右
衞
門
は
丹
後
と
稱
せ
ず
し
て
越
後
と
稱
し
た
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
文
化
の
末
に
金
澤
瀬
兵
衞
と
云
ふ
も
の
が
長

崎

奉

行

を
勤
め
て
ゐ
た
が
、
此
人
は
叙
爵
の
時
越
後
守








と
な

る
べ
き
を
、
菓
子
商
の
稱
を
避
け
て
百
官
名
を
受
け
、
大
藏
少
輔










に
せ
ら
れ
た
と
、
大
郷
信
齋
の
道
聽
塗
説









に

見
え
て
ゐ
る
。
或
は
お
も
ふ
に
道
聽
塗
説
の
越
後
は
丹
後
の
誤
か
。

　
八
代
は
通
稱
金
藏
で
、
天
保
三
年
七
月
十
六
日
に
六
十
一
歳
で
歿
し
た
。
法
諡





梅
翁
日
實
居
士
で
あ
る
。
九
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代
は
又
三
右
衞
門
と
稱
し
、
後
に
三

輔

と
改
め
た
。
素
細
工
頭










支
配
玉
屋
市
左
衞
門
の
子
で
あ
る
。
明
治
十
年

十
一
月
十
一
日
に
六
十
四
歳
で
歿
し
、
明
了
軒
唯
譽
深
廣
連
海
居
士
と
法
諡





せ
ら
れ
た
。
十
代
三
右
衞
門
、
後

の
稱
三
左
衞
門
は
明
治
二
十
年
二
月
二
十
六
日
に
歿
し
、
榮
壽
軒
梵
譽
利
貞
至
道
居
士
と
法
諡
せ
ら
れ
た
。
此

榮
壽
軒
の
後
を
襲
い
だ
十
一
代
三
右
衞
門
が
今
の
蒼
夫
さ
ん
で
、
大
正
五
年
に
七
十
一
歳
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ

の
丹
後
掾









と
稱
し
た
の
は
前
代
の
勅
賜
に
本
づ
く
。

　
天
保
元
年
に
眞
志
屋
十
二
代
の
五
郎
兵
衞
清
常
が
歿
し
た
時
、
増
田
氏
の
金
澤
に
は
七
十
九
歳
の
自
適
齋
東

里
、
五
十
九
歳
の
梅
翁
、
三
十
四
歳
の
寶
龍
院
依
心
、
十
七
歳
の
明
了
軒
深
廣
、
十
歳
の
榮
壽
軒
利
貞
が
並
存

し
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
嘉
永
七
年
に
最
後
の
眞
志
屋
名
前
人
五
郎
作
が
五
郎
右
衞
門
と
改
稱
し
た
時
に
至
る
と
、

明
了
軒
が
四
十
一
歳
、
榮
壽
軒
が
三
十
四
歳
、
弘
化
二
年
生
の
蒼
夫
さ
ん
が
九
歳
に
な
つ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
前



に
、
眞
志
屋
最
後
の
名
前
人
五
郎
作
改
め
五
郎
兵
衞
は
定
五
郎
で
は
な
か
ら
う
か
と
云
つ
た
。

そ
れ
は
定
五
郎
が
眞
志
屋
文
書
に
載
す
る
所
の
最
後
の
家
督
相
續
者
ら
し
く
見
え
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
し
か
し

更
に
考
ふ
る
に
、
此
定
五
郎
は
幾





く
な
ら
ず
し
て
廢

め
ら
れ
、
天
保
弘
化
の
間
に
明
了
軒
が
こ
れ
に
代
つ
て
ゐ

て
、
所
謂
五
郎
作
改
五
郎
兵
衞
は
明
了
軒
自
身
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
眞
志
屋
の
自
立
し
て
ゐ
た
間
の
菓
子
店
は
、
既
に
屡




云

つ
た
や
う
に
新
石
町
、
金
澤
の
店
は
本
石
町
二
丁
目

西
角
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
二
十
九
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わ
た
く
し
は
駒
込
願
行
寺
に
増
田
氏
の
墓
を
訪
う
た
。
第
一
高
等
學
校
寄
宿
舍
の
西
、
巷





に
面
し
た
石
垣
の

新
に
築
か
れ
て
ゐ
る
の
が
此
寺
で
あ
る
。
露
次
を
曲
つ
て
南
向
の
門
に
入
る
と
、
左
に
大
い
な
る
鑄
鐵
の
井
欄






を
見
る
。
井
欄
の
前
面
に
掌

大







の
凸
字





を
以
て
金
澤
と
記
し
て
あ
る
。
恐
ら
く
は
増
田
氏
の
盛
時
の
か
た
み

で
あ
ら
う
。

　
墓
は
門
を
入
つ
て
右
に
折
れ
て
往
く
塋
域






に
あ
る
。
上
に
佛
像
を
安
置
し
た
墓
の
隣
に
、
屋
盖
形









の
あ
る
石

が
二
基
並
ん
で
、
南
に
面
し
て
立
つ
て
ゐ
る
。
臺
石
に
は
金
澤
屋
と
彫

り
、
墓
に
は
正
面
か
ら
向
つ
て
左
の
面

に
及
ん
で
、
許
多





の
戒
名
が
列
記
し
て
あ
る
。
讀
ん
で
行
く
間
に
、
明
了
軒
の
諡




が

系
譜
に
は
運
海
と
書
し
て

あ
つ
た
の
に
、
此
に
は
連
海
に
作
つ
て
あ
る
の
に
氣
が
付
い
た
。
金
石
文
字
は
人
の
意
を
用
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
、

或
は
系
譜
の
方
が
誤
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
拜
し
畢
つ
て
歸
る
時
、
わ
た
く
し
は
曾
て
面





を
識
つ
て
ゐ
る
女
子
に
逢
つ
た
。
恐
く
は
願
行
寺
の
住
職
の
妻

で
あ
ら
う
。
此
女
子
は
曩



の
日
わ
た
く
し
に
細
木
香
以
の
墓
を
を
し
へ
て
く
れ
た
人
で
あ
る
。

「
け
ふ
は
金
澤
の
墓
へ
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
先
日
金
澤
の
老
人
に
逢
つ
て
、
先
祖
の
墓
が
こ
ち
ら
に
あ
る
の
を
聞

い
た
も
の
で
す
か
ら
。
」
と
わ
た
く
し
は
云
つ
た
。

「
さ
や
う
で
す
か
。
あ
れ
は
こ
ち
ら
の
古
い
檀
家





だ
と
承
は
つ
て
ゐ
ま
す
。
昔
の
御
商
賣
は
何
で
ご
ざ
い
ま
し

た
で
せ
う
。
」

「
菓
子
屋
で
し
た
。
徳
川
家
の
菓
子
の
御
用
を
勤
め
た
も
の
で
す
。
維
新
前
の
菓
子
屋
の
番
附
に
は
金
澤
丹
後
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が
東
の
大
關
に
な
つ
て
ゐ
て
、
風
月
堂
な
ん
ぞ
は
西
の
幕
の
内
の
末
の
方
に
出
て
ゐ
ま
す
。
本
郷
の
菓
子
屋
で

は
、
岡
野
榮
泉
だ
の
、
藤
村
だ
の
、
船
橋
屋
織
江
だ
の
が
載
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
皆
幕
外









で
す
。
な
ん
で
も
金
澤

は
將
軍
家
や
大
名
ば
か
り
を
得
意
先
に
し
て
ゐ
た
も
の
だ
か
ら
、
維
新
の
時
に
得
意
先
と
一
し
よ
に
滅
び
た
の

だ
さ
う
で
す
。
今
の
老
人
の
細
君
は
木
場
の
萬
和
の
女





で
す
。
里
親
の
萬
屋
和
助
な
ん
ぞ
も
、
維
新
前
の
金
持

の
番
附
に
は
幕
の
内
に
這

入

つ
て
ゐ
ま
し
た
。
」

　
わ
た
く
し
は
こ
ん
な
話
を
し
て
女
子
に
別
を
告
げ
た
。
美
し
い
怜
悧





ら
し
い
言
語
の
明
晰






な
女
子
で
あ
る
。

　
増
田
氏
歴
代
の
中
で
一
人
谷
中
長
運
寺
に
葬
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
と
、
わ
た
く
し
は
蒼
夫
さ
ん
に
聞
い
た
。

家
に
歸
つ
て
か
ら
、
手
近
い
書
に
就
い
て
谷
中
の
寺
を
撿
し
た
が
、
長
運
寺
の
名
は
容
易





く
見
附
け
ら
れ
な
か

つ
た
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
錯





り
聞
い
た
か
も
知
れ
ぬ
と
思
つ
た
。
後
に
武
田
信
賢
著
墓
所
集
覽
で
谷
中
長
運

寺
を
撿
出
し
て
往
訪
し
た
が
、
増
田
氏
の
墓
は
無
か
つ
た
。
寺
は
渡
邊
治
右
衞
門
別
莊
の
邊
か
ら
一
乘
寺
の
辻

へ
拔
け
る
狹
い
町
の
中
程
に
あ
る
。

　
蒼
夫
さ
ん
は
わ
た
く
し
の
家
を
訪
ふ
約
束
を
し
て
ゐ
る
か
ら
、
若
し
再
會
し
た
ら
重
ね
て
長
運
寺
の
事
を
も

問
ひ
質



し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
三
十

　
諸
書
の
載
す
る
所
の
壽
阿
彌
の
傳
に
は
、
西
村
、
江
間
、
長
島
の
三
つ
の
氏
を
列
擧
し
て
、
曾
て
其
交
互
の
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關
係
に
説
き
及
ぼ
し
た
も
の
が
無
か
つ
た
。
わ
た
く
し
は
今
淺
井
平
八
郎
さ
ん
の
齎





し
來
つ
た
眞
志
屋
文
書
に

據
つ
て
、
記
載
の
も
つ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
明





め
得
ら
る
ゝ
だ
け
の
事
を
明
め
よ
う
と
努
め
た
。
次
で
金
澤
蒼

夫
さ
ん
を
訪
う
て
、
系
譜
を
閲



し
談
話
を
聽
き
、
壽
阿
彌
去
後
の
眞
志
屋
の
な
り
ゆ
き
を
追
尋
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
ト
ラ
ヂ
シ
ヨ
ン
の
絲
を
斷
ち
截

つ
た
維
新
の
期
に
※



ん
だ
。
わ
た
く
し
の
言
は
む
と
欲
す
る
所
の
も
の
は
略



此


に
盡
き
た
。

　
然
る
に
淺
井
、
金
澤
兩
家
の
遺
物
文
書
の
中
に
は
、
撿
閲
の
際
に
わ
た
く
し
の
目
に
止
ま
つ
た
も
の
も
少
く

無
い
。
左
に
其
二
三
を
録
存
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

　
淺
井
氏
の
わ
た
く
し
に
示
し
た
も
の
ゝ
中
に
は
、
壽
阿
彌
の
筆
跡
と
稱
す
べ
き
も
の
が
少
か
つ
た
。
袱
紗





に

記
し
た
縁
起
、
西
山
遺
事
の
書
後
並
に
欄
外
書
等
は
、
自
筆
と
は
云
ひ
な
が
ら
太





だ
意
を
用
ゐ
ず
し
て
寫
し
た

細
字
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
わ
た
く
し
は
遺
物
中
に
、
小
形
の
短
册
二
葉
を
絲
で
綴

ぢ
合
せ
た
も
の
ゝ

あ
る
の
を
見
た
。
其
一
に
は
「
七
十
九
の
と
し
の
く
れ
に
」
と
端
書
し
て
「
あ
す
は
み
む
八

十

の
ち
ま
た
の
門



の
松
」
と
書
し
、
下
に
一
の
壽
字
が
署
し
て
あ
る
。
今
一
葉
に
は
「
八

十

に
な
り
け
る
と
し
の
は
じ
め
に
」
と

端
書
し
て
「
今
朝
ぞ
見
る
八
十
の
ち
ま
た
の
門
の
松
」
と
書
し
、
下
に
「
壽
松
」
と
署
し
て
あ
る
。

　
此
二
句
は
書
估





活
東
子
が
戲
作
者
小
傳
に
載
せ
て
ゐ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
小
傳
に
は
猶
「
月
こ
よ
ひ
枕



團
子






を
の
が
れ
け
り
」
と
云
ふ
句
も
あ
る
。
活
東
子
は
「
或
年
の
八
月
十
五
夜
に
、
病
重
く
既
に
終
ら
む
と
せ

し
に
快
く
な
り
け
れ
ば
、
月
今
宵
云
々
と
書
い
て
孫
に
遣
り
け
る
と
ぞ
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。

　
壽
阿
彌
は
嘉
永
元
年
八
月
二
十
九
日
に
八
十
歳
で
歿
し
た
か
ら
、
歳
暮
の
句
は
弘
化
四
年
十
二
月
晦
日







の
作
、
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歳
旦
の
句
は
嘉
永
元
年
正
月
朔









の
作
で
あ
る
。
後
者
は
死
ぬ
べ
き
年
の
元
旦
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
推
せ
ば
、

月
今
宵
の
句
も
同
じ
年
の
中
秋
に
成
つ
て
、
後
十
四
日
に
し
て
病





革



な

る
に
至
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
活

東
子
は
月
今
宵
の
句
を
書
い
て
孫
に
遣
つ
た
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
壽
阿
彌
に
は
子
も
な
け
れ
ば
孫
も
な
か
つ
た

だ
ら
う
。
別
に
「
ま
ご
ひ
こ
に
別
る
ゝ
こ
と
の
」
云
々
と
云
ふ
狂
歌
が
、
壽
阿
彌
の
辭
世
と
し
て
傳
へ
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
わ
た
く
し
は
取
ら
な
い
。

　
月
今
宵
は
少
く
も
灑
脱






の
趣
の
あ
る
句
で
あ
る
。
歳
暮
歳
旦
の
句
は
こ
れ
に
反
し
て
極
て
平
凡
で
あ
る
。
し

か
し
萬
葉
の
百
足





ら
ず
八
十
の
ち
ま
た
を
使
つ
て
ゐ
る
の
が
、
壽
阿
彌
の
壽
阿
彌
た
る
所
で
あ
ら
う
。

　
短
册
の
手
迹






を
見
る
に
、
壽
阿
彌
は
能
書
で
あ
つ
た
。
字
に
媚

※

の
態
が
あ
つ
て
、
老
人
の
書
ら
し
く
は
見

え
な
い
。
壽
の
一
字
を
署
し
た
の
は
壽
阿
彌
の
省
略
で
あ
ら
う
。
壽
松
の
號
は
他
に
所
見
が
無
い
。

　
　
　
　
　
三
十
一

　
連
歌
師
と
し
て
の
壽
阿
彌
は
里
村
昌
逸
の
門
人
で
あ
つ
た
か
と
思
は
れ
る
。
わ
た
く
し
は
眞
志
屋
の
遺
物
中

に
あ
る
連
歌
の
方
式
を
書
い
た
無
題
號
の
寫
本
一
册
と
、
弘
化
嘉
永
間
の
某
年
正
月
十
一
日
柳
營
之
御
會
と
題

し
た
連
歌
の
卷
數
册
と
を
見
た
。
無
題
號
の
寫
本
は
表
紙
に
「
如
是
縁
庵









」
と
書
し
、
「
壽
阿
彌
陀
佛
印
」
の

朱
記
が
あ
る
。
卷
尾
に
は
「
享
保
八
年
癸
卯







七
月
七
日
於
京
都
、
里
村
昌
億
翁
以
本
書
、
乾
正
豪
寫
之
」
と
云

ふ
奧
書
が
あ
つ
て
、
其
次
の
餘
白
に
、
「
先
師
次
第
」
と
題
し
た
略
系
と
「
玄
川
先
祖
よ
り
次
第
」
と
題
し
た
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略
系
と
が
書
き
添
へ
て
あ
る
。
連
歌
の
卷
々
に
は
左
大
臣
と
し
て
徳

川

家

慶

の
句
が
入
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
嘉

永
元
年
前
の
も
の
に
は
必
ず
壽
阿
彌
が
名
を
列
し
て
居
る
。

　
先
師
次
第
に
は
か
う
記
し
て
あ
る
。
「
宗
祇





、
宗
長
、
宗
牧
、
里
村
元
祖
昌
休











、
紹
巴





、
里
村
二
代
昌
叱











、

三
代
昌
琢











、
四
代
昌
程
、
弟
祖
白
、
五
代
昌
陸
、
六
代
昌
億
、
七
代
昌
迪











、
八
代
昌
桂
、
九
代
昌
逸
、
十
代
昌

同
」
で
あ
る
。
玄
川
先
祖
よ
り
次
第
に
は
か
う
記
し
て
あ
る
。
「
法
眼






紹
巴
、
同






玄

仍







、
同
玄
陳
、
同
玄
俊
、

玄
心
、
紹
尹






、
玄
立
、
玄
立
、
法
橋






玄
川
寛
政
六
年
六
月
二
十
日
法
橋
」
で
あ
る
。

　
二
種
の
略
系
は
里
村
兩
家
の
承
統
次
第
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
家
昌
叱
の
裔



は
世



京
都
に
住
み
、
分
家

玄
仍
の
裔
は
世
江
戸
石
原
に
住
ん
で
ゐ
た
。
し
か
し
後
に
は
兩
家
共
京
住
ひ
に
な
つ
た
ら
し
い
。

　
わ
た
く
し
は
此
略
系
を
以
て
壽
阿
彌
の
書
い
た
も
の
と
し
て
、
宗
家
の
次
第
に
先
師
と
書
し
た
こ
と
に
注
目

す
る
。
里
村
宗
家
は
恐
く
は
壽
阿
彌
の
師
家
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
然
る
に
十
代
昌
同
は
壽
阿
彌
の
同
僚
で
、

連
歌
の
卷
々
に
名
を
列
し
て
ゐ
る
。
其
「
先
師
」
は
一
代
を
溯




つ

て
故
人
昌
逸
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
昌
逸
昌

同
共
に
「
百
石
二
十
人
扶
持
京
住
居
」
と
武
鑑
に
註
し
て
あ
る
。

　
壽
阿
彌
の
連
歌
師
と
し
て
の
同
僚
中
、
坂
昌
功
は
壽
阿
彌
と
親
し
か
つ
た
ら
し
い
。
眞
志
屋
の
遺
物
中
に
、

「
壽
阿
彌
の
手
向





に
」
と
端
書
し
て
一
句
を
書
し
、
下
に
「
昌
功
」
と
署
し
た
短
册






が
あ
る
。
坂
昌
功
は
初
め

淺
草
黒
船
町
河
岸
に
住
し
、
後
根
岸
に
遷
つ
た
。
句
は
秋
季
で
あ
る
。
し
か
し
録
す
る
に
足
ら
な
い
。
川
上
宗

壽
が
連
歌
を
以
て
壽
阿
彌
に
交
つ
た
こ
と
は
、
※
堂






に
遣
つ
た
手
紙
に
見
え
て
ゐ
た
。

　
眞
志
屋
の
扶
持
は
初
め
河
内
屋
島
が
此
家
に
嫁
し
た
時
、
米
百
俵
づ
つ
三
季
に
渡
さ
れ
、
次
で
元
文
三
年
に
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七
人
扶
持
に
改
め
ら
れ
、
九
代
一
鐵
の
時
寛
政
五
年
に
暫
く
の
内
三
人
半
扶
持
を
減
し
て
三
人
半
扶
持
に
せ
ら

れ
た
こ
と
は
既
に
記
し
た
。
眞
志
屋
文
書
中
の
「
文
化
八
年
未









正
月
御
扶
持
渡
通
帳















」
に
據
る
に
、
此
後
文
化



五
年
戊
辰





に
「
三
人
半
扶
持
の
内
一
人
半
扶
持
借
上
二
人
扶
持
被
下
置













」
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
十

代
若



く
は
十
一
代
の
時
の
事
で
あ
る
。
眞
志
屋
文
書
は
こ
れ
よ
り
後
の
記
載
を
闕

い
て
ゐ
る
。
然
る
に
金
澤
蒼

夫
さ
ん
の
所
藏
の
文
書
に
據
れ
ば
、
天
保
七
年
丙
申
に
又
「
一
人
扶
持
借
上
暫
く
の
内
一
人
扶
持
被
下
置
」
と

云
ふ
こ
と
に
な
り
、
終
に
初
の
七
人
扶
持
が
一
人
扶
持
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
此
一
人
扶
持
は
、
明
治

元
年
藩
政
改
革
の
時
に
至
る
ま
で
引
き
續
い
て
、
水
戸
家
が
眞
志
屋
の
後
繼
者
た
る
金
澤
氏
に
給
し
て
ゐ
た
さ

う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三
十
二

　
西
村
廓
清
の
妻
島
の
里
親
河
内
屋
半
兵
衞
が
、
西
村
氏
の
眞
志
屋
五
郎
兵
衞
と
共
に
、
世



水
戸
家
の
用
達
で

あ
つ
た
こ
と
は
、
夙



く
海
録
の
記
す
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
眞
志
屋
の
菓
子
商
た
る
を
知
つ
て
、

河
内
屋
の
何
商
た
る
を
知
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
こ
れ
を
知
つ
た
の
は
、
金
澤
蒼
夫
さ
ん
を
訪
う
た
日
の
事
で
あ

る
。

　
わ
た
く
し
は
蒼
夫
さ
ん
の
家
に
於
て
一
の
文
書
を
見
た
。
其
中
に
「
河
内
屋
半
兵
衞
、
元
和
中
よ
り
麪
粉
類








御
用
相
勤
」
云

々







の
文
が
あ
つ
た
。
河
内
屋
は
粉
商
で
あ
つ
た
。
島
は
粉
屋
の
娘
で
あ
つ
た
。
わ
た
く
し
の
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新
に
得
た
知
識
は
啻



に
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
河
内
屋
が
古
く
よ
り
水
戸
家
の
用
達
を
し
て
ゐ
た
と
は
聞
い
て

ゐ
た
が
、
い
つ
か
ら
と
云
ふ
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
元
和
以
還
の
用
達
た
る
こ
と
は
此
文
に
徴
し
て
知

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
慶
長
中
に
水
戸
頼
房
入
國
の
供
を
し
た
と
云
ふ
眞
志
屋
の
祖
先
に
較
ぶ
れ
ば
少
し
く
遲
れ

て
ゐ
る
が
、
河
内
屋
も
亦
早
く
元
和
中
に
威
公
頼
房
の
用
達
と
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
金
澤
氏
六
代
の
増
田
東
里
に
は
、
弊
帚
集








と
題
す
る
詩
文
稿
が
あ
る
こ
と
を
、
蒼
夫
さ
ん
に
聞
い
た
。
わ
た

く
し
は
卒





に
聞
い
て
弊
帚
の
名
の
耳
に
熟
し
て
ゐ
る
の
を
怪
ん
だ
。
後
に
想
へ
ば
、
水
戸
の
栗
山
潜
鋒










に
弊
帚

集
六
卷
が
あ
つ
て
火
災
に
罹



り
、
弟
敦
恒









が
其

燼

餘

を
拾
つ
て
二
卷
を
爲
し
た
。
載
せ
て
甘
雨
亭
叢
書











の
中
に

あ
る
。
東
里
の
集
は
偶




こ

れ
と
名
を
同
じ
う
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
わ
た
く
し
の
言
は
む
と
欲
し
た
所
は
是
だ
け
で
あ
る
。
只
最
後
に
附
記
し
て
置
き
た
い
の
は
、
師
岡
未
亡
人

石
と
東
條
琴
臺
の
家
と
の
關
係
で
あ
る
。

　
初
め
高
野
氏
石
に
一
人
の
姉
が
あ
つ
て
、
名
を
さ
く
と
云
つ
た
。
さ
く
は
東
條
琴
臺
の
子
信
升







に
嫁
し
て
、

名
を
ふ
ぢ
と
改
め
た
。
ふ
ぢ
の
生
ん
だ
信
升
の
子
は
夭



し
、
其
女





が
現
存
し
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。

　
淺
井
平
八
郎
さ
ん
の
話
に
據
る
に
、
石
は
嘗



て
此
縁
故
あ
る
が
た
め
に
、
東
條
氏
の
文
書
を
託
せ
ら
れ
て
ゐ

た
。
文
書
は
石
が
東
條
氏
の
親
戚
た
る
下
田
歌
子
さ
ん
に
交
付
し
た
さ
う
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
琴
臺
の
事
蹟
を
詳





に

し
な
い
。
聞
く
所
に
據
れ
ば
、
琴
臺
は
信
濃





の
人
で
、
名
は
耕
、
字





は
子

臧


、
小
字






は
義
藏
で
あ
る
。
寛
政
七
年
六
月
七
日
芝
宇
田
川
町
に
生
れ
、
明
治
十
一
年
九
月
二
十
七
日
に
八
十

四
歳
で
歿
し
た
。
文
政
七
年
林
氏
の
門
人
籍
に
列
し
、
昌
平
黌










に
講
説
し
、
十
年
榊
原
遠
江
守
政
令



















に
聘
せ
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ら
れ
、
天
保
三
年
故
あ
つ
て
林
氏
の
籍
を
除
か
れ
、
弘
化
四
年
榊
原
氏
の
臣
と
な
り
、
嘉
永
三
年
伊
豆
七
島
全

圖
を
著





し
て
幕
府
の
譴
責






を
受
け
、
榊
原
氏
の
藩
邸
に
幽
せ
ら
れ
、
四
年
謫





せ
ら
れ
て
越
後
國
高
田
に
往
き
、

戊
辰





の
年
に
は
尚



高
田
幸
橋
町










に
居
つ
た
。
明
治
五
年
八
月
に
七
十
八
歳
で
向

島

龜

戸

神
社
の
祠
官






と
な
り
、

眼
疾
の
た
め
に
殆
ど
失
明
し
て
終
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
先
哲
叢
談
續
編
に
「

先
生
後
獲
罪















、
謫






在
越
之
高
田












、
（
中
略
）
無

幾

王

室

中

興



















、
先

生

嘗

得

列

官

于

朝

























」
と
書
し
て
あ
る
。
琴

臺
の
子
信
升
の
名
は
、
平
八
郎
さ
ん
に
由
つ
て
始
て
聞
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
五
・
六
月
）
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